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第1章 第66回日米学生会議とは

実行委員長挨拶

8月12日の深夜､寒風吹きすさぶサンフランシスコ。私たち16名の実行委員は宿泊地であるカリフォル

ニア大学バークレー校フリーボーン寮のロビーに集い、円をなして座っていた。空気は張りつめ、とても重

い。その日の午後は分科会ごとの自由行動であったが、実行委員同士の連携ミスや参力暗の遅刻が目立ち、

危うく口論になりかけたほどであった。第“回日米学生会議も折り返し地点を迎え、疲労とストレスが積

み重なってチームにほころびが生じはじめていた。それを敏感に察知した米側委員長Annaが全員で思いを

共有しあうことを提案し､今､臨時のミーティングが開力荊ているのである。一人が他の委員の怠惰に対し

て苛立ちを露わにすると、ある者は運営担当としての重圧に耐えきれず涙を流し、またある者は自分の役割

の至らなさに負い目を感じていると告白した。各々の感情が堰を切ったように溢れ出し、ぶつかりあった。

傍目には､それは負の感情が渦巻く破壊的な時間のようにも映るであろう。しかし私たちは皆､1EHectimlと

呼ばれるこの時間こそが、チームとして苦難を乗り越え､前進するために必要不可欠で､むしろ創造的な営

みであることを知っていた。全員が話し終えると、誰からともなく抱擁を交わしあった。間もなく任を終え

るサンフランシスコのコーディネーターを皆でねぎらい､先ほどまで涙を流していた者は持ち前のジョーク

で笑いを誘った。空気はじわじわと暖かみを取り戻し、翌朝のミーテイングには､疲れてはいるが晴れやか

な16名の顔があった。それぞれに異なった感じ方や考え方を、正直に伝えて理解し合うことで、改めて絆

を強くした瞬間であったと思う。

人は皆、自分だけの感性をもっている。勝負に敗れたときの砂を噛むような悔しさ、社会の不条理に対す

る憤り、信じがたﾔ振る舞いをする他者への拒絶、仲間とともに大きなプロジェクトをやり遂げた達戊感。

そうしたものは､時に社会では私情と呼{謝1,、あるいは個人的見解と呼ばれ､表に出さないことが要請され

る。確かに円滑なコミュニケーションのためにはそうした自制が必要かもしれない。しかし、心の奥底の、

叫ばなければやりきれない思いを相手に伝え、そして相手からも思いを聞くこと、それにより生まれる相互

理解を私たちは本能的に欲しているはずである。正直でいることは､心地よいものであり、大きな力を持っ

ている。自分という個性のままに､仲間と一緒に笑い合い､泣き合うことが､どれほど強い絆を生むこと力も

もちろん､世界はもつと複雑である。日米関係は、1945年の占領以来､憲法改正や沖縄の基地問題など、

パートナーシップやトモダチといった美辞麗句だけでは語れない難しさをはらみ続けており、政府はそうし

た過去からの制約を免れ得ない｡また東南アジア経済の急成長やアフリカ地域での疫病の蔓延などの動向に、

企業間の取引は影響を受ける。

今､社会がそんな状況にあるからこそ､特定の権威』や利害にとらわれない学生が､真っすぐに意見をぶつ

け合わなければならない。そうすることではじめて何十年も続く真の友情が結ばれるであろう。

本書は、そんな思いを胸に一夏を過ごした学生たちの記録である。71名の学生が何を語り、何を考え、

何を得たの力もこの一冊が代表団にとって、あの嵐のような日々を永遠に心に刻み､その経験と成果を世界

へと発信し、そして平和へのささやかな一歩を踏み出す礎となることを願ってやまない。

平成26年10月歴史の積もったプレハブ事務所にて第66回日米学生会議実行委員長小松崎遥平
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第1章 第66回日米学生会議とは

日米学生会議の歴史

日米学生会議は、1934年、御､ﾄ|事変以降調こしつつあった日米関係を憂慮した日本の学生有志によ

り倉|殿された。米国の対日感情改善、日米相互の信頼関係回復が急務であるという認識の下、「世界の

平和は太平洋の平和にあり､太平洋の平和は日米間の平和にある｡その一翼を学生も担うべきである｡」

という理念が掲げられた。当時の日本政府の意思と能力に限界を感じた学生らは、全国の大学の英語

研究部、国際問題研究部からなる日本英語学生教会（日本国際学生協会の前身）を母体として、自ら

先頭となって準備舌動を進めていった。資金、運営面で多くの困難を抱えながらも、4名の学生使節

団が渡米して全米各地の大学を訪問して参力暗を募り、総勢”名（うち22名は大学教授、およびそ

の夫人など）の米国側代表を伴って帰国した。こうして第1回日米学生会議は青山学院大学で開催さ

れ、会議終了後には満州国（当時）への視察研修旅行も実施されるに至った。

日本側の努力と熱意に感銘した米国側参加者の申し出によって、翌年第2回日米学生会議が米国オ

レゴン州のリードカレッジで開催され、以降、第3回(1936年）早稲田大学、第4回(1937年）スタ

ンフォード大学、第5回(1938年）慶應義塾大学、第6回(1939年)南カリフォルニア大学、第7回

(1940年）津田塾大学と、日米両国で毎年交互に開催された。しかし、太平洋戦争の勃発に伴い、日

米学生会議も中断を余儀なくされた。

終戦後、会議復活の声が上がり、当時の学生とかつての参力暗の努力により、日米学生会議は1947

年に再開し、第8回を迎えることとなった。当時日本は占領下にあり、米国から学生を招くことが不

可能であったため、在日米兵および軍属の中から大学生の資格を持った者を選んでの会議再開であっ

た。1953年の第14回会議まで日本で開催され、翌1954年、第14回会議に参加したコーネル大学の

学生の提案により、第15回会議が戦後初めて米国の同大学で開催されることが決定した。しかし、当

時の日本の経済状況では、日本側参加者の渡米費用を捻出することは容易ではなく、米軍の輸送機の

提供を受け、15名のみの日本側参力暗が参加するに留まった。

これがきっかけとなり、日本に留まった参力暗の中から「両国間関係のみならず、多国間で学生に

よる交流が行われるべき」との声が強まり、日米学生会議を国際学生会議に発展的に解消することが

決定され､1954年､アジア地域の学生との会議を主目的に､第1回国際学生会議が開催された｡なお、

国際学生会議は、世界各国から学生を招集する形で現在も継続されている。一方の日米学生会議はこ

の決定により、1954年をもって再び中断された。

1963年に至り、翌1964年が会議創立30周年でもあり日米双方で、会議再開を望む声が高まった。

これを受け、会議創始者である板橋並治らが理事を務めていた財団法人国際教育振興会が、日本側主

催者を担う形で会議を再開することが決定された。第1回、2回の米国側参力暗の努力もあり、1964

年、日本側参77名と米国側62名により第16回会議がリードカレッジで開催された。この年は東京オ

リンピックが開催された年でもあった。

その後、日米相互開催の下会議は継続されるが、1973年の第25回会議において、当時の学生によ

って抜本的な改革がなされ、限られた日程の中で議論をより効率的かつ集中的に行うべく、毎年の会

5



第1章 第66回日米学生会議とは

議ごとにテーマを設定する、期間を1ヵ月間とするなど、現在の会議の基本形態が整備された。この

年は円が変動為替相場制に移行し、米軍が南ベトナムより撤退した年でもあった。1978年には、戦前

の日米学生会議参力暗有志により、会議の経済的支援を主目的とする国際教育振興会賛助会が設立さ

れ、会議永続への道が開かれた。また第31回会議が開催された1979年には、戦前の米国側参力暗に

よりJASC,hc.が設立され、米国側実行委員会をサポートする体制が確立された。

その後日米学生会議は､財団法人国際教育振興会とJASC,Inc.を主催者として、日米両国学生が主体

的に企画･運営を担うという形態をとる中で､継続されることとなる。そして2007年度にアメリカ側

主催団体であるJASC,Inc.はh]mmationalSmdaltCmnfaalces,hcと名称を変え、米韓学生会議も開催し

ている｡倉|殿時と今日では日米両国を取り巻く環境は大きく異なり､会議の形態自体も変化している。

現在の日米学生会議は、会議創設時の理念を受け継ぎつつも、時代の変化に対応し、今日に至ってい

ると言えよう。

本文中の略語

JASC(ジャスク）

JASCm(ジャスカー）

正C

ISC

EC

AEC

正C

デリ、デリゲート

ジャパデリ

アメデリ

アラムナイ

サイト

RT

リフレクション

：日米学生会議(Japan-AmelicaSmdentConiieIa1ce)。

：日米学生会議の現役および過去の代表学生。

：日本側主催団体であるInfmationalEducationCenrr(国際教育振興会）

:アメリカ側主催団体であるhtemationalSmdentCmlibIBnCeS。

:ExecutiveCommitにe(実行委員会、または実行委員)。

:AmericanExecutiveCommttee(米国側実行委員会)。

:JapaneseExecutiveCommitE(日本側実行委員会)。

:Delegate(日米学生会議代表学生)。

：日本側代表団代表学生。

:アメリカ側代表団代表学生。

：日米学生会議の過去の代表学生。

:本会議開催地

:RoundTable(分科会)。

:代表団が腹を割って会議の感想や反省点を話し合う場b
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第2章 第66回会議概要

第66回日米学生会議概要

文化の交差から創る道 ～学生が受け継ぐ80年の平和への歩み～

CommunicateandConnect:PursuingPeaceattheCrossroadsofCulmre

日米学生会議は、新たな発見に満ちた一夏である。

そこでは官僚のように、精級なデータ分析や実現可能な政策提言をすることは難しい。メーカー

のように、目に見える形で製品を提供するわけでもない。社会に出て仕事をしたことがない学生

が、国際問題を議論する様子を見て、人々は冷めた声で言うかもしれない。学生ができることな

どたかが知れている、と。

80年前の学生も同じことを言われた。満州事変以降急速に悪化していく日米関係の渦中にあっ

て、何の後ろ盾もお墨付きもなく、ただ平和を希求する4名の日本人学生が太平洋を渡り、アメ

リカ人学生や教授を説得する－－。誰の目にも無謀な挑戦に映ったに違いない。しかし彼らの熱

意と勇気ある訴えは、国籍も政情も関係なく、やがてアメリカ人の心に届いた。そして遂に、第

1回日米学生会議は開かれた。今日まで続く伝統ある学生交流プログラムの船出である。彼らは

学生だからこそバイタリティに溢れ、自らも世界平和の一翼を担うべきであるという強烈な当事

者意識を抱いていた。

今日、世界地図を広げれば、そこには幾多の問題が浮かび上がってくる。北朝鮮がミサイル打

ち上げを繰り返し、中国が経済を急成長させ、軍備を拡大させる一方、アメリカは世界の警察と

しての存在感を薄めつつあり、日本を取り巻く安全保障環境は刻々と変化している。異常気象が

続く中、先進国と途上国との間では、温室効果ガス排出量削減をめぐり思惑が交錯する。歴史は

過去の出来事であるが、それをどのように評価するかは、しばしば国家間の政治的争点となり、

原爆投下、靖国参拝、従軍慰安婦をめぐる議論は、そうした歴史認識問題の最たる例である。2011

年の大震災による福島原子力発電所の事故では、科学の絶対神話が崩れ、その限界と危険性が浮

き彫りになった。移民や外国人労働者の受け入れは、労働力需給ギャップを徐々に解消していく

一方で、治安の悪化や地域社会との軋礫を招くと懸念されている。世界の人々を魅了した宮崎駿

作品に日本人の自然観や宗教観が通底しているように、絵画や音楽、建築などの芸術には、表現

者の思想や感性など、その背後にある文化的アイデンティティが投影されている。2001年の同時

多発テロの映像に映し出されたあの飛行機とビルは、衝突しあう正義の象徴であった。私たちは

現代社会のこうした課題に自らその当事者として向き合い、自分が取るべき行動を考え、実行し
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第2章 第66回会議概要

ていく必要がある。それこそが80年前の学生が志したことであり、今日にも通ずる日米学生会議

に課せられた使命ではないか。

「文化の交差から創る道｣。参加する学生たちの人格、思考、習慣といった文化が、日米学生会

議という場で交差する。そこでは絶え間なく議論をする中で、絶え間なく衝突と理解を繰り返す。

「学生が受け継ぐ80年の平和への歩み｣。積み重なる衝突と理解の先に創られていく道は、平和

への道である。たしかに今回の会議に参加するだけでは日米を、太平洋を、世界を変えることは

できないかもしれない。しかし、人ひとりの人生をも変えてしまうような経験に恵まれる参加者

がそれぞれの道を歩み続け、やがて日本と世界の発展に寄与してくことで、究極的には世界平和

の構築に貢献する。私たちは、それこそが日米学生会議の本質であると考えている。参加者は日

米学生会議の主役であり、世界中で起こる様々な問題の当事者でもある。そのめまぐるしい一夏

は、自分の中に、世界の中に、きっと新たな発見をもたらすであろう。

【主催】

一般財団法人国際教育振興会

【企画・運営】

第66回日米学生会議実行委員会

【会議開催期間】

2014年8月2日～2014年8月25日

【事業実施期間】

2014年4月1日～2015年3月31日

【開催地】

デモイン、サンフランシスコ

ニューヨーク、ワシントンD.C.

も、参加者が共同生活するための「チーム」

としても機能している。

(l)Artandldentity

芸術とアイデンティティ

(2)EnvironmentallnitiativesfbraSustainableFumre

環境問題における国家、企業、市民の役割

(3)ImmigrationintheModemEra

移民の功罪と展望

(4)ModemConsequencesofHistoricalEducation

現代における歴史教育とその社会的影響

(5)MoralitVandJustice
彦

正義と道徳

(6)SmartPowerinUS-JapanRelations

日米関係におけるスマートパワー

(7)T℃chnologicalAdvancementandSocietyヴ

技術進歩と社会

■本会議における主な活動

分科会(RoundTable､RT)

本会議の活動の中心となる分科会は7つ設

けられており、日米各5名の学生が1つの分

科会を構成し議論を重ねることとなる。本会

分科会は本議中だけでなく事前活動において

9
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FieldTrip

分科会の議題や開催地についての理解を深

めることを目的に、政府機関、国際機関、企

業、大学、NGO、NPOや研究所などへ訪問研

修を実施する。議論の対象となっている現場

や現状を知ることができる貴重な機会であり、

議論に必要な多様かつ具体的視点を得るため

に重要な活動となる。

FinalForum

最終開催地におけるファイナルフォーラム

では､3週間の総括を行う。現代社会が抱える

さまざまな問題と提起した7つの分科会にお

ける議論の概容と活動内容を発表することに

より、第66回日米学生会議の成果として社会

に発信する。

Forum

各開催地でサイトテーマや日米両国に深く

関わるトピックについて一般公開のフォーラ

ムを開催し、第一線で活躍する専門家、有識

者の講演や現地学生を交えたパネルディスカ

ッションを行い、その地域特有の事情や新た

な視点も得て参加者は開催地についての理解

と関心を深め新たな問題意識や課題解決に向

けて参画意識を酒養する

Renection

参加者が一同に集い、3週間の共同生活や、

価値観や思考様式の違いから生まれる悩みな

どを自由に話し合う。参加者自身が心を開き、

自ら思うことを率直に語り合うことで、参加

者間の相互理解一助となることを期待してい

る。また、他者の思いを理解することにより

会議の充実や運営の円滑化など会議の成功に

向けて努力する姿勢が参加者の中に生まれる

ことを目的としている。

SpecialTbpicDiscussion

同年代の学生である参加者が、個々の関心

に沿った議題を自由に設定し、議論をするこ

と目的としている。また参加者の主体的、自

発的な参加により、問題発見能力や議題設定

能力を養うばかりではなく、参加者同士の交

流を促し、新たな視点や発想を得ることで、

会議をより充実させることも求められる。
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日本側代表団

日本側実行委員

小松崎 遥平

木村 優吾

大西 由起

大沼 雄貴

兼子 莉李那

古村 大和

鈴木 健司

関口 響

大学

慶應義塾大学

早稲田大学

同志社大学大学院

早稲田大学大学院

上智大学

国際教養大学

立命館大学

法政大学

学部・専攻

法学部法律学科

政治経済学部国際政治経済学科

総合政策科学研究科

アジア太平洋研究科

国際教養学部国際教養学科

国際教養学部

法学部法学科

経営学部経営戦略学科

年
１
１

学
４
３
院
院
４
２
４
３

RT

跡
罪
睡
窪
礒
鋸
読

学部・専攻

政治経済学部国際政治経済学科

政治経済学部経済学科

法学部国際公共政策学科

医学部医学科

法学部政治学科

法学部

商学部商学科

発生・再生科学総合研究センター

法学部法学科

法学部政治学科

国際教養学部国際教養学科

商学部商学科

法学部法律学科

経済学部

文化構想学部文化構想学科

園芸学部食料資源経済学科

外国語学部英語学科

歯学部歯学科

文化構想学部文化構想学科

法学部法学科

法学部法学科

医学部医学科

法学部法律学科

教養学部アーツ･サイエンス学科

法学部政治学科

教養学部文科二類

総合人間学部国際文明学系

日本側代表学生

朝倉 咲希

池田 耕一

板倉 美聡

上島 万波

岡崎 栞

奥谷 紘子

北原 吉泰

小林 勇貴

小宮山 宗

近藤 直佑

澤 隼

鈴木 良祐

竹内 瑞希

竹中 智

辻村 志帆

永澤 拓也

野間 雄大

原田 有理子

東影 喜子

藤井 一衆

松居 純平

松井 友紀

光本 愛理

村井 咲絵

森 鞠乃

矢島 ショーン

モンタニョミチェル

大学

早稲田大学

早稲田大学

大阪大学

富山大学

慶應義塾大学

京都大学

関西大学

京都大学大学院

立命館大学

慶應義塾大学

早稲田大学

明治大学

慶應義塾大学

創価大学

早稲田大学

千葉大学

燭協大学

九州大学

早稲田大学

青山学院大学

青山学院大学

東海大学

慶應義塾大学

国際基督教大学

学習院大学

東京大学

京都大学

年
ｌ

学
３
３
３
４
２
１
４
院
４
２
２
４
２
４
２
４
２
４
２
４
４
２
２
１
２
２
４

RT

環境

環境

歴史

正義

技術

正義

技術

技術

歴史

SP

SP

芸術

移民

正義

歴史

環境

正義

移民

芸術

SP

移民

技術

芸術

SP

芸術

歴史

移民ルイス
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66thJapan-AmericaStudentConferenceAmericanDele2ation

ExecutiveCommittee

AnnaZeng

PramodhGanaDathv

SarahChoi

SharonLu

NorhitoNaka

QuyenNguyen

KenPanis

AyakaYOshida

University/College″

JoimsHopkinsUniversity

DukeUniversitv
ロ

HaverfordCollege

UniversityofWisconsin,Madison

TuftsUniversity

SmithCollege

VillinovaUniversity

NoIthweStemUniversitv

Major

PublicHealthSmdies

EvolutionaryAnthropology

Biology

BioIogy,NeurobiologyOption

ElectricalEngineering

Psycholoa/

Finance

ClarinetPerfbrmance

ｅｄａｒＧ
２
４
３
４
２
２
２
２

RT

MC

AI

TA

SP

EI

MJ

IM

ExecutiveCommi廿ee

AmeliaLoew

AnnaMiyajima

AshleyDavis-Reed

BeatnceViscontl

BenjaminSussman

ChristinaCheadle

ElioraYOkanan

EveGillison

HannahJun

IsaacMin

JasonKim

JessicaShindo

JomHarrisonBade

KaSumiKanetaka

KenCovev
〃

KonokaShiino

ManYin(Vanessa)Cheuk

MasakiYamashita

MinhHoang

NaomiConnler

QinwenJiang

Risa(LiSa)Kanai

SakuraTakahashi

SungwooPark

TnkuoKovama

YangLiu

YOgeetaChatoredussy〃

TakeshiHikad2
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University/College

MacalesterCollege

DukeUniversitv
ヴ

HaverfbrdCollege

UniversityofTampa

EarlhamCollege

WashingtonandLeeUniversity

CollegeofStBenedict

HaverfiordCollege

SmithCollege

UniversityofSouthemCalifbmia

Franklin&MarshallCollege

StanfbrdUniversity

VillinovaUniversity

UniversibﾉofCalifbmia､Davis

UniversiWofHawaiiatManoa

Universib/ofCalifbmia,Berkelev

UniversityofCalifbmia､BerkeIev

CentralChristiancollegeofKansas

HaverfbrdCollege

WellesleyCollege

UniversityofWisconsin,Madison

DePauwUniversity

DukeUniversity

JohnsHopkinsUniversity

WhittierCollege

DukeUniversity

WilliamsCollege

CarletonCollege

Major

IntemationalStudies

ComputerScience;PublicPolicyロ

EastAsianStudies

Historv

JapaneseStudies

AItHistory

AsianStudies

English

Govemment

IntematlonalRelations

Undecided

EastAsianStudies

Communications

AerospaceandScienceEngineering

IntemationalBusinessandFinance

IntemationalDevelopmentStudieS

PoliticalScience

GeneralStudies

Chemistrv
ワ

EastAsianStudies

Economlcs

Psychologyワ

Psychology

IntematlonalStudies

Business

MechanicalEngineering

Economlcs

CinemaandMediaStudies

ｅ

ｄａｒ
ヘ
ム

Ｇ
２
１
３
３
４
２
２
２
２
３
１
Ｍ
２
１
３
３
３
４
３
２
２
１
１
１
３
１
３
２

RT

MC

EI

IM

IM

AI

AI

MJ

SP

SP

SP

AI

TA

TA

MJ

EI

TA

MJ

EI

TA

AI

EI

MC

IM

MC

IM

MC

MJ

SP
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第3章 事前活動

第66回日米学生会議 事前活動

■第65回報告会

日時：2013年12月14日（土）

場所：青山学院大学（青山キャンパス）

第66回会議実行委員会が発足して約3カ月、

第65回日米学生会議報告会を開催した｡まず、

第65回会議報告では多くの写真やムービーを

通して当会議のアカデミックな側面だけでな

く、異文化交流、共同生活について紹介する

ことができた。続いて第18回日米学生会議日

本側議長である山田勝氏に基調講演を頂いた。

日米学生会議でのご自身の体験が海外に興味

を持つきっかけとなり、留学ジャーナルを創

業するまでに至る経緯をお話頂いた。続くパ

ネルディスカッションは、紙面やホームペー

ジには載らない本会議における個人的な衝突、

葛藤や成果を聞くことができ、来場の学生か

ら好評であった。最後に第66回会議概要につ

いて初めて公式発表した。説明会終了後のご

来場の方々との交流の時間では、第66回日米

学生会議への関心の声を数多く聞くことがで

きた。

■春合宿

日時：5月3日（土）～5月5日（月）

場所：国立オリンピック記念青少年総合セン

ター

4月の選考委員会により最終決定した28名

の参加者と8名の実行委員が、春合宿にて初

めて顔をあわせた。本合宿において参加者は

日米学生会議の歴史を学び、英語での議論、

安全保障の講義、分科会活動などの「日米学

生会議の基礎」を学び、8月の本会議に向けて

の最初の一歩を踏み出す機会となった。

アラムナイとの懇談会

日米関係と平和のレクチャー感想

日本の外交政策が長い間、日米間の安全保

障条約を軸に発展してきたことから、日米関

係の基礎知識を確認することは、JASCの一員

として活動するときの指針となるだけでなく、

日本人が他国の人と交流する際、また国際社

会の中での日本の在り方を模索する際に必ず

重要になると思う。特に、法学部所属と言っ

てもまだ上辺の学説しか触れていない私にと

って、憲法の理念や国際条約との比較の話は

大いに勉強になった。また、それに対する法

■選考試験

日時:1月11日～2月21日（第一次募集)、3

月6日～7日（第二次京都選考)、3月16日～

19日（第二次東京選考）

場所：同志社大学（今出川キャンパス)、日米

会話学院

1月11日よりWebページでの一次小論文

の受付を開始し、一次小論文の結果、2次面

接に進んだ応募学生に対し、グループディス

カッション、個人面接、教養試験を課した。
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学部でない人の反応や活発な意見も見られて

非常に興味深かった。（竹内瑞希）

た。（光本愛理）

春合宿の一番の意義は、「私は英語できない

もん｡」という一種の割り切りが、なんででき

ないんだろうという悔しさに変わったことで

ある。日本語だったら、ディスカッションも

プレゼンもファシリも負けないのに、英語に

なった瞬間自分は何も出来なくて、とても悔

しかった。「悔しい」を通り越してむしろ腹が

立った。（板倉美聡）

SpecialTopicDiscussion感想

米軍が日本に駐留することの米国にとって

のメリットとは何かと問うと、アメリカ人の

彼は嫌な顔一つせず丁寧に考えを述べてくれ

た。これこそ学生ならではの利益・立場を抜

きにした会話であり、私の思うJASCの魅了で

ある｡非常に印象的なDiscussionとなった｡(朝

倉咲希）

春合宿を終えての意気込み

普段ディスカッションは、比較的重い話題

を取り上げることが多かったので、カジュア

ルなディスカッションが設けられていたこと

は良かったと思います。でもそこから派生し

て、これは歴史に関わってくるとか、これは

テクノロジーに関わってくるとか、発展させ

ていけたことも面白かったです。（村井咲絵）

この活動は可能性に満ちている。個人的に

は何よりも、優秀な学生たちとの出会いと切

瑳琢磨に期待をしている。まだ個々人の全容

は明らかでこそ、自分の弱点もよく見える。

周りには参考になる強者たちがいるので、自

分の弱点を克服するのにも最善の場である。

以上のように、JASCではないが、明らかに私

の所属大学では決して出会うことの出来ない

ような人たちが集まっている。そして良いこ

とに彼らと対等な立場でやり合うことができ

る。こんな機会はまたとない。ぜひ参加者の

一人一人からすごいところを盗み取りたい。

更に、全体を通して自分の弱点を改善する機

会になるのではないかと感じている。RTでの

話し合いの持ち方や、英語力、プレゼン技術

など、本気でやる活動だから出会うすごい仲

間たちとの切瑳琢磨を通して、自分自身を高

めていきたいと思う。（小宮山宗）

春合宿感想

参加者と実行委員会の方を含めて、36人も

いるので到底、名前と顔を一致させるのは難

しいのではないかと不安だったが、アイスブ

レイクなどによりかなり早く様々な人と知り

合えた。そして、何よりも、JASCが始まった

んだなぁと実感できる合宿だったので、とて

もよかった。特に、OBOGの方にお会いし、

直接お話しを伺うことで､長く続くJASCの歴

史を肌で感じることができた。縦のつながり

と横のつながりを両方強く感じることができ、

これから、同期と協力して最高のJASCを作り

上げ、先輩とのネットワークも活かして更に

色々なことにチャレンジしていきたいと思っ

恥ずかしいことに、まだ十分にJASCのこと

を理解しているわけではありません。むしろ

知らないことだらけかもしれません。それで
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もJASCの意義､また多くの人がバトンをつな

いできた、その熱い思いに触れることはでき

ました。そして一層JASCに貢献したいという

想いを強くしました。一つ思い悩む点がある

とすれば、こうした素晴らしい活動をどのよ

うに故郷の未来に生かすことができるだろう

か、ということです。JASCに参加したら素晴

らしい仲間がいる。コネクションもできる。

けれどそれをJASCの外に還元していきたい

と思った瞬間に、何かこう、阻むものがある。

うまく言えないのですが、そんな気がしてい

ます。個人的な課題として今後考えていきた

いと思います。（東影喜子）

れたのです。そこで私はJASCを「Smart

Conference」にしていきたいと思いました。①

自分の分科会内で1つの分野を徹底的に追究

していく「WellDownDiscussion(井戸型)」と

②幅広い分野の知識や客観的な意見・疑問を

取り入れていく「HorizonDiscussion(地平線型)」

を平行して行なうことで縦横に充実した新し

い形態の会議です。（藤井一衆）

…

「Ifthere'sawallin廿ontofyou,Think

differently,notharder.Ifthere'saroadinfrontof

you,youcanbendit,butdon'tbreakit」これが今

の私が考えているJASC及び分科会を成功さ

せるための理念だと思っています。私は春合

宿の分科会で最初は単純にスマートパワーを

軍や経済、文化などと考え、自分のこれまで

学習してきた知識を「Output」しながら、進め

ればいいやと思っていた節が少なからずあり

ました。しかし、合宿の最後で行なった各分

科会のプレゼンテーションを見て、自分の考

えが間違っていたのかもしれないと気付かさ

れました。これまで、SPRTでは安全保障や国

際関係のみに焦点を当てていましたが、ハー

ド・パワーやソフト・パワーは必ずしも経済

や軍事に依存する訳ではありません。芸術や

技術、環境、移民、正義という概念などもい

ずれかのパワーとして利用することが可能な

のです。そして、その考えを取り入れるため

にも他の分科会との連携の重要性に気付かさ

16

アイスブレイク

■防衛衛大学校研修

日時：6月7日（金）

場所；防衛大学校

日米学生会議では毎年、日米関係を考える

上で重要な「安全保障」に関する知見を深め

るため、防衛大学校を訪問し、教授より特別

講義を頂くと同時に、同世代の防衛大学校生

との対話と交流の場を設けている。本年度は、

加藤准教授によるサイバー攻撃に関する講義

と大井二等海佐による日米同盟に関する講義

に加え、施設見学、そして各分科会によるデ

ィスカッションが行われた。

防衛大学研修参加者感想

とても有意義なものだったと思う。天候に
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験であったと思う。（森鞠乃）は恵まれなかったが、多くのことを学ぶこと

ができた。特に普段は謎に包まれている自衛

隊幹部候補生たちの本音が聞けたことは、す

ごく貴重であったと思うし、同時に私たち国

民はエモーシヨナルになりすぎているなとも

感じた。自衛隊の人々は「覚悟」をしている。

それについて私たちがとやかくいうのは、彼

らの覚悟を軽視する行為かもしれないと感じ

た。彼らの規律のとれた行動、華麗な銃捌き

を見ていると、本当にかっこいい、遠い存在

に思えてくる。しかし、実際に話してみれば、

それこそ男子校であった高校時代に戻ったよ

うな感覚で、とても楽しかった。だからこそ、

彼らに戦地に行ってほしくないという気持ち

も、とても強くなった。（池田耕一）

防衛大に対して持っていた右傾のイメージ

を覆される研修で、リベラルな考えを持った

学生の多さに驚かされました。防衛大生の行

く先である自衛隊への認識も大きく変わり、

今後アメリカ側と話をするうえで、大変参考

になりました。また、同じ大学生であるのに、

普通大学の生徒と比べて勉強量がはるかに多

いことを知り、頼もしく感じました。防衛大

生からは、寮生活であり、基本的に平日の外

出はなく、休日も門限が厳しいという話を聞

きました。大学生であるとともに、すでに給

与を得ているという点で少し違うのかもしれ

ませんが、それでも、彼らに日本の大学生は

見習うべき所が多々あると思います。（辻村志

帆）今回防衛大研修に参加して一番感じたこと

は、防衛大生は学生という変わらない立場で

日々の生活を過ごしていたことである。確か

に、軍事訓練や厳しい規則など他の大学には

ないユニークな点はあるが、学生自身は一般

の大学に通う学生と変わらない考えをもって

いたことを理解し親近感がわいた。特に防衛

大生とのディスカッションでは芸術の定義に

ついて議論を深めた一方で、彼らの個々のア

イデンティティに触れることができ、一人の

防衛大生の話に感動して涙を流すデリまでい

た。私達の分科会では主観的な議論となる難

しさが壁となる一方で個人のアイデンテイテ

イが議論に反映されることで、メンバーそれ

ぞれのアイデンティティを理解することがで

きる分科会でもある。この分科会を通して、

防衛大学生自身のアイデンティティに触れる

ことができたのは大変貴重であり有意義な経

韓ご
蕊蔑窯
一 鴬

且 ＊叡鳶 認

ｋ
一

彦蜜■
‐

" 、t

＄

悪
” 1
－

防衛大学校生との議論

■秋田研修

日時：7月4日（金）～7月6日（日）

場所：秋田県（藤里町と国際教養大学）

自主研修とは、日米学生会議の非公式プロ

グラムであり、日本の参加者が母国を知るた

めに自主的に開催する宿泊型の勉強会である。
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昨年は沖縄で開催され、第66回日米学生会議

では「日本の地方を知る」ことを目的とし、

秋田で開催された。日米学生会議の日本側学

生の参加者は、主に首都圏の大学生によって

構成されている。日本の未来を担う学生が、

地方の豊かな魅力を認識すると共に、地方が

抱える多種多様な問題を現場で体験すること

により、問題意識を高め、研修参加者が解決

に向けて意欲的に取り組めるような環境作り

を目指す。

秋田は、白神山地や田沢湖など豊かな自然

に恵まれ、なまはげや竿燈祭りなど様々な郷

士芸能や祭りを保持し、農業も盛んな、いわ

ゆる「資源大国」と言われている。また、全

国学力テストの成績ではトップレベルを維持

し、グローバル人材を育成している国際教養

大学が注目されるなど、秋田の教育も評価が

高い。一方で、日本の地方に見られる過疎化

や人口減少が大きな問題の一つとして挙げら

れる。私たちは秋田の魅力を肌で感じると共

に、日本の地方が抱える諸問題を、現地へ赴

き視察することで理解を深め、問題解決に向

けて地元の方々と議論する場を共有していき

たいと考える。

初日は、藤里町社会福祉協議会施設「こみ

つと」見学、藤琴商店街の町歩き、月宗寺住

職・袴田俊英様による講話、地域課題のディ

スカッションおよび夕食会を行い、「湯元和み

の湯」に宿泊。二日目は、7月5日（士）白神

山地世界遺産センターの視察および斎藤栄作

美様のレクチャー、サフォーク飼育所の見学

および農業レストラン「サフォーク白神」で

昼食、六次産業の視察（エスポワール・白神

の恵体験工房)、あきた白神りんどう見学、歴
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史民俗資料館視察、現地のお土産品の購入を

行い、秋田市内のホテル秋田御所野に宿泊。

最終日は、国際教養大学キャンパスツアー、

北東アジア学生ラウンドテーブルとのディス

カッション、秋田フォーラムを行った。

藤里町での感想

地域住民と話し合いの場を持てたのは有意

義だった。とりわけ実際に仕事されている

方々の実体験というのはそれ自体聞いていて

面白い内容であり、かつ自分たちが調べてき

た内容についての生の反応をも見られたのは

良かったと思っている。当たり前の話ではあ

るが、私たちが第6次産業だの、新しい農業

だなどと力説しても、現場の対応というのは

実にシンプルなのである。対応して生き延び

ることが最優先なのであり、海外輸出の話な

ど正直関心はないのである。（モンタニョミチ

ェルルイス）

夕食会では、藤里町の地元の方々の心のこ

もった郷土料理を頂きながら、ディスカッシ

ョンにお越しくださった藤里町住民の方と

JASCメンバーはさらに熱い議論を交わしてい

た。私は月宗寺で日米の宗教観の違いについ

て話してくださった袴田さんに日本人のアイ

デンテイテイと宗教心との関連性についてお

話を伺った。「芸術とアイデンティティ」分科

会に所属している私にとって、今後の議論の

うえで参考になるお話をしていただき、とて

も有意義な時間となった。また、藤里町の伝

統工芸として地元で有名な「切り絵」文化に

ついてもお話を伺うことができ、藤里町の新

たな魅力を発見することができた。（森鞠乃）
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てのパネルディスカッションは私にとっても

相当なチャレンジであったが、パネラーの皆

さんのご協力もあって、成功裏に終えられた

と思う。若者の声を行政に届けるお手伝いが

できたことが一番の成果であると思う。（鈴木

良祐）

6次産業を営まれておられるエスポワール

のオーナーの菊地整さんのお話が最も印象に

残っています。知識やノウハウがないなかで、

勇気を持って、起業し地元のために貢献する

という決断は、誰にも出来る物ではないと感

銘を受けました。様々な課題が有るなかで、

特に後継者不足が深刻であるとお聞きし、複

雑な気持ちになりました。なぜなら私自身も、

このような分野に興味はありながらも、安定

や将来のキャリアを考え、東京の大企業に就

職する若者の一人であるからです。しかしそ

こで諦めるのではなく、このような素晴らし

い取り組みを継続させるためのシステムや制

度を将来創れるように、まずは実力を磨きた

いと思いました。（竹中智）

秋田研修感想

今回の秋田研修の前までずっと感じていた

ことがあります。何故私達の議論は時折そん

な言い方でそんなに上から目線なのだろう。

秋田研修の事前議論ではそれがより顕著に感

じずっともやもやしていました。しかし、今

回の研修で、みんなの考えを更に知り、現地

で感じたこと、考えの変わった点を聞いてい

くうちに、決して上から目線になりたかった

わけではなく、単に私達は問題を肌で感じて

いなかったからだと感じました。これから日

本で、そして世界で活躍していきたいならば、

なおさら他人の立場にたって考えられること

は非常に重要であり、私達は意識していかな

ければならないのではないだろうか。私達は

単なる学生です｡偉くも何ともない。しかし、

しがらみのない学生だからこそできる議論が

あるはず。そして、そのために学生会議は存

在しているはず。私たちは日米学生会議の代

表団です。その責任はしっかり意識しなけれ

ばならない。しかしながら、私達自身は偉く

も何ともないのだから、そこをはき違えては

いけないと思う。お互いを刺激し合い、高め

あうことは重要だけれど、すごいねと仲間内

で言い合ううぬぼれ集団ではありたくない。

JASCerであることの誇りの持ち方の方向性を

皆間違えてはいけないと思います。（上島万波）
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藤里町の方々との議論

秋田フオーラムでの感想

私自身が司会を務めたパネルディスカッシ

ョンについて書きたいと思う。一番嬉しかっ

たことは、AIUに在籍する学生二人の活動に

関して、発表の機会を設けることができたこ

とである。パネルディスカッション終了後、

彼らが自分の体験を発表できてとても良い機

会になったと話してくれたことがとても印象

的で、このフォーラムを開催できて本当に良

かったと思えた瞬間であった。副知事を含め
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まずは、今回の秋田研修に参加することが

でき、大変光栄であったし、個人的には今後

のキャリアにも影響が出てきそうなほど、実

りのある経験であった。

途上国農村の勉強をしていてもそうだが、

埋もれてしまっている潜在的な「価値」が農

村や田舎にはたくさんあって、それは自然資

源であったり特産物であったり、人的資源で

もあるが、それを藤里町でも強く感じた。「コ

ミュニティが強い」「きりたんぽが特産物」な

どなど、ディスカッションの中でも出てきた

言葉があるが、言葉に出すのは簡単で、これ

らをどのように活用するか、価値を生み出す

かが重要で難しいのだと思った。今まで自分

はこの価値を「言葉に出す｣、そしてこれまで

の成功例からこんなことをしたらいいんじや

ないか？と口を出すくらいしか学んでいなか

ったが、より現地の視点で、藤里町を理解し

た上で最善の方法を模索しなければいけない、

少し本を読んだ程度で「一村一品やればいい

んじやないですか？」など言えない自分がい

た。この経験をどのように活用し、自分がど

のようにキャリアを積んでいくのかまだよく

わからないが、この問題意識は、大きな変化

をもたらすように思う。（永澤拓也）

■事前勉強会

日時:2014年6月7日（土)、2014年7月12

日（日）

場所：国際教育振興会

第66回会議では有志による自主勉強会を2

回開催した。第1回勉強会では、前日に行わ

れた防衛大学校研修を振り返り、秋田自主研

修に向けての知識補完、そして本会議に向け

た英語でのディスカッションを行った。

第2回勉強会では、本会議まで2週間あま

りという中で秋田自主研修の振り返りやより

本会議への意識向上を目的として会議の意義

を英語で考えるディスカッション、さらに英

語での討論も行った。

参加者感想

66JASC''を理解するためにはJASCの理念に

関する話は大切です。時折、多くのことが行

なわれる中でJASCが何なのか､何のためにや

っているのかを見失うことがあります。そん

な時に原点に帰る必要性があり、ほんの少し

の時間でもこうしたJASCの理念を得ていく

ことで、JASCの外枠が形成されていきます。

その理念から形成された外枠を受け継ぎなが

ら、最終的には自分たちがJASCで感じた事で

埋めていくことが出来るのだと思います。

JASCが何なのかは一人一人違うのかもしれま

せん。しかし、その根本にあるフィロソフィ

ーは同じはずなのです。（藤井一衆）

ディベートは自分の本来の意見に関係なく、

賛成反対の主張とそれをサポートする理由を

深く考えるきっかけとなった。あえて自分の

立場とは逆の立場の主張を考える事で、自分国際教養大学での秋田フォーラム
20
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の本来の立場の主張の弱点を感じることがで

き、その点で議論に深みが出たと思う。しか

し同時に自分の考える力不足も感じた。ペア

の一衆が相手の主張の弱点を瞬時に見出し論

破するところを見て、彼のデイベートヘの慣

れ以上に考える力の大切さを考えた。主張を

聞いて賛成するだけではなく、同じ立場の意

見であったとしても、その主張の弱点を考え

る事は、自分と異なる主張をする相手の立場

の理解にも繋がる。デイベートはディスカッ

ションのトレーニングにもなる為、これから

RT内でも練習したいと思う。（岡崎栞）

蕊
勉強会

■直前合宿

日時:2013年8月1日（金）、8月2日（士）

場所：国立オリンピック記念青少年総合セン

ター

アメリカへ旅立つ最後の事前活動としての

直前合宿。ここでは、これまで日本側で準備

してきたことや本会議に向けた意気込みの共

有の場となった。初日は、本会議の概要説明、

アメリカ側との文化交流の一環でもあるスキ

ットの練習、本会議を想定した国内最後の分

科会発表を行った。また、アラムナイの方々

から激励のお言葉を頂戴し、この伝統ある会

議の意義をそれぞれが心に留めた。翌日、日

本人側のみとしては最後のリフレクションを

行い、本会議への期待や不安、情熱を語り合

い、全員で成田空港から第一開催地のデモイ

ンヘ出発した。

正直に言って、英語でのデイベートでは毎

回自分の力不足を痛感するのですが、今回は

特に感じました。相手の言っていることをし

っかりと理解し､要点をﾉｰﾄにとり､的確

に反論していくというデイベートの基本的な

姿勢が僕にはまだ身についていないことがわ

かりました。また知識量の点でも、まだ立派

な議論をできるレベルにないことが分かりま

した。そして普段から自分の頭で何も考えず

に、情報を鵜呑みにする姿勢を改める良い機

会でした。以上のことから、僕にとっては英

語でディベートをすることは確かに毎回凹む

のですが、同時に力不足を真筆に受け止め、

行動を改める良い機会となるので、今後とも

ぜひ機会を設けていただきたいと思います。

（近藤直佑）
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デモイン（8月2日～8月6日）

■コーディネーター

大沼 雄貴

関口 響

AnnaZeng

SharonLu

■概要

アイオワ州の州都デモインは、大統領選挙

において党員集会が全米で最初に開かれる都

市であり、数々の歴史的演説を見届けてきた。

オバマ大統領が''CHANGE''という言葉を掲げ

てこの地の予備選に圧勝したことも記憶に新

しい。金融、保険の街としても知られ、有名

保険会社の本社が立ち並ぶ一方、郊外に出れ

ば巨大なトウモロコシ畑が広がっている。か

つては先住民が居住し、その後ヨーロッパか

らの入植者が炭鉱開発や鉄道敷設を進めたが、

製造業の衰退に伴い、今日では第三次産業を

中心とした地域経済へと移行した。都市美運

動によって建てられたボザール様式と呼ばれ

るヨーロッパ風の建築も目を引く。こうした

政治、産業、歴史、文化の諸相は、他の地方

都市にも共通して見られ、この地はアメリカ

の典型的な地域コミュニティーであると言え

よう。

■スケジュール十三

8月2日（白）

日本側代表団デモイン到着

8月3日（月）

開会式、スキット、分科会活動

8月4日（火）

メスクワキセトルメント訪問、分科会活動

8月5日（水）

ワールドフードプライズ訪問、Agriculmral

Forum、デモイン市内観光

8月6日（水）

AtomicBombフォーラム､サンフランシスコ

へ移動
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■具体的な活動

開会式

忘れることのできない様々な思い出と経験

を得た夏の始まりは、デモインの落ち着いた

景色をバックに木の温もりを感じるホールで

の開会式だった。スーツに身を包み、少しそ

わそわしつつ、着席していたことを今でも鮮

明に覚えている。いよいよこの夏が始まるに

あたってのお言葉をお聴きしつつ、高揚した

雰囲気が場を包んでいた。誰もの瞳がこれか

ら始まるJASCへの希望でキラキラと輝いて

みえた。今までこの夏のために取り組んでき

たことが無駄にならないように、精一杯頑張

りたいと心を引き締めた開会式であった。（上

島万波）

メスクワキセトルメント訪問:農場と昼食

私たちは、メスクワキ（アメリカの先住民

族）の人々が営んでいる農場を見学させてい

ただいた。メスクワキの人々は、先祖代々か

ら伝わる作法や考えを受け継いで作物を栽培

されていた。中でも印象に残っているのが、

全てのものには魂がこもっているという考え

である。彼らは自分たちが栽培している作物

にも魂が宿っていると考えて、感謝の気持ち

をもって食すことと作物に敬意を払うことを

忘れずに生活を送っているとのことである。

また、彼らが、全ての物は自然に帰るという

考えを持っているのも興味深かった。このよ

うな考えは、私たち日本人と共通する考えで

はないかと実感した。アメリカの多様性に改

めて垣間見る良い機会だった。（澤隼）

スキット

メスクワキセトルメント訪問：歴史博物館eGItwasthebestskitlhaveseenever.''スキット

が開催された翌日、もらった手紙に記された

この言葉、多種多様なキャラクターを演じる

ジャパデリの輝いた表情、そしてアメデリか

らあがる歓喜と賞賛の声が、スキットの成功

にかけた私たちにとって忘れられない贈り物

となった。しかし、この成功はジヤパデリた

ちの十人十色に光る個性なくしてはありえな

かっただろう。スキット係は、彼らの個性が

輝く舞台と、観客の高揚を誘う音楽、そして

彼らの個性をさらに引き出すちょっとした小

道具を用意したに過ぎない。強烈なキャラク

ターが次々と登場し舞台を席巻する物語は、

今思えば、いつも仲間たちの誰かを想定して

紡がれた。その物語を想像以上に魅力的に語

ってくれた仲間たちに感謝したい。（板倉美聡）

ネイティブアメリカンの人たちが生活を営

むエリアであるメスクワキセトルメントを訪

問したこの日の午後は、彼らの歴史に関する

博物館を見学した。かつて彼らが迫害された

過程を、アメリカ大陸の地図を前にしながら

1時間以上に渡って、ネイティブアメリカン

のガイドの方から説明を受けた。その説明は

非常に感情的で、当時の西欧人に対して敵対

心をあらわにするものであり、とても印象に

残っている。個人的に興味深かったのが、人

のhomeの定義に関する説明である。ガイドは

先祖の土地が人のhomeであると定義していた。

しかしこれに従うと混血である私のhomeは定

まらなくなる。彼らのように文化を共有する

集団があれば先祖の土地をhomeとして共有で

きるのかもしれないが、私のように同族コミ
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ユニティーを持たない孤独なマイノリティー

はどうすればよいのだろうか。非常に考えさ

せられるツアーであった。（矢島ショーン）

Agriculturalfbrumでは農業や食品に関する

問題について、専門家をお呼びし、パネルデ

ィスカッションを行った。特に遺伝子組み換

え食品についてのディスカッションが印象に

残った。遺伝子組み換え食品により、気候の

変化にも強い食物を大量生産できるので、こ

れからの人口増加に伴う食糧不足問題の解決

と発展途上国への支援、また農業に携わる人

の数を減らすことにより、他の分野に貢献す

る人が増え、それが社会の発展につながった

りと、今までは遺伝子組み換え食品の安全面

ばかり注目し、欠点しかあまり見てこなかっ

たので、とても勉強になった。（松井友紀）
メスクワキセトルメント内の農場

ワールドフードプライズ訪問

WorldFoodPrizeでは農業や食糧生産技術、特

に「緑の革命」と呼ばれる化学肥料を用いた

生産効率の大きな向上とその功罪について学

んだ。更にそれに関連して遺伝子組み換え食

品や、より高位の概念である「食の安全」に

ついてなど、食にまつわる様々な事柄につい

て考察を深めた。私たちの環境分科会には、

農業のプロフェッショナルともいえるメンバ

ーがいたため、彼からも有益な話を聞くこと

ができた。化学肥料の使用は、土壌の荒廃の

みならず土壌汚染や地下水の汚染をもたらす。

人口爆発による食糧不足が懸念されるなか、

食糧増産のみにスポットライトが当てられが

ちだが、それがもたらす影の部分についても、

否定肯定に関わらず目を向けることが必要で

あると感じた。（池田耕一）

ワールドフードプライズでのレクチャー

■サイトコーディネーター後記

第66回日米学生会議の幕開けとなったアイ

オワ州デモイン市。地方都市でありながら、

政治や文化、農業において大きな存在感を持

つこの地で、代表団が何を学ぶことができる

のかを念頭に置いてサイトの準備と運営に取

り組んできた。

AgriculturalForum
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らしいサイト運営を実現するため、身を粉に

して尽くしてくれたアメリカ側実行委員であ

るAnnaとSharonには心からの感謝を伝えた

い。彼女達の情熱と努力がなければこの第一

サイトの成功はなかっただろう。この場をお

借りしてデモインサイト運営に協力してくだ

さったすべての方々に感謝の意を伝え、サイ

ト総括とさせて頂きます。（大沼雄貴、関口響）

私たちが滞在したグリネル大学は自然に溢

れる美しいキャンパスで、関東や関西などの

都市部出身の多い日本側代表団は会議の始ま

りをこの素晴らしいキャンパスで始めること

に多くの喜びを感じていた。同時に、ここア

イオワでは、私たちが普段の大学の授業では

学ぶことができない知見を、様々な機会を通

じて学ぶことができた。アメリカ原住民の文

化や習慣が残されているメスクワキセトルメ

ントでは、実際に原住民の方々と交流を持つ

機会に恵まれた。民族博物館を管理する原住

民の老人が200年近く前の欧州からの侵略に

対する怨恨を、まるで昨日のことのように語

る姿に多くの学生が衝撃を受けていた。アイ

オワと聞けば多くのアメリカ人が「広大なと

うもろこし畑」を思い浮かべるが、その想像

を超える景色を我々は直接目にすることもで

きた。視界の端から端まで、地平線の向こう

側まで広がっているとうもろこし畑は、アメ

リカ大規模農業の強さを表していた。農場以

外にも、農業に貢献した人々を讃える場であ

るワールドフードプライズへ訪問し、また広

大な農場を経営する農業従事者や農作物に関

する研究をしている教授とのシンポジウムで

は、農業技術の革新と農業が持つ可能性も知

ることができた。学生の中には、ただ講演者

の話を聞くだけでなく、批判的に技術の危険

性を主張するものも少なくなかったが、これ

は学生たちが農業にまつわる問題について真

剣に考えていた表れであった。一週間弱のデ

モイン滞在であったが、日米両国の学生がそ

れぞれの観点を持って問題に取り組み、議論

を尽くしてくれたことはサイトコーディネー

ターとして最大の喜びであった。また、素晴
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サンフランシスコ（2014年8月6日～8月13日）

■サイトコーディネーター

大西由起

鈴木健司

QuyenNguyen

KenPanis

蕊蕊蕊§

■サイト概要

カリフォルニア州北部の湾岸に位置する

サンフランシスコは、米国西海岸を代表する

世界都市である。米国西海岸の経済、工業の

中心地であり、金融センターとして重要な役

割を果たしている。近くに位置するシリコン

バレーでは技術研究や企業、貿易の中心とし

て、優れた知性や起業家精神を持った人々が

世界中から集う。近年にみられるシリコンバ

レーでの革新的な発展は、米国のみならず諸

外国における技術進歩にも大きく貢献して

いる。チャイナタウンやエンジェルアイラン

ドを始めとする地域には多くのアジア系移

民が居住している。またLGBTの発祥地とも

知られ、非常に多様性に富んだ地域でもある。

第2サイトでは技術やビジネスについて学ぶ

とともに、ホームステイでの経験を通して米

国の文化や多様性について理解を深める。
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■サイトスケジュール

8月6日（水）

サンフランシスコ到着

8月7日（木）

分科会活動、DiversitySymposium、タレン

トショー

8月8日（金）～8月9日（士）

零＞ﾎｰﾑｽﾃｲ
8月10日（日）

ホームステイ、日米学生会議80周年式典

8月11日（月）

HiroOgawa氏宅にてバーベキュー、Google

見学、JapaneseCulturalNight

8月12日（火）

分科会活動、自由時間

8月13日（水）

第3サイトへ出発
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など辛い経験を教えてくださった。そして社

会的なLGBTへのいじめや差別についてお話

をいただいた。最後にブリトンさんのご主人

のジョシュさんから、同じくゲイとしての生

き方や、彼らの結婚生活などについてご講話

いただいた。多くのメンバーが彼らに質問を

投げかけ、LGBTという一つの人権問題にた

いし全員が知識を得たことは、とても意義の

あったことだったと思う。（野間雄大）

■具体的な活動

DiversitVSVmposium:移民講演

アメリカの移民政策の歴史に関して、また

日本の移民政策のこれからに関しての講演

を頂いた。日本で生活する日系ブラジル人に

関

するビデオがとても印象的で、日本が彼らに

行っている状況を見るとまだまだ社会整備

は勿論、人々の外国人に対する偏見、差別が

色濃く残っていると痛感した。また移民のア

イデンティティーが保存されるような政策

を取るのか、或は、同化／統合政策を取るの

かをはっきりさせなければ、アイデンティテ

ィークライシスに直面するのは移民世代で

はなくその後の2世もしくは1.5世であるこ

とが参加者との質疑応答で分かった。講演者

が日本人であった事も、純粋に嬉しく、この

ように世界で活躍される日本人がいる事を

大変誇らしく感じた。（原田有理子）

タレントショー

サンフランシスコでは、有志で歌やダンス

を披露するタレントショーが開催された。タ

レントショーは単に出し物として盛り上が

りを見せたのみならず、お互いの文化を通し

相互理解を促進した。ブレイクダンスやアカ

ペラ、能などが披露される中、特に印象に残

っている演目はアメリカ側学生による落語

の小話である。英語なまりの日本語で話され

る小話はとても新鮮で面白く、日本の伝統文

化が日本以外の国で発展する可能性を見出

すことができた。純粋にアメリカ側学生が日

本の文化を好きでいてくれることを嬉しく

思い、好感を覚えた。相手文化の理解に努め

ることは、相手を理解しようとする姿勢その

ものである。そのような姿勢を見習いたい。

（鈴木良祐）

DiversitVSVmposium:LGBTOパネル

多様性パネルの中で､LGBT(性的少数派）

に学ぶパネルが執り行われた。ご講話いただ

いたのはJASCアラムナイのお二人（ゲイ、

パイセクシュアル）と、一方のご主人である。

普段我々が考える機会のないトピックであ

り、彼らのお話は代表団一人ひとりの心に強

く響いた。まず、アラムナイでパイセクシュ

アルのマデリンさんが、LGBTを取り巻く歴

史と彼女の両性愛者としての人生、両親との

関係についてお話しされた。次にアラムナイ

でゲイであるブリトンさんが、同じく自身の

カミングアウトのエピソードや、同性愛者と

公表してからの大学から、友人からのいじめ

ホームステイ

サンフランシスコでのホームステイは、

JASCにおける最高の思い出の一つである。

訪問先はJASCのアラムナイの一人である、

AllenMinerさんのお宅であった。奥様の

Michikoさん、息子さんのSage君、娘さんの
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Ericaちやんの4人家族で、Allenさんの優し

さとMichikoさんのエネルギッシュさが調和

した心温まるご家族であった。そして様々な

非日常的な体験をさせていただいた。初日の

午後は日本の会社では考えられないような

自由あふれるFacebookの本社､とても綺麗で

趣あるスタンフォード大学のキャンパスに

連れて行っていただいた｡翌日はGoldenGate

Bridge周辺をハイキングした後、中華料理を

いただき、サンフランシスコ市内観光を楽し

んだ。最終日はなんと小型飛行機の操縦桿を

握る機会をいただいた。一緒にホームステイ

をしたYohei,Mimともたくさん話すことが

でき、すばらしい3日間であった。（矢島シ

ョーン）

まるで全く新しい視点をもたらしてくれる

かのようで一つ一つが大変印象深かった。

（小宮山宗）

…悪
一一一

アラムナイRT時間での一枚

Google見学

Googleでの研修は本当に刺激的なもので

あった。私がビジネスに興味があるというこ

ともあり、本当に楽しみにしていた。当日は

グループごとにビジネスアイデアを発表し、

その後会社の敷地内を案内してもらった。ビ

ジネスアイデアを話し合うときに意識した

ことが、時間内に必ず成果を上げるというこ

とであった。商学部に所属しており、大学の

授業などでビジネスアイデアを発表するこ

ともあったが、大学ではあくまで口頭でアイ

デアを発表するのみであった。しかしグーグ

ルでのワークショップでは、決められた時間

内に紙やペンなどを使って完成図まで作成

した。完成図まで作る目的は、ユーザーがそ

のサービスを使っているときのことを容易

にイメージできるためとのことだった。さら

に作り手も完成図を作る過程の中で、自身の

アイデアの改善点がより明確になるという

メリットもある。改めて完成図まで作りきる

ことの重要性を確認した。その後、広大な敷

地を見て回った。至る所ビリヤード台、バス

日米学生会議80周年式典

日米学生会議80周年を飾るAlumni

Receptionは8月10日、サンフランシスコ市

内のDrakeHotelで華々しくとり行われた｡80

周年記念式典とあって、会場には日米双方か

ら鐸々たるAlumniが顔を連ねた。伝統とOB

との関係を重視するJASCならではの行事で

あったが、Alumniの方々との交流を通して

JASCの歴史はもとより、日米関係の歴史を

垣間見ることができたことは意義深かった。

中でも面白かったのがAlumniと同じ机上で

議論をするAlumniDiscussionである。これは

Alumniからも、まるで古き日の再現のようだ

と好評であった。JASCで話し合われた内容

も雰囲気も、時代背景を反映して変容してき

たようである。知識や経験も浅く「現在」の

状況にのみ視野が狭まりがちな私たち参加

者にとって、特に初期の参加者からの言葉は
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て習字までできるとは思ってもいなかった。

このような場所にもJASCのつながりが脈打

っていることに感動した一夜だった。座禅・

おみくじ・短冊、流しそうめんと日本人でさ

え最近はなかなか触れる機会のなかった文

化に触れ、その良さに改めて気付いたのでは

ないだろうか。同時に、個人的には米国側参

加者、もちろん日本側参加者のJASCerとも

多くの話を交わす機会となり、プログラムも

中盤にさしかかろうとしている中で、親睦が

一層深まった大事な機会であったように思

う。（永澤拓也）

ケットコート、滑り台など、通常のオフイス

でなかなか見受けられないものがたくさん

あった。そのわけを尋ねたところ「イノベー

ションを引き出すために必要なんだ」とおつ

しやっていた。確かに「イノベーティブなア

イデアは仕事以外のところで生まれる」とい

う話を聞いたことがあり、すごく脈に落ちた。

人間は身近な環境に非常に強く影響される

と言われているが、本当にその通りだと強く

思った。（北原吉泰）

HiroOgaw2氏宅にてバーベキュー

私たちはAthertonにある小川様のご自宅に

招待して頂き、お昼ご飯を頂いた。屋外で太

陽の下、そよ風に吹かれながら食べたハンバ

ーガーやアイスはとても美味しかった。また、

小川様のご家族と共に、カラオケやスポーツ

も楽しんだ。タイトなスケジュールの多い

JASCの中で、ゆったりと流れる時間を友人

と共有出来たことはよい思い出となってい

る。会の終わりには、小川様が人生の先輩と

して、全ての人と対等に接することや夢を諦

めないことの大切さを話して下さった。実際

に社会で広く活躍されている小川様のお話

に深く感銘を受けたことを今でも鮮明に覚

えている。最後には全員で集合写真も撮り、

温かなひと時となった。（朝倉咲希）

蕊
主催者のAllenMiner氏と

自由時間/RTタイム

サンフランシスコでの最後の一日という

ことで、この日は自由に街を散策する事がで

きた。私はエンジェル島と中国人街を訪れた。

太平洋からの移民の主な受け入れ先であっ

たエンジェル島には興味があり、ここを訪れ

たいと前から思っていたのである。

主に中国系の移民を受け入れてきた歴史

があり、島の資料館では彼らに着目した展示

がほとんどであった。一時的に収容された場

所とは言え、彼らが置かれた状況が劣悪だっ

たということは、壁に彫られた詩が物語って

JapaneseCulturalNight

午後のプログラムを終え、辺りが暗くなり

始めた頃、見慣れた日本式庭園が見えた時は

なんだか安心したのを今もよく覚えている。

ハンバーガーとピザに飽き始めた舌は美味

しい日本料理に歓喜し、まさかアメリカに来
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いた。後に彼らはサンフランシスコの街の発

展に貢献し、次第に認められていったとは言

え、ここでの歴史は決して風化することはな

いのでしょう。しかし、お互いの埋めがたい

隔たりを自覚した上で共存していくことも

また不可能ではないようである。サンフラン

シスコで食べる中華料理というのも悪くな

い。（モンタニョミチェルルイス）

た"JapanCulturalNight"での日本文化体験、分

科会ごとの自由時間では、互いの仲を深める

と共に、楽しい時間を過ごすことができた。

そして、本サイトのメインとなっていたの

が、アメリカ文化を体験できるホームステイ

とJASC80周年を記念したアラムナイイベン

トである。特に、ホームステイの企画・運営

は私たちサイトコーディネーターにとって

最大のチャレンジであった。アメリカ側実行

委員のQuyenとKenが直前までホームステイ

を受け入れてくださるご家庭を探してくれ

たおかげで、代表団全員がホームステイを経

験することができた。日本側実行委員として、

できることが少なかったのが一つ心残りで

はあるが、皆それぞれのステイ先で貴重な体

験をしたと聞くと、ホームステイを無事に実

施でき、大変嬉しく思う。

80周年式典でも多くの方々にご参加頂き、

縦のつながりの強さを改めて実感した。前半

の分科会議論においては、先輩方からのフィ

ードバックや新しい視点を伺い、その後の分

科会活動に活かしている分科会もあった。ま

た、後半のレセプションでも、積極的なネッ

トワーキング活動が見受けられ、6GJASC話”

や将来の相談など、代表団にとって有意義な

時間となり、日米学生会議の一員としての誇

りを抱くことができたのではないだろうか。

タイトなスケジュールながら、充実したサ

イト運営ができたのも、多くの人々の多大な

るご支援ご協力あってこそと、感謝している。

とりわけ、私たちのパートナーであるQuyen

NguyenとKenPanisなしではこのサイトの成

功はなかったと感じている。ただただ感謝の

気持ちでいっぱいだ。ありがとう。

■サイトコーディネーター後記

第二サイトとであるサンフランシスコは、

80周年を迎える日米学生会議にとって、また

第66回会議参加者にとっても、記憶に残る

大切なサイトであっただろう。8月6日から

8月13日の8日間にわたって濃密な日々を過

ごすことができた。始まりは、日本側代表団

の飛行機の遅延からであった。現地の宿泊所

であるUCバークレーの寮に着いたのは日付

を回ってから。壮絶な第二サイトの幕開けと

なった。だが、そんなことも忘れてしまうく

らい、あっという間に過ぎていった。

サイトをコーディネートする上で、この都

市を､そしてJASCを最大限に学び､経験し、

楽しんでもらうことを心掛けた。アカデミッ

クな面では、日本側代表団の有志によ

る''AtomicBombForum''やUCバークレーの

Dr.KeikoYamanakaによる移民に関する講義

とLGBTQPanelで構成されたGGDiversity

Symposium''の開催、さらにはGoogle見学を

通して、サンフランシスコの特徴でもある

「ダイバーシティ」と「アントレプレナーシ

ップ」への理解を深めた。一方で、JASC伝

統であるタレントショー、HiroOgawaさんの

ご自宅でのBBQ、HakoneGardenで開催され
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ます。本当にありがとうございました。

（大西由起、鈴木健司）

ﾄ活動

最後に、この場をお借りして、サインフラ

ンシスコサイト開催に携わってくださった

全ての方々に、改めて心より御礼を申し上げ

_＝ 垂

Googleのモニュメントを囲んで
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ニニューヨー

■サイトコーディネーター

小松崎遥平

古村大和

JeeEmChoi

NorihitoNaka

ク（2014年8月13日～18日）

鳥篭，愚
b 型

畦 ､

、寺，

、
蕊 仏§

鷺
螺：

馬

壷 今

酷

愈

■サイトスケジュール

8月13日（水）

ニューヨーク到着、分科会活動

8月14日（木）

9/llTributeCenter、分科会活動、CareerFair

8月15日（金）

分科会活動、原爆フォーラム、日本語勉強

会

8月16日（土）

エリス島、市内見学、分科会活動

8月17日（日）

ウォール街、SarahLaFluer氏講演

8月18日（月）

第4サイトへ移動

■サイト概要

ニューヨーク州はアメリカ大陸の北東に位

置し、カナダとの間には世界最長の国境がの

びる。中でもニューヨークシティは、世界で

最も有名な都市と言っても過言ではない。世

界市場の中心であるウォールストリートには

三菱東京UFJ銀行、双日、伊藤園といった日

本の大企業も軒を連ねる。そこで参加者は、

第一線で活躍するビジネスパーソンと出会い、

企業の社会的役割や自己の将来を熟考する機

会を得る。また、この街は2001年に同時多発

テロ事件､2012年にはハリケーン｢サンディ」

に襲われた。いまもなお残るテロの脅威を肌

で感じ、国際社会の平和について考える。そ

して、東日本大震災を経験した我々とともに、

天災への向き合い方を相互の体験から学ぶ。

民族の多様性やエンターテイメントにも恵ま

れたこの地で過ごす時間は、忘れられない体

験になるであろう。

■具体的な活動

9/11TributeCenter

「WTCを作り直したの？またテロの標的に

なるんじやない？」「それがアメリカだよ」9．11

ツアーの日、JASCerの間でこのような会話が

交わされた。
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のディスカッションが心に残った。技術の発

展により場所や時間を問わず連絡を取ること

が可能になったが、やはり対面で話し合うこ

とが最も意思疎通が図れる方法だとパネリス

トが全員一致なさっていた。デジタル世代の

私たちが働く上で、自分なりに技術と対面の

コミュニケーションのバランスを探っていく

ことは欠かせないと改めて考えた。（光本愛理）

9.11のテロが引き金となったイラク戦争で

は多くの人々が犠牲となったが、これが何か

を解決したようには思えない。そもそも9.11

が起こった原因は、湾岸戦争時に異教徒のア

メリカ軍などがイスラム教の聖地を有するサ

ウジアラビアに駐留したところにある。アメ

リカのイスラム圏への介入が恨みを買い、報

復としてのテロが再びイスラム圏への介入を

もたらす。この悪循環を断ち切らなければ犠

牲者は増える一方だ。

現在も「イスラム国」との戦争状態をはじ

めとして対立は続く。キリスト教徒でもイス

ラム教徒でもない日本人として出来ることは

何か、いま考えたいと思った。（辻村志帆）

原爆フォーラム

3部構成で構成したフォーラムは最終日を

迎え、原子爆弾の未来に関して話し合いまし

た。「原子力爆弾（核兵器）を他国からの攻

撃を防ぐ為の抑止力として保持するのか、そ

れとも世界全体で廃絶していくべきなのか」

という、理想と現実が交差する議題を話し合

いました。参加者の中で意見が五分五分に別

れましたが、お互いの意見を尊重し合いなが

ら考えを深めている様に感じました。この議

題は、答えをまとまる事ができないのかもし

れません。しかし、両者とも自分とは異なる

考えの人の存在を知って、これからも考え続

ける事が大切なのだと思いました。（小林勇

貴）
9.11当時消防隊員をされていた方

CareerFaiI。
被爆者ストーリー

伊藤園（北米）の企業関係担当上級副社長、

Ms.RonaTisonのお話から始まったCareerFairo

1つのイベントや考え方に捉われず､柔軟に対

応していくことの大切さなど、これから社会

に出て働く私たちにとって重要なことを、Ms.

Tinaの実体験を交えて教えて頂いた｡その後、

2つのパネルディスカッションが行われたが、

特に今後のコミュニケーション方法について

私は広島出身であり、被爆者ストーリーを主

催して下さったJapanlCUFoundationは自分の

大学の組織だったこともあって、身近に感じ

つつまた非常に興味のあるイベントであった。

このイベントでは、被爆者の一人がロンドン

やニューヨークなど海外に行き体験談を語る

というビデオを鑑賞した｡原爆投下から69年、

被爆者の高齢化は進み、私たちは彼らから直
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接話を聞くことのできる最後の世代だと言わ

れている。原爆だけが69年前の戦争の全てで

はない。しかし日米学生会議として、日米を

切っても切り離せない要因の一つになってい

る原爆を取り扱うことはやはり必要不可欠で

あるように私は思う。日米のみならず全ての

国・人が二度と同じ悲劇を繰り返さないため

に、現在・未来につながる問題として過去を

学ばなければならない、そう改めて感じた被

爆者ストーリーであった。（村井咲絵）

は移民分科会のメンバーとしてアメリカの移

民の歴史を少々勉強した上での訪問であるこ

と、さらに、ヨーロッパからの移民を受け入

れる東の門エリス島と対をなす、アジアから

の移民の窓口となる西の門、サンフランシス

コのエンジェル島を訪れた後の訪問であるこ

とが重なり、印象的な訪問となった。同じ移

民博物館での展示を見ても、前回は、移民に

対する非人道的ともいえる扱いや数々の検査

の存在に驚き、移民の目線に立って審査を待

つ厳しい生活環境や受け入れられなかった時

の失望感を感じただけだった。しかし今回は、

そのような厳しい審査を行い選別しなければ

ならない政府の立場も理解できた。国家が、

移民を社会の構成員や将来の国民と見なして

受け入れるなら、やはり経済的利益をもたら

す人、健康な人、英語のできる人を優先した

いのは当然だ。同時に、現在の国民の生活を

守るために国に負担をかけるような移民は受

け入れられない。移民による労働力も必要だ

が、国民の利益を守る必要もある国家がどの

ように移民政策を進めるべきなのか、移民の

国アメリカが試行錯誤してきた歴史を感じた。

（竹内瑞希）

日本語勉強会

本会議中、「NihonGo」と題し、アメデリと

日本語で交流する企画を行いました。ニュー

ヨークでは日本語のスキットと俳句講座を開

講。スキットでは日本語での告白の仕方を紹

介し、アメデリも少し緊張した面持ちで台詞

に挑戦していました。俳句講座ではジヤパデ

リや日本語が得意なアメデリの協力を得、チ

ームごとにJASCの思い出を句にしてもら

いました。さらにワシントンで日本語勉強会

を開催した際には、グループに分かれて即興

でスキットを作りました。メンバーの個性を

生かし、あるいはギャップを引き立て、名作

の数々が誕生しました。アメデリにとっても

刺激的な時間になったのではないかと思いま

す。（東影喜子）

エリス島

エリス島一ヨーロッパからの移民の窓口であ

り、新たな生活に期待をふくらませる''Islandof

Hope''であると同時に、厳しい入国審査が待ち

受ける''IslandofTbar37でもある。私にとっては、

3年前来た場所に再び来られたこと、また今回
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ことをお話してくださった。安倍政権により

女性の活用推進の動きが強まっているが、Ms.

SarahLaFleurは企業や政府に頼らず､自ら女性

としての力を最大限に使い挑戦していた。更

にファッションにより働く他の女性までも輝

かせる、まさに活躍する女性のロールモデル

であり、男女ともに大きな刺激を受けた。（光

本愛理）

ウォールストリートで感じた事は、「何のた

めに働くのか」を胸に問い続ける重要性だ。

率直に感想を述べると、冷たいコンクリート

に囲まれたビル街という印象であった。確固

たる目的がなく、ここで将来仕事がしたいと

淡い理想を抱いていた自分に危機感を感じた。

このような環境にいれば、性々にして権力

欲・名誉欲にその精神を蝕まれる気がしたか

らだ。「何のために働くのか」という人生にお

ける重要な問いを、あたかも悟りきったかの

ように教示するビジネスマンには決してなり

たくない。ウォールストリートを歩きながら、

果たして今の自分が、ビジネスに携わる全て

の人間に求められる「厳格な自己批判」を行

えているのかを考えた。来春から常に謙虚な

姿勢で仕事に臨まなくてはならず、それによ

って始めて超一流の人格を備えたビジネスマ

ンになれると強く確信したひとときであった。

（竹中智）

■サイトコーディネーター後記

第3開催地となるニューヨークでは、「平和

と将来について日米の学生が考察し、議論す

る」という目的のもと日程をくみ上げた。な

ぜなら､相互理解を通して日米そして世界の

平和の構築の一端を担うという日米学生会議

の原則を具現化していくためには、戦争・テ

ロと平和という問題をさけては通れないし、

また、この会議で培ったリーダーシップを長

期的に社会へ還元していくためには、自分や

仲間の将来について考える時間が不可欠であ

ると考えたからである。これから示していく

ように、このニューヨークという地はその二

つの目的にとても親和性が高かった。

私たちは「911TributeCenter」という施設に

訪れた。ここには四角くて大きな穴が二つあ

る。どちらも覗き込むと深い二段になってお

り、無数の水滴が淵から内側へと涙のように

流れ落ちていく。二機のピルが突っ込んで倒

壊した、旧世界貿易センターピル跡である。

当時現場に居合わせた生存者の生々しい話に

SarahLaFleur氏講演

JASCの偉大なOB宮澤喜一首相のお孫さん、

かつJASCのOGでもあるMs.SarahLaFleur･

コンサルティング会社での経験を活かし、現

在はM.M.LaFleurという独自のブランドを立

ち上げ、働く女性向けの服を展開している。

肩書きを見て尻込みしていたが、とても気さ

くな方で、自身のJASCの思い出から、起業の

インスピレーションはアメリカにはないが、

日本で育った彼女にとっては身近だった働く

女性向けの日本雑誌にあったことまで様々な

は全員が息をのみ、展示されていた犠牲者の

写真や名前の中に彼らの生きた証を見て胸を

詰まらせた。また、終戦記念日である8月15

日は、原爆をテーマとしてレクチャーをうけ

つつ、代表団の一部が有志となって議論をフ

ァシリテートした。豊富な映像資料を通して
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原爆の悲惨さを目の当たりにする一方で、具

体的な安全保障政策を視野にいれて核兵器の

現状とあるべき姿について考察した。こうし

たリアルな体験を通して私たちは、終戦から

70年を迎えんとする今もなお、自分たちはそ

の過去を背負った当事者であるということを

強烈に認識した。このリアルさと現在性こそ、

平和構築のために不可欠な感覚であると思う。

また第二軸の将来については、まず各業界

の代表を集めたパネルディスカッション、お

よび学生と社会人とのネットワーキングから

なるCareerFairが開かれた。新卒一括採用制

度を採る日本と中途採用が主流の米国、また

日系企業の米国での活躍など、両国のコント

ラストに興味をもった学生が多かった。さら

に、コンサルティングファーム等での勤務を

経て現在は自身のブランドを手がけるSarah

LaFleur氏の事務所を訪問した。日米学生会議

の出身でもある彼女からは、ビジネスのリア

ルな最前線と、生き様や美学のようなものを

感じさせて頂いた。こうしたコンテンツの随

所で、学生同士が互いの夢について語り合う

姿が多く見られた。思い思いに語り合い、認

め合うその様子は、世界へ雄飛して活躍する

ことを予感させた。そして改めて、私たちの

目の前には文字通り無限の可能性があり、そ

こに不可能などありえないのだということを

感じた。（小松崎遥平、古村大和）

ウオール街のツアーを終えて、小休止
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ワシントンD.C.(8月18日～8月24日）
扉

峰

■サイトコーディネーター

兼子 莉李那

木村 優吾

AyakaYoshida

PramodhGanapathy

■サイトスケジュール

8月18日（月）

ワシントンD.C.到着、ジョージタウン観

光、ボーク邸レセプション、ニューヨークサ

イトリフレクション

8月19日（火）

ファイナルフォーラムリハーサル

8月20日（水）

ファイナルフォーラム、ファイナルレセプ

ション

8月21日（木）

戦時中の日系アメリカ人の歴史講演、次期

実行委員会選挙

8月22日（金）

JASCOBの川口さんによるご講演、日米関

係に関するパネル

8月23日（土）

ワシントンD.C.観光

8月24日（日） 日本へ帰国

ﾛサイト概要

首都ワシントンD.C.は、アメリカ合衆国

の三権機関の、大統領官邸、議会議事堂、連

邦最高裁判所が集まっており、国内政治の中

心地である｡多数のシンクタンク､国際機関、

大使館が集中しており、国際的にも強大な政

治的影響力を持つ都市である。日本との関わ

りは強く、米日カウンシルなど多くの日米共

同機関が拠点を構えている｡毎年行われる桜

祭りは、1912年に日本からアメリカへ桜が

寄贈された記念に始まり、二国間の親密な友

好関係を今も祝っている｡参加者は躍動感溢

れるこの世界都市で､アメリカの政治､歴史、

国際関係､日米関係について肌で感じて学ぶ

ことができる。最終サイトでは、ファイナル

フォーラムで分科会における議論や成果を

社会に発信する｡会議はここワシントンD.C.

にて刺激的な一夏を締めくくられる。
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イングでの白熱した議論をひとつのプレゼン

として、まとめることは容易でなく、多くの

班が何とか間に合わせたプレゼンを手に、リ

ハーサルに挑みました。私の所属していたス

マートパワーでは、白熱した議論はそれまで

あったものの、プレゼンにまとめる作業は比

較的に円滑に進み、余裕を持ってリハーサル

に挑みました。しかし、リハーサルでは日米

学生会議らしく容赦の無い反論、疑問を投げ

かけられ、その後プレゼンを仕上げるために

再度集合し、話し合ったのを覚えています。

本番ではリハーサルのお陰で、納得のいく完

成度のプレゼンを発表することができたので、

フィードバックの重要性に改めて気づかされ

ました。（近藤直佑）

■具体的な活動

ボーク邸レセプション

第4サイト初日に訪れたボーク邸はジョージ

タウンの閑静な住宅街に家を構え、ポーク夫

妻とそのお嬢様が72名の学生を笑顔で出迎え

てくれた。アートコレクターでもいらっしや

るボーク夫人が収集した絵画が壁に掛けられ

ており、レセプションルームはカラフルで華

やかな空間となっていた。ポーク夫妻はサイ

ト間移動で疲れていた私達を温かくもてなし

てくださり、とてもリラックスした時間を過

ごすことができた｡また､ボーク氏は現在Skye

LLCという民間投資会社のトップを務めなが

ら、アフリカなどの発展途上国への支援にも

ご尽力なさっており、変化する国際情勢のも

とで我々が考えなければいけない点について

ボーク氏の様々な経験に基づいて興味深い話

をしてくださった。（森鞠乃）

ファイナルフォーラム

事前期間3ヶ月と本会議1ヶ月の議論の集

大成、ファイナルフォーラム。10分という短

い時間で今までの葛藤や議論を全てまとめる

ことなど到底出来るはずもなく、多くの分科

会がファイナルフォーラムをどういった形に

するか思い悩んだはずだ。倫理観がぶつかり

合い、1つの結論に至らなかった私たちは、

なぜその問題が難しい問題なのか、なぜぶつ

かり合うのかをありのままに発表し、聞く側

に判断を委ねるという選択をした。分科会に

よって色はそれぞれあったが、本会議中、さ

まざまな葛藤があったであろう分科会の発表

を1つ1つ見ていると、議論の結果ももちろ

ん大事であるが、自分たちにしか分からない

議論の過程全てに意味がある事を思わずにい

られず､JASCer全員に心からの拍手を送った。

この方のようにJASCのOBとして立派に戻っ
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ボーク邸の裏庭にて

ファイナルフォーラムリハーサル

翌日に日米学生会議を締めくくる一大イベン

トであるファイナルフォーラムを控え、会議

初日以来の緊迫感に包まれた雰囲気の中、リ

ハーサルは行われました。それまでのミーテ
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てきたいと思った｡長い歴史を持つJASCは多

くのアラムナイを始めとする賛助団体や関係

各位のご支援の下で活動できていると改めて

感じた。ここに改めて感謝申し上げます。（岡

崎栞）

よい生活、即ちAmericanDreamを夢見て渡米

するのは勇気のいることであろう。同時に見

習うべきは、アメリカ政府がこの過去を違憲

とし、日系移民に対する賠償を比較的早く行

った事であり、このような姿勢は日本政府に

欠けていると思う。（原田有理子）

ファイナルレセプション

ファイナルフォーラム終了後、在米日本大

使館のご好意でファイナルレセプションが執

り行われた。美味しいお寿司を振舞って頂き、

参加者は互いにファイナルフォーラムの労を

ねぎらった。また外交の最前線で働く大使館

の方々との交流では、日米学生会議が日米相

互理解を促進していると激励を頂き、自分た

ちの活動に誇りを持つことができた。レセプ

ション開催のために、第59回日米学生会議の

実行委員長であり、大使館職員であるﾉ||口さ

んにご尽力を頂いた。私も川口さんのように

会議を終え社会人になっても、次の世代が作

るこの素晴らしい会議に貢献できるような社

会人になりたいと思えるレセプションであっ

た。（鈴木良祐）

テリー・シマ氏、メリー・ムラカミ氏を囲んで

JASCアラムナイの川口さんによるご講演

若手現役外交官で第59回日米学生会議実行委

員長の川口さんからのお話は､67回実行委員、

特に実行委員長に選任された私にとり、大変

刺激的なものとなった。この強固な日米関係

を、なぜ、今、見直すのか。これは実行委員

にとって永遠の課題である。しかし、その問

いを熟盧し、メッセージを伝え続けることの

重要性を、ご自身の体験を元にお話ししてく

ださった。また、どんなに理不尽なことや壁

に直面したときも、「チーム」でなら乗り越え

られるということ。そして、「リーダーに必要

なこと」に対しては、「尊敬されること」とい

う言葉を、頂いた。来年度の実行委員会を率

いていく私にとり、チームの大切さを改めて

学び、初心を忘れず、今後もそのことを心し

ていきたいと感じた。（松居純平）

戦時中の日系アメリカ人の歴史講演

多くの日系移民が戦時中、差別や排除の対象

となった。これは私がJASCに参加し、移民分

科会の一員となるまで知らなかったことであ

った。彼らがどのような生活を強いられ、ど

のようにアメリカ社会で生き残って来たのか

直接お話を伺う事が出来た。日本の教育はこ

れを教えないが、彼らが現在の日米関係の向

上に寄与した事は明白である。差別を受けな

がらも勤勉に働き成功した日本人が沢山いる

事は尊敬に値する事は勿論、あの時代により
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雰囲気を持った場所であった。ジョージタウ

ン大学周辺は小さなかわいらしい店が軒を連

ね、そんな街並みを有名なカップケーキを食

べながらぶらぶらと散歩した。ナショナルパ

ークにはスミソニアン博物館を初めとした多

くの博物館、美術館が立ち並んでおり、建物

の外観一つとっても様々な彫刻が施されてお

りおしゃれである。また、キング牧師による66I

haveadream''の演説が行われた場所としても

知られているこの地は一段と威厳を放ってい

た。古い建物ときれいな緑が広がる街並みの

中をJASCerと和気藷々と歩いている時間の流

れをついつい忘れてしまうほどであった。（奥

谷紘子）

日米関係に関するパネル

日米学生会議を締めくくるにあたり、日米関

係を再度振り返るために専門家によるパネル

ディスカッションをCapitalHillで開催した。

招かれたのは国務省経済問題担当特別次官補

や米国国家問題安全会議国際経済問題シニ

ア・ディレクターを歴任し、現在ジョージワ

シントン大学教授のヘンリー・ナウ博士を始

め、ザック・クーパー氏などの専門家が日米

関係及びそれを取り巻く問題について言及し

ていった。スマート・パワー分科会は本討論

会の前にナウ博士と面談する時間を得て、彼

の著作である「Conservativelntemationalism」

（自由主義の拡大、武力外交、国家主権の保

全）を含めてナウ博士の考える外交策につい

て聞くことができた。冷戦を振りかえり、国

家主権を守ることや自由を拡大する上で、強

い武力が無ければ交渉できなかったと主張。

武力・外交・妥協を使いこなすことが外交の

秘訣であり、今後の日本にも求められるもの

だと結論づけた。（藤井一衆）

サイトコーディネーター後記

第66回日米学生会議はアメリカ合衆国の

首都であるワシントンDCで閉会することと

なった。最終サイトはこの第66回日米学生会

議を締めくくる文字通り最後の数日間であり、

ファイナルフォーラムという本会議を締めく

くる重要な舞台があると同時に、来年の第67

回会議実行委員選挙といったバトンタッチの

場でもあった。

第66回ワシントンDCサイトでは、ファイ

ナルフォーラム前日を終日分科会準備時間と

通しリハーサルとする等ファイナルフォーラ

ムに向けた準備期間を多く設けたり、第67回

実行委員選挙の日程を例年より数日前倒しす

ることで次期実行委員が日本側、米国側全員

そろった状態で議論出来る時間を多く設ける

等、参加者が持てる力を全て発揮できるよう

配慮した日程となった。

ファイナルフォーラムでは、それぞれの分
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科会が本会議での議論の成果を堂々とプレゼ

ンテーションし、他の学生からも活発に質問

が飛び、日米代表団全員が連日の厳しいスケ

ジュールによる疲れの色も見せず、生き生き

していたことが非常に印象的であった。翌日

行われた第67回実行委員選挙では、立候補し

た学生一人ひとりが日米学生会議に掛ける熱

い思いを語り、当選した学生､落選した学生、

立候補しなかった学生全員が、来年の日米学

生会議に向けて真剣に考える姿が見られ、参

加者全員が80周年から81年目へと続いてい

く日米学生会議の歴史の重みを実感する機会

となった。

同時に、サイト初日のポーク宅でのレセプ

ション、ファイナルフォーラムでの元アメリ

カ合衆国国家情報長官のデニス。c・ブレア

氏による基調講演、駐米日本大使館主催のフ

ァイナルレセプション、テリー・シマ氏、メ

アリー・ムラカミ氏による日系アメリカ人に

関する講演、米国キャピトル訪問、第59回日

米学生会議日本側実行委員長で駐米日本大使

館で活躍されている川口耕一朗氏による講演、

日米関係におけるパネルディスカッション等、

日米学生会議ならではの「日米関係」を強く

意識した、貴重なプログラムを多く実現する

事が出来た。

本会議最終夜に行われた最後のリフレクシ

ョンでは多くの参加者が本会議を通して経験

した苦労や喜びを語り、その後も夜遅くまで

共に時間を過ごし、日本側代表団が出発する

朝にはいつまでも別れを惜しむ姿は、第66回

日米学生会議が全ての参加者にとって有意義

なものであり、成功のうちに幕を下ろした事

を物語っていた。
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ワシントンDCサイトでのすべてのプログ

ラムを実現させる為にこの一年間遠く離れた

米国で懸命に活動してくれた米国側サイトコ

ーディネーターのPramodhとAyakaに敬意と

感謝の意を表したい。

最後に､第66回日米学生会議ワシントンDC

サイト運営にあたりご協力いただきました日

米両国の全ての方々に、心から御礼申し上げ

ます｡誠に有難うございました。（兼子莉李那、

木村優吾）

樫は第67回実行委員へと渡された



蕊騨靜癖舞彊夢,塒蕊.，需蕊露1零常悪晶壌溌…讓f…曇､琵蕊燕､騨唱騨熱講睡斗諄…群

F輔

識
蕊
患
患
響
瀞
註
灘
蕊
灘
“
蕊
簿
幾
鶴
識
識
鴬
蕊
蕊
騨
”
藍
鶏
謹
蕊
蕊
蕊
蕊
鴬
蕊
蕊
蕊
蕊
辮
錘
蕊
蕊
鐸
蕊

蕊
識
識
蕊
蕊
漆
．
・
轤
軸
蕊
謙
．
、
苧
噛
乱
識
轤
驚
蕊
辮
簿
獣
鍛

蕊
唖専

画 ●

蕊議蕊灘鐵湾
騨
鮮
難
鳴
・
総
藤

識
蕊
需
蕊
簿
鱒
燕
蕊
職
患
蕊
鵜
繋
蕊
鞠
蕊
蕊
溌
毒
惑
錘
蕊
蕊
謡
簿
擬
識
蟻
識
識
蕊
灘
蕊
浮
癖
蕊
識
識
蕊
鐵
識
蕊
縛
聴
瀞



第5章 分科会活動

芸術とアイデンティティ
Artandldentity

■分科会メンバー

関口響＊

鈴木良祐

東影喜子

光本愛理

森鞠乃

JeeEunChoi*

BenjaminSussman

ChristinaCheadle

JasonKim

NaomiCormier

（＊分科会コーディネーター）

■分科会概要

古来より人類は芸術を通して自己表現を行

ってきた。芸術の形態は絵画のみならず、音

楽や建築衣服や演劇、文学や映像と多岐に

渡る。作品を創り上げる表現者が人である以

上、作品には人々の思想や文化、宗教などが

投影される。法隆寺建立の背景には当時大陸

から伝わった仏教を信ずる者がおり、その宗

教観は建築様式にも影響している。日本人の

自然を愛する心は、織物や焼き物、屏風や絵

画に花や烏を描くことで表出され、「侘び寂び」

の精神は龍安寺の庭園に枯山水を以て表現さ

れた。そして、「作品」は相互に影響し合い、

また新たな「作品」を生む。アメリカの代表

的な音楽であるブルースも、元を辿ると黒人

霊歌と欧州から白人が持ち込んだ西洋音楽が

融合する中で生まれた。当分科会では、芸術

作品の背景にある文化的アイデンティティや
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その歴史を考察し、「芸術」と「人間」の関係

を多角的な見地から再考することにより、芸

術の社会的役割とその価値がいかなるものか

を模索する。

■事前活動

春合宿

大きく二つ、(1)RTの雰囲気について(2)

RTの議論の内容について振り返りたい。(1)

RTの雰囲気が素晴らしかった。どの分科会も

素敵なメンバーが集まっているが、個人的に

は、芸術分科会のメンバーを最も誇りに思う。

それは実行委員の皆さんの見事な采配あって

こそのものだと思う。専門的な知識が豊富な

メンバー、リーダーシップを発揮してくれる

メンバー、議論の組立がうまいメンバーとい

ったように、それぞれの個性を生かせるメン
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防衛大学校研修

防衛大学生とのディスカッションの際に、

彼らの学ぶ意欲に刺激され、涙が出てしまっ

たほどであった。私は、今まで難関大学に入

り、よい職業を得て社会に貢献する、活躍す

るのが社会的に最もよいことだと思ってきた。

しかし、私の描いていた社会貢献と彼らの社

会貢献の形は全く異なり、また勉強する意味

も想像以上に異なっていた。自分の価値観を

がらっと変える、本当に良い経験となった。

（光本愛理）

バー構成であった。なにより、いつもサム（関

口）が冷静に見守ってくれいている安心感。

これがとても大きかった。（2）本題、議論の

内容についてだと、それぞれ素晴らしいアイ

ディアはあるものの共通の土壌を見つけるの

に時間がかかったかな、と思う。ただこれら

は、今後話し合いを重ねる上で十分明確化し

ていけると考える。あとは芸術、アイデンテ

ィティという概念・言葉の定義には手こずっ

てしまったが、これらも今後のMTGで共通見

解を見出していけるだろう。（東影喜子）

定例ミーティング

私たちの分科会では隔週ごとに議題を決め、

すべての分科会メンバーがその議題について

事前にリサーチをし、当日一人ずつ5~10分ほ

どのプレゼンを行った。その後、ディスカッ

ショントヒ。ツクを決め、各自のプレゼン内容

をもとに議論をするという形をとった。本会

議が近くなると、英語でのディスカッション

も行い、英語力向上にも努めた。忙しい毎日

を過ごすなかでの毎週のプレゼン準備は分科

会メンバーにとって決して簡単なものではな

かった。しかし、この準備期間を通して芸術

やアイデンティティに関する資料に触れる機

会が多くあり、知識を深めることができたと

同時に、フィールドトリップでお会いした方

の話の基礎となる部分もメンバー同士で話し

合うことができた点において、非常に有意義

な時間になったと思う。お互いの意見を知る

ことで、彼らの考えやアイデンティティも理

解することができて、さらに分科会としての

団結力が深まったと感じた。（森鞠乃）

鰯
防衛大学校の学生と共に

文部科学省

大臣官房国際課長 今里讓様

今回、実際に文化の発信という仕事を行っ

ている文科省職員の方にお話を伺うことがで

きたことは、講演会や書籍などから得た理論

的な知識を、現場で働く方の視点から「芸術」

「アイデンティティ」という抽象的なトヒ°ツ

クを具体化させて分析できたことにより、分

科会での議論をさらに深める上でとても有意

義な体験であった。

今里様からのお話で印象に残ったのは、「文

化を発信することの意義について」である。

相互理解を進め、相手と違う考えをもってい
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ることを理解し共存することで文化の多様性

が生まれるのだという今里様の考えは日米学

生会議の存在意義を再認識するとともに、私

達の分科会において、アイデンテイテイとい

うだれもが異なる性質を探るうえで、人間の

「違い」を理解することは基礎となる考えで

あると実感し、今後議論を進めるうえで胸に

とどめておくべき言葉であると思った。その

他にも、日米の芸術教育や文化の多様性条約、

文化保護の重要性など、大変参考になるお話

をいただいた。（森鞠乃）
関理事と分科会メンバー

浮世絵木版画彫摺技術保存協会

独立行政法人 日本芸術文化振興会 彫師 石井寅男様

理事 関裕行様

概要：文部科学省で文化財部長を務められた

後、芸術文化振興会の理事としてご活躍の、

関裕行様にお話を伺った。独立行政法人とい

う立場から行う、古典芸能の保存．公開、伝

承者の養成、公演のための調査研究という三

位一体の文化保護活動について学んだ。感

想:Qなぜ国が文化芸術を保護するのか、その

意義とは？A①予算も体制も整っている、国

家側だからこそできることがあるから②豊か

な人間性の育成や、世界平和の礎となるから

③フランスに代表される文化保護の考え方に、

日本も倣うべきだし、近いと思うから。とい

った返答を頂いた。採算や収益に必ずしも囚

われない保護は、国家だからこそできるもの

だと思う。伝統芸能の側も存続の努力は続け

なければならないが、保護の手がなければ限

界がある。国家が固有の文化芸術を保護する

ことは、自国の高い文化水準を他国に示すこ

とにも繋がり、最終的には国益につながると、

私は考える。（東影喜子）
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東京の浅草近辺に住む浮世絵保存協会理事

の石井さんのアパートを訪ねた。20年以上改

築していない木造建築の部屋には、様々な版

画が壁に飾られていたり、作業場の机に置い

てあったりと、普段見ることのできない光景

がまず私を出迎えてくれた。

現在、利便性を追い求める日本においては、

絵や資料を複製するならばコピー機を利用す

ることが当然となっている。利便性を追い求

める社会の中で、自分の手で版画を掘り、紙

に刷り、複製するという手間のかかる作業を

20年以上も生業として行ってきた石井さんは、

まさに利益よりも手でモノを作り出すための

技を追求する職人であった。残念ながら、石

井さんのような職人は関東では10名ほどしか

いないそうで、版画に用いる材料も質が変わ

ってきている。世の中が変化し、浮世絵の現

状も変化している中で、時間をかけて繊細な

版画を作り上げていく日本ならではの伝統文

化の価値を見直すことができ、貴重な経験を

させていただいた。（森鞠乃）
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ているということである。複雑な芸術を理解

することが難しい人々でも、クラウンのよう

なわかりやすいエンターテイメントであれば

楽しむことが可能であり、より多くの人に楽

しみを届けるという意味で身体芸術の可能性

を感じた。

二つ目は、日本とヨーロッパにおける芸術

に対する意識の違いである。ヨーロッパでは

大道芸やストリートアートが盛んであり、そ

れに対してお金を払う人々も多い。対して日

本ではストリートアートにお金を払う人は少

ない。この違いは寄付文化の有無という要因

が考えられるが、一番大きな要因は芸術に対

しての価値認識の違いではないだろうか。日

本では皆が認めるものは素晴らしいと認識さ

れており、有名なオーケストラがやってきた

ら高いお金を払ってでも見に行く。一方ヨー

ロッパでは、自分が素晴らしいと思ったもの

は素晴らしいのであり、それに対してお金を

払う。日本で芸術、特にストリート芸術が活

発にならないのは、日本人の他人の目を気に

する文化が強く根ざしているように感じた。

（鈴木良祐）

独立行政法人国際交流基金

国際交流基金の訪問で得たことは計り知れ

ない。大きく二つに分類すると、アイデンテ

ィティと芸術の関わりについて、またアート

プロジェクトの実態について、ということに

なると思う。はじめに、私たちは職員の佐藤

様からインドにおけるカメラを使った若者と

の交流のお話を伺った。彼らが切り取ってき

た写真の多くは、日頃大切にしている家族や

自然の姿を映しており、私はそこに彼らのア

イデンティティが現れていることに感動した。

「言語化されていない感情、普段意識の底に

あるアイデンティティを、芸術を通して顕在

化することができる｡」という佐藤様の言葉が

忘れられない。また職員の原様からは被災地

におけるアートプロジェクトの事例を拝聴し、

アートがアイデンティティや自信を取り戻す

きっかけとなりうるということを学んだ。同

時にアートプロジェクトを成功させる道のり

の険しさについても考えさせられ、今後のア

ートについての議論が浮いたものにならない

よう反省した機会でもあった。（東影喜子）

立教大学

現代心理学部映像身体学科 松原大輔様 東京藝術大学教授

立教大学現代心理学部映像身体学科に所属

する松原大輔さんにお話を伺った。松原さん

は大学で身体芸術を学び、その傍らサークル

活動として病院や学校を訪問し、クラウン（道

化師）として人々を楽しませている。

私が松原さんのお話を伺う中で感じたこと

は主に二つある。一つ目は、クラウンのよう

な身体芸術はお年寄りや子供、障碍を持つ方

など幅広い層の人々を楽しませる素地を持つ

音楽部音楽環境創造科 熊倉純子教授

アートプロジェクトの第一人者である、東

京藝術大学音楽環境創造科教授の熊倉純子先

生からお話を伺った。アートプロジェクトと

はアートやアートに関わるイベントを用いて

地域活性化などに貢献することである。

熊倉先生のお話を伺う中で、アートプロジ

ェクトが日本社会において果たす役割と、そ

の可能性の大きさを知ることができた。アー
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トプロジェクトは地域活性化に貢献できるだ

けではなく、日本のアートシーンにも貢献で

きる可能性がある。大多数の日本人にとって、

アートという言葉を聞いたときにまず思い浮

かべるものは、絵画や彫刻作品であると思う。

それはホワイトキューブと呼ばれる、美術館

の真っ白な壁に飾られたアート。それはとて

も格式が高く感じられるかもしれない。この

展示方法は、自然を恐れ隔絶しようとしてき

た西洋社会で生まれたもので、日本人の自然

と調和する感性とそぐわない可能性がある。

アートプロジェクトにおいて芸術はむしろ

街の中に存在する。その展示形態は様々であ

るが、民家を改造してアートにしたり、工場

そのものをアートに作り変えたりと、アート

プロジェクトにおいては日常にアートを組み

込むことができる。この日常とアートという

形態が日本人のアートへの関心を掻き立て、

アートが地域社会に貢献できるのではないだ

ろうか。（鈴木良祐）

ている民族であったとしても、一人のアーテ

ィストとして相手のアイデンティティを受け

入れ理解しようとする気持ちは、音楽という

一つの文化活動を通して生まれてきたもので

ある。もちろん直接的には紛争解決につなが

ることは難しいかもしれないが、相手を知ろ

うという気持ちが少しでも湧いてくるのは、

アートが社会に果たす役割の一つであると実

感した。（鈴木良祐）

直前合宿

RTペーパー、定例MTG、FTで「芸術とア

イデンティティ」に関して、様々なトピック

を議論してきたが、その成果を10分でまとめ

て発表するのは非常に困難であった。しかし、

春合宿で定めた「芸術の社会的役割を探る」

という目標に戻って考えることで、芸術はな

くても生きていけるものかもしれないが、実

はアイデンティティと相互作用をなす社会生

活の中で重要な役割をなしていると再認識で

きた。また、3カ月の準備を振り返ることで、

大学・学部・バックグラウンドの異なる5人

がそれぞれの能力や経験を活かし協力したか

らこそ、多角的な視点から学びを深めること

ができたのだと実感した。同時に、FTで色々

な事を教えてくださった方々への感謝の気持

ちでいっぱいになった。ここで改めて、FTで

お世話になった方々に御礼申し上げたい。（光

本愛理）

東京財団福島安紀子様

国際関係論の専門でいらっしやる福島様に

は、今回、文化外交を通したアートの意義に

ついてのお話を伺うことができた。共感する

ものばかりであった福島様のお話のなかで、

対立の壁を越えた人物交流の実現という、ア

ートだからこそ可能になる平和構築という点

は特に印象深い話であった。ユーゴスラビア

やイスラム地域で民族が入り混じったオーケ

ストラが結成され、「民族」というアイデンテ

ィティではなく、「音楽家」というアイデンテ

ィティを通して一つの音楽を作り上げること

ができたのはその一例である。たとえ対立し

50

■本会議中の活動

第1サイト デモイン

八月二日から六日の四日間、私たちはアイ

オワ州に滞在した。宿泊先はグリネルカレッ
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るだけで様々なタイプのストリートパフォー

マーに出会い、壁に描かれたグラフィックア

ートの数々は、建物も芸術の一部であること

を再認識させてくれた。前のサイトでは、皆

の興味・関心が様々で議論の題材選びに苦戦

していたが、サンフランシスコ・アジア美術

館を訪れることで議論の方向性を見出すこと

ができた。そこで出会ったある絵画を通して、

日米両国のジェンダーに関する認識の違いを

発見した。一見作者の個性に見える作風は、

その芸術の背景にある時代的、地理的、文化

的要因に大きく左右されているという点を共

有できたことは大きな前進であり、芸術が社

会を表象するものとして、深く人間の生活と

関わっているということが実感でき、その後

の議論を進める上での大前提となった。（鈴木

良祐）

ジ。到着時のアメリカ側の熱い歓迎に胸を高

鳴らせながら、本会議のスタートを切った。

グリネルカレッジでは市長やアイオワ州立大

学のプロフェッサーの講演を拝聴。アメリカ

のハートランドと呼ばれ農業経済の中心地で

もあるアイオワ州だが、なかなか訪れる機会

にも恵まれないのが現実だ。講演を通してア

イオワへの理解を深めたところで、翌日は先

住民族マスクワキ族の集落へ。芸術とアイデ

ンティティ分科会として、マイノリティアイ

デンティティについて深く考えさせられた。

その後世界食糧賞ツアーや農業フォーラムで

の研修を終え、第一サイトはあっという間に

幕を閉じる。また、このサイトでのもう一つ

の収穫はアメデリとの交流だった。早速意気

投合したアメデリとのしばしの別れを惜しみ

ながら、一路空港へ。こうして一ヶ月の熱い

夏が本格的に始動した。（東影喜子）

第3サイト ニューヨーク
轍

NYは歩いている人のファッション、

Broadwayの看板、ストリートパフォーマーな

ど、日常生活に「アート」が溶け込んだ場所

であった。9.11メモリアルを訪れた際には、日

本から送られた平和を願う千羽鶴や噴水のモ

ニュメントを見ることで、「芸術」のなす役割

についてアメデリと意見を交わした。また、

9.llMemorialMuseumという存在自体が｢アイ

デンティティ」の中で重要なナショナリズム

を掻き立てているか否かについても議論を行

い、すぐに互いの考えを問うアメリカの文化

に驚いた。

一方で、ファイナルフォーラムへの焦りか

ら、第3サイトで初めてRT内で意見が対立し

てしまった。そんな中、NYのハーレム等を中
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デモイン 分科会メンバーと共に

第2サイト サンフランシスコ

多様性の街、サンフランシスコは芸術とア

イデンティティを議論するにはうってつけの

場所であった。多様な文化が混在するこの街

では、自己表現の自由が認められ、その表象

としてのアートが数多く見られた。歩いてい
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心に暴力と社会、芸術の関係を研究なさって

いる多摩美術大学の中村教授からお話を伺う

機会に恵まれた。中村教授は沢山のことを教

えてくださったが、そもそも日米の違いを発

見した後で、その違いにどのように向き合っ

ていくべきなのか、という重要な問いも投げ

かけてくだった。見落としていた重要課題に

気付いた私たちは、それを含めて改めてディ

スカッションし､またメンバー1人1人を理解

しようと努力することで意見の衝突を乗り越

えることができた。最終的に、私達はAsianArt

Museumで見つけた森村泰昌氏の絵画を使用

し、近年のジェンダーに対する考えの変化、

日米のジェンダーの違いを探ることで、日米

の違いにどのように向き合うかに繋げて考え

ることとした。（光本愛理）

像についての比較の明確化や、このテーマを

なぜJASCで行うのかという結論部分を煮詰

め、聞き手に伝わりやすいまとめ方や話し方

を模索した。また、プレゼンは視覚的にイン

パクトのあるものにしたいという考えのもと、

「Prezi」と呼ばれるプレゼンソフトを使用し、

一分間の動画も作成するなど発表方法にも工

夫をした。こうして臨んだ三週間の議論の集

大成ともいえるファイナルフォーラムは無事

成功し、本会議最後の夜には分科会メンバー

一人一人の笑顔を見渡し、残り十数時間と迫

る別れを惜しんで泣きながら円陣を組んだこ

とは忘れられない思い出の一つとなった。（森

鞠乃）

ファイナルフォーラム
リ悪

季篭輯

「芸術とアイデンテイテイ」分科会は発表

順番が最初であったため、まだ会場の空気が

十分に温まっていない中でスヒ。－チをはじめ

ることとなった。そのような緊張した空気に

圧され、動揺を隠しきれないまま私の順番が

まわってきてしまった。しかし、笑顔を忘れ

ないでいようという分科会メンバーとの約束

をふと思い出し、すぐに切り替え、短い持ち

時間の中でも私達が感じたテーマへの熱い思

いを届けることができた。特に私の担当箇所

は日本の絵画からみる理想の日本人女性とい

う内容であったために、日本画について話す

機会を得たことは、日本の文化をアメリカ側

に少しでも知ってもらうきっかけとなり日本

側参加者として貢献できた部分ではないかと

思う。プレゼン終了後には大きな達成感とメ

ンバーに対する感謝の気持ちが私の胸を熱く

させた。大きな困難を乗り越えたからこそ湧

１
１

ワールドトレードセンターを描いた絵葉書を前に

第4サイト ワシントンD.C.

第4サイトの初日は、次の日に開催される

最終発表に向けて一日かけて準備をする時間

となった。第3サイトで「ジェンダーとセク

シユアリティ」について話し合った内容をプ

レゼン用にまとめるという作業を何回も練習

を重ねながら行ったことは大変であったと同

時に本番への意欲を高めることにもつながっ

たと思う。特に日本とアメリカの理想の女性
52
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を追究するために会議に参加したという事実

である。日米学生会議の主眼は友情関係にあ

ると思っていた私にとって、彼女の発言は思

いもよらぬものであった。正直に気持ちを打

ち明けることの大切さを学んだ瞬間である。

今でも自分の主張が間違っていたとは思わな

い。しかし今までの私と異なることは、違い

を認識し認めているということ。彼女には彼

女の考えがあり、そう考える理由がある。全

く異なる考えを持つがそこには強い友情が存

在する。これこそ真の相互理解ではないだろ

うか。

き上がってきた感情であったのだと思う。

（森鞠乃）

■分科会感想

鈴木良祐

相互理解。その言葉が指す意味は日米学生

会議に参加する前にイメージしていたものと

は大きく異なる。相手の考えを理解し、同調

すること。それが相互理解の真の意味だと考

えていた。しかしながら芸術とアイデンティ

ティ分科会で直面したのは、いくら話し合っ

ても埋まらないお互いの根本的な考え方の違

いであった。そこで至った結論は、相互理解

とは同調ではない。お互いが異なるというこ

とを認識し、その違いの存在を認めるという

ことである。価値観や意見が異なっていても、

そこに真の相互理解があれば友情関係は生ま

れる、そう学んだ分科会活動であった。個性

的なメンバーが集まった当分科会は、第一サ

イトから考え方の違いに直面した。ある者は

日本の茶道に興味を持ち、ある者はブレイク

ダンス、またある者は外交政策など、お互い

の興味関心は異なっていた。私は皆の満足度

を高めるため方向性を決めることなく、それ

ぞれのトピックを自由に話し合うべきだと主

張した。しかし、アメリカ人学生の一人は発

表に向けて取捨選択をし、ある程度トピック

は切り捨てるべきだと主張。この考え方の溝

が埋まらぬまま時間ばかりがすぎ、第三サイ

トニューヨークでお互いの不満が爆発。お互

いの意見が異なる理由を正直に話し合った。

そこでやっと気づいたことは、私が友情関係

をつくるために会議に参加したのに対し、ア

メデリの一人の女性は、芸術というトピック

東影喜子

芸術とアイデンティティ分科会はその性質

上、政策提言や問題解決、といった明確な目

標を立てにくい立場にありました。すぐに導

ける答えや価値とは異なるものを目指したい

という思いの一方で、芸術が果たす社会的役

割を可視化し、他分野のエキスパートにも強

く訴えたいという葛藤が、タイムリミットと

の戦いをより激しいものにしました。しかし、

芸術とは何か、アイデンティティとは何かと

いった問いに、真正面から立ち向かったこと

自体が、メンバー全員にとって貴重な体験に

なったのではないかと思います。

そんな中、分科会の大きなターニングポイ

ントとなったのは森村泰昌の作品との出会い

でした。サンフランシスコのアジアンアート

ミュージアムに展示されているこの作品は

『肖像（双子)』と題されたポートレートで、

私たちがトランスジェンダーと向き合う契機

となりました。ここにおいて、私たちは芸術

の力を確信しました。一つの作品に啓発され、
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新たな視点・発想を持つこと。個人単位での

感動が押し広げられていったとき、芸術は社

会に新たな視点を生み出すことに成功するの

ではないか。社会が人の集合体である限り、

人によって生み出される芸術は社会を反映し、

社会に声を上げ、また癒し、新たな地平を示

しながら発展していくのではないでしょうか。

ファイナルフォーラムでは森村の作品を中

心に性に焦点をあて、芸術とアイデンティテ

ィの双方向での影響を明らかにしました。日

米という異なるアイデンティティの交差点で、

芸術の可能性を真剣に議論した一ケ月。この

時間がそれぞれの胸に消えぬ火となって残る

ことが、当分科会の最大の収穫の一つである

と思います。

最後に当分科会にご協力いただいた全ての

方に感謝の気持ちを表して、分科会感想文と

したいと思います。

にあるので、法学部で得た知識を活かし、分

科会の議論に貢献する事も常に意識した。具

体的には、法律の観点から芸術の著作権をど

のように守っていくべきか、またCooIJapan

といった日本の文化外交についてよく調べる

ことで、グループに知識を共有した。その過

程で確信したことは、文化はソフト面に加え

て、経済といったハード面でも大きな役割を

なし、特に日本は今後、その文化を世界に発

信していくことが求められているということ

である。JASCを始めて以来、日本という国に

ついて真剣に考えたが、そこで直面したのは

日本の国力低下という問題であった。その低

下は、経済や人口といった実際のデータから

も明らかであるが、JASCのアメリカでの知名

度が下がっているという事実からも肌で実感

した。中国やインドを始めとするアジアの

国々のパワーが強まっている現在、資源のな

い日本は今後どのような道を歩むべきなのだ

ろうか。その1つの答えと成りうるのが、日

本の文化、芸術なのではないかと考える。2020

年の東京オリンピックも視野に入れながら、

日本の文化を世界に発信していくことこそが、

経済的効果も生み出し、また他国からの日本

文化への人気によるプレゼンスの回復に繋が

っていくと思う。確かに、文化のみで様々な

問題を解決することは不可能である。しかし、

JASCのアメリカ側参加者が日本に興味を持っ

たきっかけの多くはアニメといった日本の文

化であり、改めて文化や芸術の持つパワーを

実感した。今後も自国の文化にしっかりと向

き合っていきたい。

光本愛理

法学部で勉強している私にとって、「芸術と

アイデンティティ」という分科会は困難であ

った。この分科会に入る前まで、どちらかと

いうと文化や芸術には興味が全くなく、むし

ろあまり意味のないものだと思っていたほど

だからである。しかし、分科会でディスカッ

ションを重ねるうちに、芸術が歴史的・世界

的になす役割について理解を深め、またアイ

デンティティの観点から日本人とアメリカ人

の違いを探り、日米学生会議の目的である相

互理科についてもよく考えることができたの

ではないかと感じている。

一方で、JASCの醍醐味のひとつは、二カ国

間の学生が大学や学部を超えて議論すること

54



第5章 分科会活動

ができたと同時に、学ぶ積極性という自らの

学びに対する姿勢への成長も感じ、「違いを知

る」ことの大切さも強く実感した。この貴重

な経験は実行委員やアラムナイ、フィールド

トリップを快く承諾してくださった方々、そ

していつもサポートし、分科会について共に

真剣に考えたメンバーがいたからこそ実現で

きたものである。感謝の気持ちを胸に、自分

の可能性を信じてこれからも歩んでいきたい。

森鞠乃

芸術のことを英語で話し合うなんて楽しそ

う。分科会の紹介文を一読したときに率直に

感じたことであった。そんな胸の高鳴りを感

じたことをきっかけに私は日米学生会議に応

募した。それから約三か月後に届いた合格通

知のメールに、この分科会の一員として参加

が決定したと記載された文面を読んだときの

興奮を今でもよく覚えている。こうして始ま

った本会議までの準備期間は、想像以上に充

実していた日々であった。「芸術」や「アイデ

ンティティ」に関する資料や本、自分が聴い

た講演会の内容をメンバー内で共有すること

で、お互いのメンバーの知的好奇心を刺激し

合い、分科会テーマへの関心意欲を高めてい

った。またフィールドトリップも多く行い、

専門家からの意見を聞くことで知識を深める

と同時に、大学生なりの意見を提示し疑問を

ぶつけるという、学ぶ積極性を追求する非常

に価値のある経験となった。

本会議が始まってからは、語学力不足に落

ち込んだり意見の相違による衝突など困難な

時を過ごしたりと、常に前向きになれず苦し

む自分もいた。しかし、興味分野が多様であ

ったからこそ私達の分科会は個性に溢れユー

モアにも富んでおり、メンバーのおかげで多

くの楽しい時間を過ごすことができたのも事

実である。決して平坦ではない道を戸惑いな

がらも根気強く歩き続けたことで、相手と向

き合い、考えを尊重することの難しさと重要

性を強く感じた。

この分科会に参加し、アカデミックな点に

おいて芸術の社会的役割やアイデンティティ

の構成や複合性など様々な知識を深めること

ﾛ分科会総括

関口響

当分科会「芸術とアイデンティティ」設

立の背景には、私の個人的な問題意識があっ

た。当会議が芸術の価値を軽んじてはないだ

ろうか、という問題意識である。日米学生会

議の理念が「日米の平和を通した世界平和」

である以上、平和を目指すための実効的な手

段としての経済．軍事力といったハード面を

学生が議論することにはもちろん大きな意義

があると思う。実際に、日米安全保障問題を

扱う分科会は過去数十年と毎年設立されてい

る。しかし、平和への手段として、芸術が果

たし得る役割はないと言えるのだろうか。私

は、人間個人レベルでの相互理解から平和を

目指していくという、ソフトなアプローチも

重要だと考え、個々人のアイデンティティが

反映される創作物、つまり「芸術」を通して

相互理解を図ることも平和に繋がるのではな

いかと信じ、当分科会の設立に至った。

春合宿にて、日本側分科会員たちは初めて

顔を合わせた。大学・学年・専攻も異なる者

同士で初めは緊張の色を残しつつも、ひとた

び議論を始めると、各々は自身が持つ熱い想
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いを言葉に変え積極的に意見交換を行ってい

った。議論において、リーダーシップをとる

者やアイディア・知識を共有する者など、分

科会員が自然と役割分担を行っている様子を

傍目から見守りながら、「このメンバーなら4

ヶ月間協力して頑張れるだろう」と自然と笑

みがこぼれた記憶がある。結果的な分科会の

指針は、「芸術の社会的価値と役割を模索する」

ことに帰結。この指針の基に、春合宿以降の

事前準備活動では毎週の定例ディスカッショ

ンとフィールドトリップを行っていった。分

科会員の関心軸は伝統芸術や俳句、文化外交

など多岐に渡ったが、だからこそお互いの視

点を尊重し、議論の切り口として活用してい

った。

本会議は、事前準備とは比にならないほど

濃密であった。日本側分科会員は米国という

環境変化をむしろ楽しんでいる様子で、米国

側分科会員と毎日の議論を積極的に行ってい

た。日米両国の学生が持つアイデンティティ

観の意見交換や、広い意味での文化芸術の可

能性に関して議論をした。最終的にファイナ

ルフォーラムでは、トランスジェンダーアイ

デンテイテイが投影された絵画を事例に、芸

術を通して相互理解を行うことの可能性を発

表した。

一夏を終え、分科会員に感想を聞くと「お

互いの違いを認識して、それを受け入れられ

るようになった｡」という答えが返ってきた。

非常にシンプルな学びだが、それは長期間真

筆に他者と向き合い、衝突し、それでもなお

歩み寄った経験がなければ得られるものでは

ない。分科会設立の背景に立ち返るとすれば、

こうした個人レベルでの他者理解の姿勢、相
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互理解を目指していくことが平和に通じてい

くという考えが基であったので、その意味で

は、当分科会が達成すべき意義は果たせたの

ではないかと感じる。

分科会員一人一人が異なる彩を持っていた

からこそ、当分科会は美しい一枚画を描けた

ように感じる。学生時代に描いたその画は、

色槌せることなく心に宿り続けるだろう。

当分科会にご協力いただいた全ての皆様に、

心よりの感謝を申し上げ、総括とさせていた

だきます。
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ワシントンD.C.にて別れ際の一枚

57サンフランシスコにて書道体験



第5章 分科会活動

環境問題における国家、企業、市民の役割

EnvironmentallnitiativesfbraSustainableFumre

■分科会メンバー

兼子莉李那＊

朝倉咲希

池田耕一

永澤拓也

QuyenNguyen*

KenCovey

AnnaMiyajima

Alicia(Qinwen)Jiang

MasakiYamashita

（*は分科会リーダー）

ﾛ分科会概要

現代社会には様々な環境問題が存在する。

1997年に京都議定書が採択され、各国は温暖

化防止に取組んできた。日本では近年、環境

に優しい車や家電製品が開発され、政府は減

税や補助金によってそれを推奨した。街中で

は廃棄時に有害となるレジ袋の使用を削減す

るためエコバッグ利用者に特典を設ける店も

増えている。このように市民は政府や企業の

取組に誘発され、エコ活動に取組むようにな

った。しかし温暖化の進行を抑制できないま

ま事態は深刻さを増し、頻発する異常気象は

各地に被害をもたらし、海面上昇により水没

が予想される国や地域もある。温暖化を防止

するためには、これまでの国際的枠組みの水

準を見直し新たな数値目標を導入するなど、

政府、企業、市民が一丸となってより効果的

な対策を講じる必要がある。当分科会では温
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暖化に限らず自然破壊や放射能汚染などの諸

問題も考察し、これらの問題を解決するため、

日米両国の政府、企業、市民がどのような役

割を果たすべきか模索する。

■事前活動

春合宿

春合宿でのRTを思い返すと二つの感情が浮

かぶ。一つめは単純に「楽しかった」という

ことだ。自己紹介に始まり、日常的な話から

将来の夢まで何でも話した。自分が興味を持

っていることを一言話せば、みんなが関連す

る情報や意見をどんどん返してくれるという

状況は非常に刺激的で濃いものであった。二

つめは自分にとって未知な分野を「苦い」と

感じたことだ。環境問題の中であまり興味を

持ってこなかった分野についてこれから調べ
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ていくことに、正直最初は気が進まなかった。

今まで、「つまんなそう」となんとなくの印象

で避け続けてきたことだからだ。しかし、み

んなと話しているうちに、自分の興味をより

深く理解するためにもこれらは必要不可欠だ

と理解した。今、春合宿を終えて自分にとっ

ての新たな分野を調べている最中である。思

っていたよりも数百倍面白い。これから、「苦

い」と感じた未知の分野を学ぶことを「楽し

い」に変えていければいいと思う。（朝倉咲希）
春合宿解散前の様子

防衛大学校研修

環境問題にもともと関心のある学生とない

学生どちらもいたため、逆に新鮮な意見をた

くさん得られて有意義であった。JASC側は環

境問題に関してかなり調べているため、一般

感覚からの環境問題というものが見えにくく

なっていることに間接的に気付いた。分科会

の中で一つ出てきている環境教育を深めるた

めには、一般感覚でとらえる環境問題に関す

る関心は重要であるので、それに気付いたこ

とは重要となる。マチコンをゴミコンにすれ

ばいいのでは？という考え（ゴミ拾いする出

会いの場）はパッと出てきた意見ではあった

が、JASC側からは出ない考え方だろう。環境

問題という少し専門的な内容だったからか、

調べてきているJASC側が議論を進め､話し続

け、防衛大生の意見が出にくくなっていたよ

うに思ったので、そこが反省点である。最初

から、入り込んだ複雑な問題よりも、とつつ

きやすい問題で議論するなどにしたほうがよ

かった。（永澤拓也）

定例ミーティング

環境分科会に関しては、定例ミーティング

の実施とそれを通しての本会議に向けた準備

は上手くいったとは言い難い。私がそう断定

する理由としては、まず一つ目にミーティン

グの頻度が圧倒的に少なかったこと。定期的

にミーティングをし始めたのはテストの近づ

く七月に入ってからであり、情報のシェアや

本会議における方向性の決定を怠ったことは

否定できない。二つ目に、春合宿の時点から、

個人作業に依る面が大きすぎたこと。お互い

にはっきりとタスクを振り分けて、その結果

のみをシェアする形にしたことで逆にチーム

内の団結を削いでしまった。確かに三年・三

年・四年というチーム編成で、それぞれが留

学、就活、院試などで忙しかった。皆に明確

な目標があり、それに向かって一意専心する

中で、日米学生会議に集中する余裕はなかっ

たろう。しかしながら、その中でも空き時間

をぬってミーティングを行うことはできたは

ずであり、全力を尽くしたとは言えないと私

は考えている。（池田耕一）

千葉大学植物工場訪問

RTメンバーの一人が所属する千葉大学内の
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植物工場を訪問した。この工場では太陽光や

水、土地をより効率的に使えるよう植物の配

置の工夫やデータ管理、貯水槽の設置、肥料

の再利用などを行っていた。私は普段の生活

で農業を目にすることがないので、実際にそ

の最先端の技術・工夫を見られたことは非常

に新鮮であった。植物工場の運営面としては、

工場内をいくつかのエリアに分類し、それぞ

れのエリアで別々の企業が農場を管理してい

たことが印象に残っている。これにより展示

会のように､企業間の間に"競争状態"が保たれ

ており、外部の人への宣伝としても役立って

いるという。以前から、環境問題の解決策と

しての企業の役割は大きいと考えていたので、

今回環境問題に取り組む企業の活躍を感じる

ことが出来たことは非常に有意義であった。

お土産に頂いた工場内で育てたというトマ

トが非常に甘く美味しかった。環境への配慮

と商品としての質の高さとを両立している良

い例であると感じた。今回頂いた貴重なFTの

機会をアメリカ側の参加者にも伝えていきた

い。（朝倉咲希）

に直接お話しを伺う機会を得た。有機農業研

究を中心にいかにして環境配慮型の農業が発

展し、導入が図られているかアメリカ・スイ

スを中心に研究所や大学で教えていらっしや

った先生であり、今回の訪問でも、日本と比

較した欧米諸国の環境政策の違いや特徴につ

いてお聞きすることができた。先生は日米学

生会議についてはご存じで、環境問題のみな

らず、近年の大学生とグローバリズムの中で

学生会議のもたらす意義とはなにかといった

内容まで様々なご意見をいただいた。その中

で、「一般論ではなんとでも言える。具体性が

必要である」という言葉はとても共感した。

メンバー間でも、環境問題という広過ぎるテ

ーマの中で学生である私達が議論を行う必要

性はなにか？を苦慮していた背景がある。テ

ーマが広いからこそ、それぞれの経験や志向、

メジャーを元に具体的な議論を展開し、議論

に具体性を持たす必要がある、その際日本の

政策や事例などを知っておく必要がある、そ

のような「気づき」を得た大事なFTとなっ

た。（永澤拓也）

弱

磯…騨蕊､.§“ポ： 蕪：箪識

§

蕊；なき

認

二.さき；霧

千葉大学植物工場にて
大山利男先生と

立教大学大山利男准教授訪問

千葉大学での「環境保全型農業の展望」の

特別講義に参加したきっかけから、大山先生
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第1サイトデモイン

第一サイトのアイオワは、全体として日本

代表とアメリカ代表間のアイスブレイクの時

期であったといえよう。そして農業に関する

テーマが多かったことから、環境分科会とし

ては最も自分たちのテーマに関連する講演が

多い時期であった。特に私の印象に残ったの

は、メスクワキセトルメントにおける有機農

業コミュニティである。以前から、農業や漁

業などの一次産業に携わることが環境意識の

向上につながると考えていた私は、メスクワ

キを訪ねて更にその思いを強くした。その後

に訪ねたWorldFoodPrizeでは、講義をしてく

ださった方に、「自然との触れ合いと環境教育

についての関連性」について質問した。その

回答からも、アメリカの各地で行われている

であろう多種多様な活動が、直接｢環境保護」

を躯っていなくとも役立ちうることが支持さ

れた。私のRTペーパーの表題は「環境教育と

地域活性化」であった。アイオワはまさにそ

の関心に沿うものであり、個人としても分科

会としても実り多いものであったと思う。（池

田耕一）

直前合宿の初日にメンバーで顔を合わせた

際、いよいよ本会議が始まると期待に満ちた

会話をしたことを今でも覚えている。直前合

宿最後でのプレゼンテーションでは環境教育

のあり方、原子力発電を中心としたエネルギ

ー問題、水俣病を始めとする公害問題に関し

て、議論してきた内容についての発表を行っ

た。また、RTでの活動内容や本会議で何をな

したいのかについても発表をした。英語であ

る程度の発表を行えたことは日本側のメンバ

ーにとって多少の自信・達成感となった。ま

た、挙がっていたどのテーマも面白く感じた

ため、本会議が非常に楽しみになった。しか

し一方で質疑応答の際などには、環境問題へ

の理解や英語力の不足を感じたのも事実であ

る。これからも環境問題について考えを深め

る必要があることや、もっと積極的に議論に

参加する姿勢が必要であると改めてメンバー

で話し合った。反省点も多かったが、総じて

直前合宿は本会議に向けた士気を高めるよい

場となった。（朝倉咲希）

第2サイトサンフランシスコ

サンフランシスコサイトでは、JASCのプロ

グラム内でも扱った移民問題やLGBTQフォ

ーラムなど、広い意味での「多様性」につい

て分科会内でも更に議論をし、日頃日本にい

ては触れることの少ないあらゆる多様性を

様々なバックグラウンドを持つアメリカ側参

加者と意見交換を行うことができたのは、と

ても興味深く、私自身の多様性への理解を更

に深める重要なきっかけとなった。また、サ
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直前合宿で発表するデリ

■本会議中の活動
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ンフランシスコ滞在の後半では、ファイナル

フォーラムという大きなゴールを見据えてど

のように分科会を進めていくかについてとこ

とん話し合ったことをよく覚えている。二つ

目のサイトであったことからもアメリカ側参

加者ともかなり打ち解けはじめ、そもそも

JASCを何故知り、応募したのか、なども話す

ようになり、心から正直になって会話をする

ことで分科会での議論の質を高めていけたの

はこのサイトだったのではないだろうかと思

う。（永澤拓也）

第4サイトワシントンD.C.

第四サイトのワシントンD.C.は、これまで

の議論や講演で得たものをまとめ、ファイナ

ルフォーラムで発表するための場であった。

私たち環境分科会は、第一サイトから何をテ

ーマにプレゼンテーションを行うかを予め決

めていたので、軒余曲折あったとはいえ、比

較的スムーズにリハーサルに望むことができ

たと思う。しかしながら、リハーサルをして

みて、自分たちが抱いた感想。それは、一言

でいうと「つまらない」であった。言いたい

ことを伝えきれていない、肝心のプランも暖

昧すぎて具体性がつかめない、本当に退屈す

るものであった。故に私たちは大きな方針変

更を本番前日に行った。ゼロから新しいアイ

デアを組み立てるのではなく、既存の環境教

育プログラムを紹介する。それによって、具

体的なイメージをオーデイエンスに持たせる

ことができた。フォーラム後の数日はあっと

いう間に過ぎ、気が付くと別れの時がきてい

た。会議全体を通して、環境RTは仲のいい和

やかな分科会であった。最後は皆気宇なく、

自分の力を出し切れたのではないかと思う。

（池田耕一）

第3サイトニューヨーク

第三サイトでのRT活動はファイナルフォー

ラムに向けた準備であった。まず、私たちは

聴く人たちに何を伝えたいのかということを

みんなで話し合った。限られた発表の時間を

意識することで更に、「環境問題に全世界で取

り組むためには、はじめの一歩としてひとり

ひとりの行動が大事である」というメッセー

ジは必ず伝えたいとグループ全員が深く感じ

ることが出来た。その後、発表の場で誰が何

を話すのかを決め、それぞれ作業を進めた。

ファイナルフオーラムが近づいてくると、焦

りや不安を感じながら深夜遅くまで作業をす

るメンバーの姿が増えた。しかし、これまで

RTで多くの時間を過ごしてきたため、互いの

性格や考えを尊重し合いながら、自然と助け

合うことが出来た。今思い返すと、第三サイ

トは私たちのRTにとって精神的にも体力的に

も一番負担の多いサイトであった。しかし、

だからこそこのサイトを乗り越えたことで、

私たちRTの友情は深くなったと感じている。

（朝倉咲希）
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ファイナルフォーラム

10分間プラス質疑応答、プログラム後半は

毎日夜遅くまで準備をしていた、ファイナル

フォーラムであった。とても10分では伝えき

れない、というのが純粋な葛藤であり、不満

でもあった。ただその中でなにをいかにして

伝えるか、ファイナルフォーラムそのものの

重要性とは何か、そういったことまで議論し
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止まってしまった。そこである晩、私たちは

一度個々のトピックに対する議論を中断し、

もう一度メンバーがJASCや環境RTに来た目

的を共有した後、全体での目標や方向性を確

認した。ここでようやく「自分たちに何がで

きるのか」に焦点を当てるということが決ま

り、日々の議論からファイナルフォーラムま

での道筋を決めることが出来た。また、これ

までバラバラに話してきたトピックごとのつ

ながりも見えた。長い話し合いの末、ようや

く全員が議論の意義を見出せるようになった

ときの感動は非常に大きいものであった。そ

れからは、メンバー全員が同じ方向を見てリ

サーチや発表準備を意欲的に進めることが出

来た。

それぞれのメンバーがどういう議論．行動

をしたくてその場にいるのかを共有し、グル

ープで何を目指していくのかをまず考え抜く

ことは、グループで有意義な時間を過ごすた

めに非常に重要な一歩であると今回実感する

ことが出来た。このRTで共に考え抜き議論を

した過程を思いかえすと、グループだからこ

そ比較し補い合いながら出せた視点が非常に

多かった。また、観光やRT後の時間で環境問

題のみならず普段の生活や将来についてなど

話したことも忘れ難い思い出となっている。

今回、RTで得た様々な視点や心温まる思い出

は今後も必ず自分の人生に生きてくると確信

している。多くの時間をこのRTで過ごせたこ

とに感謝すると共に、これからもRTで得た友

情を大切にしていきたい。

て作り上げた。個人的には、担当していたパ

ートに対して予想外に質問が集まり、これま

でになく焦った。オフィシャルな場での英語

での質疑応答という慣れない環境に声が震え

たが、伝えるべき点はきちんと伝え応答でき

たように思う。それも万が一質問が来てもい

いように同じパート担当だったメンバーと丁

寧に予想できる質問とその回答などと準備し

ていたおかげだった。同時に、質問を答える

上で中核となった考えは春合宿で議論を通し

て得た考えだったことからも、私一人では到

底答えられなかったことである。これまでの

議論や努力を上手くアウトプットできたこと

が、私にとっては一番うれしく、大きな達成

感を得ることができた。（永澤拓也）

分科会討論の様子

■分科会感想

朝倉 咲希

RTでの議論は決して全て順調ではなかった。

議論を進めれば進めるほど、環境問題の広さ

と自分たちの専門知識の不足を感じ、どうア

プローチをしていけばいいのか分からず立ち
池田 耕一
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日米学生会議の三週間は、本当に本当に特

別な時間であった。言葉にはできない、けれ

どもかけがえのない「何か」を得た、と誰も

が思っているのではないか。私が本会議中ず

っと思っていたこと。「自分はここにいる資格

があるのか｣、その答えは今も出ていない。し

かしながら分科会活動においては、全体とし

ては自分が望んだ方向に議論が進んだし、皆

が自分の案に同意してくれたことは非常に嬉

しかった。その一方で、調べれば調べるほど、

自分たちにできることの限界が浮き彫りにな

った。本当にこのテーマで良いプレゼンが作

れるのか、分科会内の誰もが疑問視したこと

もあった。そして､議論の方向性以外にも、「日

本」と「アメリカ」という二国の関係につい

て考えさせられる機会が多くあった。環境分

科会においては、アメデリの殆どが日本に関

わる何らかのバックグランドを持っていた。

だからこそ起こったコンフリクトが、私たち

の分科会を時に苦しめた。第一サイトのアイ

オワにおける最初のRrタイム。そこで何気な

くアメデリから言われた一言、「日本語使って

もいいよ｣。そこからすべてが始まった。第二

サイトのサンフランシスコにて、いよいよ私

たちの中で疑問が噴出することになった。公

用語が英語である意味とはなにか。日本人で

あるとは何か。アメリカ人であるとはどうい

うことか。日米学生会議は本当に有意義なも

のなのか。疑問は尽きなかった。第三サイト

のニューヨークでは、私たちの中で溜まって

いたフラストレーションが、いよいよ爆発し

た、という印象を受けた。誰もが言いようの

ない苛立ちを、悲しみを、悩みを、吐き出し、

共有した。それによって、ほんの少しだけお
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互いに分かり合うことができたのだろうか。

ワシントンの別れの際には、心なしか「やり

きった」という思いがあった。それはファイ

ナルフォーラムが満足いくものだったからと

いうだけではない。「私たちは語るべきことを

語った」と、少なくとも私はそう考えている。

大切な仲間たちが、みなそう思っていること

を、私は心から願っている。

永澤 拓也

約三週間という長いようで驚くほど短かっ

た米国滞在であるが、とにかく色んな物を自

分で見て、考えに触れて、多くのことを学ん

だ濃密な三週間であったことは間違いないだ

ろう。三週間毎日別のストーリーがあり、新

たな発見があり、それぞれにこのレポートを

書くことができるが、分科会にスポットをあ

てて全体の感想文を残したいと思う。分科会

で話し合う時間はそれぞれのサイトであった

が、サンフランシスコでの分科会が大きな転

換期だったように思う。渡米する前からも環

境問題という広いテーマを前にてして学生で

ある自分たちが何をどのように議論を進めて

いくかという大きな問題意識があったが、更

にはファイナルフォーラムに向けて何をする

か、それをサンフランシスコでは追求するこ

とができた。まずは各メンバーがJASCそのも

のに何を期待して参加を決めたのか、何をフ

ァイナルフォーラムという機会を使って残し

たいのか、こういった個人のExpectationを吐

露し、共有し、話し合うことができたのがサ

ンフランシスコでの一夜であり、最も重要な

時間であったように思う。ここに来て、みん

なが同じ方向を向きながら議論が進められる
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題に関する議論が十分に成されず、分科会リ

ーダーが軌道修正する場面も多々見られたが、

デリ其々が温暖化、東日本大震災、環境汚染

等とテーマを定めて調査し、其々のテーマに

関して英語での勉強会を設けることにより、

知識を深めると同時に英語での議論に慣れる

機会を設け、徐々に環境問題からそれること

なく議論出来るようになった。

当分科会では、デリの希望から定例ミーテ

ィングは設定せず、分科会リーダーから課題

を出すこともしなかったが、会う機会が極端

に少なくなり、互いの興味分野がわからない

等の準備不足が懸念された為、7月初旬に定

例会議設定を提案し、二度実施した。しかし、

「メンバー其々が自分の場所で考えて行動し

ているから、議題を設定せず自由に議論した

い」というデリの強い希望を受け、敢えて議

題を設定することはなく、世間話に終始する

ことも多かった。また、英語力不足が懸念さ

れていた当分科会であったが、デリの「英語

力に関しても不安は感じない」という意見を

受け、勉強会以降英語の練習をすることもな

くなった。

本会議ではｱﾒﾃﾘが全員日本語を理解出

来たこと、またジヤパデリの英語力不足から、

議論の大部分が日本語で行われ、米国側分科

会リーダーが一人取り残されてしまう事態が

起こったが、ファイナルフオーラム等の公の

場ではジャパデリも英語で話す努力をし、無

事に乗り越えることが出来た。

当分科会は英語よりも日本語が共通語とな

ったためか、例年会議で見られるジャパデリ

が英語力不足により自分の意見を上手く伝え

られないという葛藤も比較的少なく、環境教
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ようになったと感じている。次に印象的なの

はファイナルフォーラム前夜である。ここま

で日が経ってくると、別の分科会の様子や方

針も見えるようになり、隣の芝生は青いとも

いうが、お互いの分科会同士が気になってき

たりするものだ。そんな中で環境問題RTは周

りの意見や別分科会の価値観にふりまわされ

ることなく､環境問題RTが重視してきたこと、

やり方を大事にして最後までできたように思

う。「環境問題RTは他のどの分科会とも違う

し、今までやってきたことを出して頑張ろ

う！」と言って鼓舞し合えた前夜、メンバー

同士結束できていたことを改めて感じ、烏肌

が立った。それは、フォーラムでそのような

アウトプットをしたか、よりもずっと重要な

ことだったように思う。

ﾛ分科会総括

兼子 莉李那

環境問題を扱う分科会は、日米学生会議の

長い歴史を見てもほぼ毎年設置されている。

毎年日米の学生が環境問題に関して議論をし

ていれば、当然、学生に議論出来る内容は限

られており、似たような結論にたどり着いて

しまうであろうことは容易に予想できた。そ

こで今年度の第66回会議では、終わりの見え

ない環境問題に立ち向かうべく、国家単位の

政策に捕らわれず、国民一人一人が、また企

業一つ一つが、其々の目線で環境問題を見つ

め、問題を改善する為に出来ることとして、

「環境問題における国家､企業､市民の役割」

という分科会名とした。

事前活動の際は、環境問題よりも発展途上

国に関する問題に話が進んでしまい、環境間
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育という一つの大きなテーマに沿って全員が

一致団結し、その結果分科会テーマ以外でも

デリ同士が腹を割って話す姿もよく見られ、

大変仲の良い分科会となった。本会議を通し

て、良い時も辛い時も共に切瑳琢磨した仲間

を今後も大切にし、分科会としても今後も繋

がっていくことを願っている。

第65回会議終了直後から共にこの分科会を

作り上げてきた米国側分科会リーダーの

Quyenに、感謝と敬意の意を表したい。

最後に、当分科会活動において多大なるご

協力を頂いた皆様に心より御礼申し上げます。

ありがとうございました。
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グーグル本社にて集合写真

分科会での昼食の様子 67



第5章 分科会活動

移民の功罪と展望

ImmigrationintheModemEra

■分科会メンバー

鈴木健司＊

竹内瑞希

原田有理子

松居純平

モンタニョミチェルルイス

AyakaYoshida*

AshleyDavis-Reed

BeatriCeVisconti

Sakura'Inkahashi

TakuoKoyama

（*は分科会リーダー）

れによる犯罪率増加や送出しによる優秀な

人材の海外流出など負の影響もある。当分科

会では、移民を受入れ側と送出し側の双方か

ら考察し、受入れに伴う功罪を踏まえ、日米

両国が今後どのように移民と向き合うべき

なのか模索していく。

■分科会概要

現在世界各地には約2億人以上もの人々が

移民として居住している。日本は明治以降、

米国や南米諸国へ移民を送り出してきた。し

かし今日では少子高齢化に伴い生産労働人

口が減少し、移民受入れについての議論が活

発化している。また移民により建国された米

国は、現在でも年間およそ70万人の移民を

受け入れている。しかし不法移民が’千万人

以上滞在している中、不法滞在者に合法化の

道を開く移民改革法案の是非が問われてい

る。移民が増加する背景には、受入れ側が

単なる労働力の確保だけではなく、今や成長

の原動力として高度人材を求めること、また

送出し側の雇用機会が不足し、就業機会を国

外へ求めることなどがある。一方移民の受入
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■事前活動

春合宿

4月に今年の参加者が決まり、5月の春合

宿までの間に様々な書類の提出に追われた

りしたが、その一方では参加者を載せた自己

紹介冊子も配られ、私は春合宿までの間に繰

り返し読み込む事とした。多種多様な参加者

が集まったことに驚いたが、とりわけ関東の

大学出身の参加者たちの多さに驚くととも

に、彼らとの交流が楽しみだった。
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た。結果的にファイナルフォーラムで政策提

言をすることはなかったものの、政策提言を

考える程度に移民政策に関する知識を集め

たことは、本会議での充実した議論の土台と

なり、有意義な定例ミーティングを重ねるこ

とができたと感じた。（竹内瑞希）

私の分科会は私を含め、関西、九州、そし

て関東からの人が集まったバランスの良い

分科会だった。皆の性格もまたそれぞれ異な

り、かつ強烈だった事もあり、私たちの分科

会は多様性とエネルギーに満ちていた。

春合宿ではそれぞれの参加の動機と移民

に対する立場、そして今後の活動の方針につ

いても話した。時間が限られている中で最大

限の成果を得られるようにと協力した結果、

一方では議論が白熱しながらも最後はちや

んと一つの合意にたどり着く事もできた。こ

れからの分科会活動に期待を膨らませるよ

うな結果となった。（モンタニョミチェルル

イス）

防衛大学校研修

印象としては、非常に勤勉で教養があると

いうことでした。移民受入れに関する議論に

おいても、保守的な立場を崩さず他国の近年

の動向や自国の歴史などを建設的に例示し

ながら意見を述べて下さっていたので、非常

に濃い議論ができました。また、保守的とは

言ったものの、このような考え方は日本の人

には一般的に受入れられているような気が

すると感じた意見もありました。加えて、日

本の国籍制度のあり方に関しても考え直す

意義があるように感じるに至りました。日本

国籍であるが、血筋に少しでも緊張関係にあ

る外国の血が入っている人に対して、自衛隊

では昇級が一定のところまでしか出来ない

という現実も初めて知り、考えれば考える程

深い問題だと感じました。（松居純平）

定例ミーティング

移民RTでは、5月から7月にかけて事前

準備の一環として週一回程度の定例ミーテ

ィングを行った。私たちは、春合宿にて、本

会議のファイナルフォーラムで政策提言を

したいと漠然と考えていたため、ミーティン

グの開催と本会議までに調べたいことや、や

りたいことをリストアップし、ミーティング

を進めながら少しずつ議題を変えていった。

5、6月は国内外の移民問題に関して調べた

ことを共有するのが目的で、それに加えて賛

否が分かれる議題について日本語や英語で

議論し本会議に備えた｡6月後半にはRTpaper

執筆に伴い、それぞれのメンバーが自分の最

も興味がある移民問題に特化して、リサーチ

結果を共有したりフィールドトリップの報

告をしたりした。その後、その四分野につい

て、日本政府が現在行っている在住外国人へ

の政策に対しての政策提言を簡単にまとめ

■フィールドトリップ

国家公務員 萱註田理恵氏

私たちの分科会は国家公務員でいらっし

やる新井田さんと話す機会を得た。新井田さ

んは私の大学の先輩という事もあり、今回は

座談会の形式を取りながら彼女が在留外国

人に関する業務を担当しながら得た知見や

所感について話してもらった。

初めに、新井田さんが国家公務員を志望さ
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れた理由をお聞きした。日本に滞在している

外国人、とりわけ社会的に弱い立場にある外

国人の方々にとっても生きやすい社会を実

現したいという思いから現在の仕事を希望

されたとのことだった。日本における外国人

政策はまだまだこれから成長していく分野

であることから、古い慣例に縛られることな

く仕事ができるという期待も同じくあった

とのことである。

しかしながら、現在の行政、さらに言えば

今の日本社会が移民の受け入れに対して厳

しい姿勢を貫いている現状を踏まえると、行

える行政の範囲もまた限られてきていると

いう示唆を頂き、移民政策もまた官界の論理

からは逃れられないということを痛感致し

た。

「日本人」ではない移民に対して行政が支

援を施す際にはそれ相応の論拠が求められ

る。そのためには移民もまた法律上「正規」

な存在にならなければならないわけだが、弱

者である事の多い移民に対して「正規」な存

在となるよう求める事が果たして公平とい

えるのかを考えさせられた。結局のところ社

会的弱者というのは、行政による支援によっ

てではなく、市民の理解と思いやりにより救

われるものかもしれない。

（モンタニョミチェルルイス）

福岡県庁 国際交流課

福岡県庁を訪問させて頂き、地方行政レベ

ルで行われている取り組みに関して話を聞

いた。日本語教室、各国の言語に対応した取

り組み、NGOやNPOとの連携等、教えて頂

いた。地方行政だから出来る事がある一方で、

制限もあり、それをどのようにして補ってい

くのかが課題となるであろう。今回は日米学

生会議で移民分科会だからこその訪問であ

ったが、市民一人一人が外国人労働者に対し

てより関心を持つ事が必要だと考える。その

興味が理解へと、そして豊かな多文化共生に

繋がるのではなかろうか。そのためには、日

本人と外国人間の草の根レベルでの交流が

もっと活発に行われる必要があり、これから

の取り組みに期待している。（原田有理子）

多文化まちづくり工房

「多文化共生ってことば、なんとなく苦手な

んだよね｡」

多文化まちづくり工房の代表、早川さんの

衝撃のことばである。団体名に多文化という

ことばを使っていることを指摘すると「そう。

だから共生は使わなかった｡」とおつしやっ

た。「移民を受け入れることによって新たな

問題が起きるのか、それとも、今の日本社会

にすでに存在している問題が、外国人が入っ

てくることで顕在化するのか。だから、まち

づくりに着目してそこに住む人々とのつな

がりを大事にしているんです｡」

7月19日、在留外国人の住民が多く集中す

る横浜市泉区と大和市にまたがる県営団地、

いちょう団地を中心に活動されている、多文

化まちづくり工房を訪ねた。日本語教室のお

一識 嬢蔵

議 藝
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手伝いをさせていただき、その後一時間以上

にわたり夜遅くまで代表の早ﾉ||さんにお話

を伺った。外国人をどのように受け入れるか、

いかに日本社会での生活をサポートすべき

か、問題点は尽きないので割愛する代わりに、

私が今回のFTで強く感じたことを挙げる。

それは、想像よりも、「ふつうの」人々の団

体であったことである。移民を助けたい、と

いう大きな志を持った人や日本語を教える

講習をきちんと受けた人が活動されている

のかと思いきや、ちょっと興味がある、人と

話すのが好きという人や、コミュニケーショ

ンの苦手な人、ただここにいるのが楽しい、

という若い世代も見られた。彼らに共通して

いるのは、そこが彼らの居場所であり、早川

さんにとっては「生活」そのものなのだとい

う。多文化まちづくり工房の大きな特色とし

てその活動の継続性が挙げられるが、逆に高

すぎる理想は継続を阻むものなのかもしれ

ない。目の前に外国人が来て、となりに住む

COさんと何とかご近所づきあいしていかな

いといけない、という状況下では、広く緩や

かな人間関係で人々のつながりを保ち続け

ることが、長期的に在留外国人が日本社会に

根を下ろすサポートをするうえで、最も大切

なことだと感じた。（竹内瑞希）

移住労働者と連帯する全国ネットワーク

「移住労働者・外国籍市民とともに多民

族．多文化共存社会の創出をめざすNGO」と

掲げる移住連ネットワークのホームページ

を見つけ、すぐさま連絡を取り、良い返事を

頂けた。「多文化共生社会」なんて、日本で

実現できるのか。そんな疑問を持ちつつ事務

所に向かった。しかし、お話を伺う中で、私

の疑問は悉く打ち砕かれた。「80年代から、

日本は既に多文化共生が始まっている。現実

を直視していないだけ｡」15万人の技能実習

生に、留学生や永住者等、確かに近年、外国

籍の人は多いように感じる。「共存している

事実に目を向け、差別をなくし、人権を保護

しようとする視点が必要。移民の受入れの議

論の前に、日本は外国人の方々に対する考え

方を変えていかないといけない｡」今年7月

18日には､最高裁にて生活保護が外国人の権

利ではない、と判決が下された。それら外国

人の人権を考える上で不可欠な論点につい

ても、具体的にお話を頂いた。渡米前に、移

民の問題を考える上で重要な視点を養うこ

とができ、非常にハツとさせられる濃厚な時

間となった。（松居純平）

移住連訪問の様子 71
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農業の在り方を通してアメリカという国

の「食」に対する考え方が理解できたのはと

ても興味深く、大量生産と椰楡される農業の

ありかたにも一理があることを納得させら

れた。しかし、だからと言ってこれまで培わ

れてきたそれぞれの食文化を無視した形で

の農業が進められてもいいというわけにも

いかず、世界の食料問題を最新の農業で解決

しなければならない一方でそれぞれの食文

化を守るにはどうすればいいのかと考えさ

せられた。

大方の問題は技術の発展により解決でき

ると考えるアメリカの主張にも筋は通って

いると理解した上で、それでもなお自分たち

の食文化の保護に固執しなければならない

のだと反論するのはそう簡単な事ではない

ようだ。（モンタニョミチェルルイス）

直前合宿

渡米を目前に控え、全員の士気が高まる中

での直前合宿であった。毎週事前準備の為に

連絡をしていたが、やはりFacetoFaceでの

議論は楽しく、心行くまで討論できるこの環

境がとても心地よく感じた。

分科会活動も、これまでの活動のまとめを

行い本会議に向けて最終調整を行った。渡航

前最終プレゼンとして移民分科会では日本

政府に対する政策提言を人権、教育、国籍、

国際協力としての受け入れという4つの観点

から行った。春合宿で決めた「渡航前までに

日本の移民政策に精通し、問題点を見いだし、

政策提言を行う」という目標が達成できた瞬

間であった。

またプレゼン後に行った分科会リフレク

ションでは、各々、本会議に対する決意を共

有した。人生でたった一度のJASC、どのよ

うなLifeChangingExperienceが待っているの

か心躍る直前合宿であった。（原田有理子）

第2サイト サンフランシスコ

サンフランシスコは移民RTの転機となっ

た場所である。第2サイト初のRTTimeはホ

ームステイ直後のJASCAlumniを交えてのも

のだった。そこで、私たちは一人の衝撃的な

先輩に出会った。彼は、「そもそも移民を受

け入れる必要はあるのか」という質問を私た

ちに投げかけたのだ。しかし、移民問題から

派生する多くの問題に目を向けようとする

あまりこの根本的な質問を見失っていた私

たちは、誰一人としてその質問に意見を述べ

ることが出来なかった。さらに、他の先輩方

からも、移民問題には他の様々な問題が絡み

合っており国の仕組み自体を考え直さなけ

ればならない、学生は議論を楽しむべきだ、

等の意見をいただき、今まで私たちが重ねて

■本会議中の活動

第1サイト デモイン

第66回日米学生会議の4つある開催地の

うち、最初の開催地はアイオワ州のデモイン

だった。他の開催地に比べてあまり有名な街

ではないにせよ、アイオワ州はアメリカの一

次産業を代表する州である事から「農業」を

テーマとした数々のイベントが行われた。

そして農業をテーマに据えながらも「最新

技術を活かした農業」と「従来の伝統を重ん

じた農業」の二つの側面に着目したイベント

が多かったように思う。
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た。

移民分科会としては、主にヨーロッパ系移

民の受け入れを行っていたElislslandへの訪

問があった。アメリカが移民国家である事を

再認識し、彼らのアイデンティティーを一つ

にして大国になったアメリカは純粋にすご

いと思うと同時に、これから日本が受け入れ

る移民に対して同化／統合のどちらを推進

するのか、理想とする多文化共生は何なのか

を考えるようになった。（原田有理子）

きたRTTimeが、情報の共有にすぎず表面的

な意見交換だけに終始していたことが露呈

したAlumniMeetingだった。

その後、私たちは今までのRTTimeの使い

方を見直し、それぞれが達成したいことは何

なのか、どのような方法を取ればそれが達成

できるのかを話し合い、政策提言にこだわら

ず、徹底的に議論を楽しむことに決めた。

各々が興味のあるYes-NoQuestionをあげ、8

つの議題について事前のリサーチ等で負担

をかけることなく、互いの意見をぶつけ合う

ことにしたのだ。この機にそれまでの不満や

違和感、ファイナルフォーラムへの不安を正

直に口にできた自分に驚いたとともに、それ

を受け入れ一緒に代替策を考えてくれた他

の全メンバーに非常に驚いた。このRT

renectionが、個人の興味も移民問題に関する

知識量もバラバラなメンバーが初めて互い

に歩み寄ろうとした瞬間だったのではない

か。（竹内瑞希）

第4サイト ワシントンD.C.

最終サイトでの滞在は、私にとって期せず

して最も濃縮された時間となった。まず、フ

ァイナルフォーラムでは、移民に関する議論

の過程で発見した各々の「問い」を、観客に

問いかける形式でプレゼンをしたが、一人1

分にまとめ、短く自分の問題意識を発表する

ことの難しさを痛感した。そして、私が直前

まで出馬を悩みに悩んだ実行委員選挙。大学

院進学を検討していたので初めは考えてい

なかったのだが、会議を通して発見した日米

学生会議への愛情から、出馬したいという気

持ちが最高潮に達した。蓋を開けてみると、

私は第67回日米学生会議の実行委員長に選

ばれていた。その後帰国までの二日間は、真

夜中の3時まで続く新実行委員会での怒涛の

会議。それと同時に舞い込んできた第66回

会議参加者との別れ。だが、帰国日には別れ

を惜しむという感覚はなかった。Oncea

JASCer,AlwaySaJASCer.耳にタコが出来たが、

ここで育んだ友情は、これからも生涯続くと

感じている。（松居純平）

第3サイト ニューヨーク

終戦記念日の講演では原子爆弾の事を、

9.11メモリアルでは起こった事実を、涙を流

しながら語られるアメリカ人講演者の姿を

見て、改めて人の命の尊さはいつの時代も、

どの人種も同じであることを再認識した。同

時に日本は、第二次世界大戦で被害者のみで

はなく加害者であったという認識を、事実の

歴史教育を強化する必要があると感じた。

また国連で臨床心理士として働かれてい

る方とお話をする機会を頂き、国際機関／草

の根で働く事の各々の長所と短所を実感し、

自分の将来に関して考える良い機会となっ
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■分科会感想ファイナルフォーラム

ファイナルフォーラムでは8つの議論を紹

介するとともに、移民RTが本会議の途中で

議論の方向性を大きく変えたこと、そしてそ

の転換から学んだことを発表した。

リハーサルの時点から、これほど多くの議題

を羅列すると一つ一つの議論の内容が薄く

なりまとまりもない、といった批判が寄せら

れた。確かに、多くのRTは一つのゴールに

向かって議論をつなげており、発表を聞く側

から見れば私たちの議題間のつながりは感

じられなかったかもしれない。しかし、私た

ちにとって一番重要なことは1つの大結論を

だすことではない。移民問題に関する議論を

通して得られた相互理解の鍵である。このよ

うなRTは異例だっただろうが、お互いに意

見をぶつけ合い、充実した議論の進め方を模

索したという点においては、他のRTに負け

ないと自信を持って言える。なぜなら、前日

からMemorizationContestをやるほど入念に

準備し、当日の質問にも互いにフォローし合

いながら答えることのできたメンバーたち

が、ファイナルフォーラム後そろって達成感

や満足感を口にしていたからだ。（竹内瑞希）

竹内瑞希

私が本会議前から、日本側の参加者との

RTTimeで感じていた違和感が二つある｡一

つ目は、論点が議論中に大きくずれ、しまい

には今自分たちが何を議論しているのかわ

からない脱落者が続出することである。議論

の進め方も、必要な情報を共有した後好き勝

手発言を始めることが多かったのだ。お互い

が話しているときは尊重して聞きあうし、わ

からないことがあれば質問もすぐにできる

雰囲気であるにも関わらず、なぜこんなに議

論が迷走するのか全く分からなかった。

二つ目は、春合宿から本会議の途中まで、

方法論ばかり早く決めて内容の議論にたど

り着く前にプレゼン発表の準備を始めよう

とする点である。方法をしっかりと固めるこ

とも大切だとは思うが、フレームワークが終

わったら議論それ自体に熱を入れたかった

私にとって中身を置き去りにして表面だけ

形があるかのように取り繕った春合宿や直

前合宿のプレゼン、アイオワサイトでのRT

Timeは納得のいくものとは言えなかった。

サンフランシスコで、他のメンバーたちが、

今までの自分たちのRTTimeの進め方に疑問

を持ったことは、私にとって大きな好機であ

った。今までの不満や、とにかく議論がした

い、みんなの意見を聞きたいという思いをぶ

つけると、私以外にもそのような不満を持っ

ていた人が何人もいた。そこからのRT

renectionの時間を私は絶対に忘れないだろ

う。議論を進め整理する人がいない、各々の

興味のある分野を議題にしてファシリテイ

ターを順番に務めよう、ディスカッション形
ファイナルフォーラム直前の打ち合わせの様子
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お互いを刺激し合い、己の道へと戻り、逼進

していく。彼らの人生に関われた事は私の誇

りであり、私の人生に大きな隈石を落とした

彼らと出会えた事は、私の財産である。

他の分科会と比較して、移民分科会内では

衝突が少なかったように思う。これは「相互

理解」が案外簡単であったという事ではない。

私たち分科会には相手を尊重する事、お互い

に正直である事が最も重要であるという認

識があった。例えば、議論と、それ以外の時

間の区別が明確に出来ていた事や、全員の意

見が出るまでは決して次の議題には移らな

いという暗黙の了解があった。それはサンフ

ランシスコでお会いしたアラムナイの方が、

私たちの議論内容に関して厳しい指摘を下

さり、早い段階で自然と全員が一つになれた

のだと思う。

個人的には、将来国際協力分野を志望して

いるため、移民の受け入れが支援の一つのあ

り方になり得るのかという私の興味に関し

て議論を出来た事が印象に残っている。単な

る途上国支援ではなく外交手段としての国

際協力を行う際に、日本人技術者を現地に派

遣するのみではなく彼らを移民として日本

に受け入れ、教育することもODAの一つに

なり得ると考えている。

最後に、完全な相互理解は不可能に近いと

思う｡自分自身の行動でも理解できない時が

あるのだから当たり前であろう。しかし、相

手のことを知ろうと興味を持ち、歩みよる事

で相手の事は勿論、自己への理解に繋がるの

であろう。最後に、移民分科会として活動で

きたこの数ヶ月は確実に私の人生の糧とな

る経験であった。ありがとう。
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式だけでなくディベート形式でやっても面

白いのではないか･･･RTで話し合ううち

に、それまでもやもやとしていた違和感が明

白な問題点として浮かび上がり、それに対す

る解決策がどんどん提案された、言いだしっ

ぺの私の予想をはるかに超えるすばらしい

時間だった。

その後は、議論をリードすることの難しさ

に直面しながらも、大いに対立意見を戦わせ、

ときにぱちぱちと白熱する議論を楽しむこ

とができた。また、順番に議論をリードする

役を務めることで、議論全体がうまく回るよ

うになったり、話し合っているうちに論点が

明確になっていったりした。同時に、議論が

不十分でさらに深く議論したいときはそれ

を素直に言い出せる雰囲気、そしてその人を

尊重して限られた時間の中で精一杯議論し

ようという雰囲気が生まれたように感じた。

RTを通して、もちろん日本とアメリカ、

さらに他の国々の移民政策や移民の人々の

置かれている状況に関心を持つようになっ

たが、それ以上に、今自分が目の前で接して

いる人とどのような姿勢で関わっていくべ

きかを大いに学ばせられた。アメリカ側の参

加者だけでなく、日本側の参加者同士も、お

互いに全く違う背景を持っていた。ハンドサ

イン等を駆使して積極的に相手を理解しよ

うという姿勢、そして自分の思いを正直に伝

えようという思いがつながって初めて相互

理解の第一歩となるのではないかと感じた。

原田有理子

全く異なる人生を歩んで来た移民分科会

のメンバーの人生がJASCを通じて交わり、
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松居純平

「移民の功罪と展望」分科会は、私の第一

希望だった。大学で国際法と人権を専攻して

いる私は、日米の移民問題に対し、「学生が

考え出し得る最善の政策提言を、日本とアメ

リカ両国に対して提出する」という目標を掲

げ、日米学生会議に応募した。移民の勉強に

関しては、日本側の参加者たちと、渡米前の

3か月で多読や専門家の方々との対話を通じ

て、念入りに行った。渡米直前には、実際に

日本に対する政策提言書の原案の作成をし

た。そして、待望の渡米に臨んだ。アメリカ

に対する政策提言をしようと…。しかし、到

着して唖然とした。アメリカ側参加者は、ア

メリカではなく、日本の移民問題により関心

を示していたのだ。始めは、何をしに渡米し

たのか、分からなくなった。そんな状態で、

3週間という限られた時間で、政策提言に向

けた議論のみをするのは、生産的ではない。

しかし、そこで落ち込むのではなく、我々は

今、この貴重な有限な時間の中で最大限出来

る何かを探した。そうして、我々は、今、お

互いが話せる議論をしようという結論にな

った。そもそも、非正規移民が永住権を得る

余地はあってしかるべきなのか、移民に対し

ても本国の義務教育を適用するべきなの

か？永住者に選挙権は認められるべきなの

か、認められるべきなら、選挙だけでなく、

出馬する権利はどうか。「そもそも論」を議

論した。つまりは、理想論である。当初の目

標が達成できなかったという点で、私にとっ

て悔いは残っている。しかし、それ以上の発

見があった。何の利害も考えずに、「どうい

う世界が良いのか」という、ある種の「夢」
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や「理想」を語る貴重な時間。腹を割って話

し、自分とは全く異なる視点を持つ相手の意

見も尊重する。時に全く異なる論点で意見の

食い違いがあったり、相手の意図が見えず苛

立ったり。議論では、常に「衝突」があった

が、互いに尊重し合い、学び合う姿勢からそ

れぞれが「調整型指導力」をとり、自分が出

来る最善を尽くすことができた。ここで発見

した「問い」を、今後も考え続けていこうと

思う。

モンタニョミチェルルイス

この分科会は私の第一志望だったことも

あり、皆と本音の議論が出来て良かったと思

っている。時として正確でない議論を行う事

があったとしても、話し合う事を通してそれ

ぞれの考え方に触れる事が出来たのは刺激

的であった。

この分科会を志望した理由というのも、移

民政策を難しく論じたかったからというわ

けではなく、単純に移民について話し合う事

を通して「人が人を選ぶ事は果たして可能な

のか」という、人間にとって普遍的な問いに

正面から向き合いたかったからである。

春に東京で集まって以降、毎週ミーティン

グを行ってそれぞれが調べてきた内容をも

とに議論したり、時には専門家に意見を伺っ

たりと、本会議に向けて勉強を重ねた。日本

での最後の発表会ではそれぞれが考えつい

た政策を披露するなど学生ながら生意気な

こともしたが、発表に至るまでの過程でそれ

ぞれの考えがより明確になった事の方が大

事だったと思う。

渡米してからの日々はなおさら刺激的だ

った。日本にいる時は議論も理想論に陥りが
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鈴木健司

「移民」という側面から物事を捉えることで、

「異なる文化を有する人々が共生するとは｣、

「人の移動が規制されるのは何故か」等とい

った根本的な問いに日米両学生に自由に議

論して欲しいという願いからこの分科会は

発足した。

そして、この議題を議論するにまさに相応

しい4名の日本側代表が当分科会メンバーと

して5月の春合宿において初めて顔を合わせ

た。当初は、分かり易い指標として、政策提

言ができる程度の知識を基礎から蓄積しよ

うと活動した。各々の居住地も異なるなかで、

殆ど毎週インターネットを介して長時間の

ミイーテイングを行った。時にはフィールド

トリップも行った。4名のメンバー全員が少

なくとも1度は自身で企画し、実際に実行し

た事実は当分科会メンバーの自主性や意気

込みを表していたように思う。とはいっても、

5月に初めて出会った4名が1つの分科会と

して活動する中では、自身の願望と分科会全

体の意見との折り合いや地理的距離による

葛藤等があったに違いない。それでも皆、本

会議に向けての準備に懸命に取り組んだ。

そして瞬く間に本会議は始まり、新たに米

国側代表4名を迎え新たな分科会として動き

必要にも迫られた。しかしこの機会を経て、

各々が会議を通して抱いていた不安や疑問、

それぞれの葛藤などを共有することができ

た。その作業を通して分科会の関係性はより

深いものになったように思う。そして、ファ

イナルフォーラムでは全員で話し合い、日本

側の当初目指した政策提言ではなく本会議

の中で議論した内容、そしてそこから学んだ
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ちであったが、移民問題の解決が急務である

アメリカにおいてではより具体的な解決策

についての議論が中心だった。アメリカでは

移民が生活している風景が当たり前であり、

街によってはスペイン語が「準公用語」とし

て機能しているくらいである。アメリカの学

生たちの意見は鋭いだけでなく、当事者しか

抱けない熱い思いがこもっていた。

一方は理想論を語り、他方は具体策を議論

してと、日米の学生の双方の微妙な違いは面

白く、おかげで最後の発表もエネルギーに満

ちたものとなった。発表を準備する過程にお

いて、そもそも人を選ぶ事は可能か、可能だ

としたらどのような条件を課していいのか、

受け入れる側になぜ人を選ぶ資格があるの

かなどといった、青臭いが本質を突いた議論

が出来たことは極めて有意義だったと思う。

程度の差はあれ、私たちにもまた人を選択す

る場面が訪れるかもしれない事を考えると、

物事の本質から逃げずに向き合う事は何よ

り大事なはずなのだ。そのような機会を与え

てくれたこの分科会には感謝の気持ちでい

っぱいである。この分科会に参加できて本当

に良かった。

■分科会総括

出した。3週間あまりという制約された時間

と日々の凝縮されたプログラムの中で、各々

が新たなメンバーと打ち解け、議論を深め、

ファイナルフォーラムでの発表の準備に迫

られた。新たな米国側の意見や視点に触れ、

会議中にはそれまでの日本側で形成してき

た考えは揺らぎ、葛藤した。会議中盤には、

それまで議論してきたことを一から見直す
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ことを発表した。

この分科会の特徴は、話し合う姿勢にあっ

たと思う。象徴的であったのは、会議中盤で

一から方向性を見直す必要性に迫られた際

であった。それまでの自分たちの活動を否定

するような作業を要するなかで、直ちに全員

での話し合いを促すメンバー、率直な自身の

葛藤を共有するメンバー、自由時間にも相手

の意見を聞き出そうとするメンバー、分科会

内の関係性の維持にそれとなく努めるメン

バーがみられた。逃げ出したくなるような状

況の中でも、各々が自分の果たすべきことを

考え行動していたようにみえた。そして最後

まで一人も欠かさずに、分科会活動をやりき

った。最終的には、政策提言のような分かり

易い成果をファイナルフォーラムでは発表

できなかったかもしれない。しかし、日米の

学生が互いに率直な意見交換を行い、そこか

らお互いが納得できるまで議論をするとい

った姿勢は、1つの日米学生会議らしさを体

現したと自負している。

最後に、当分科会メンバーであるAshley,

Beatrice,Jumpei,Luis,Mizuki,Sakura,Takuo,

YUrikoの8名に感謝を述べたい｡RTコーディ

ネーターとして未熟であった自分をいつも

暖かく迎えてくれた。米国側RTコーディネ

ーターのAyakaYoshidaにも同様に感謝した

い。忙しい中でも決して見捨てること無く自

分をサポートしてくれた。そして、当分科会

に関わってくださった全ての方々に感謝申

し上げます。様々な方々からのご支援なくし

て当分科会は成り立つことはありませんで

した。有り難うございました。
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ワシントン，.C.にて全員の集合写真
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現代における歴史教育とその社会的影響

ModemConsequenceSofHistoricalEducation

■分科会メンバー

大沼雄貴＊

板倉美聡

小宮山宗

辻村志帆

矢島ショーン

PramodhGanapathy*

AmeliaLoew

Risa(Lisa)Kanai

SungwooPark

YangLiu

（＊分科会リーダー）

一《

l;｡i學奉 鯵 111，11 11

■分科会概要

歴史教育は国民の帰属意識、愛国心を育む。

歴史教育によって培われた歴史認識の差異が、

朝鮮従軍慰安婦問題や尖閣諸島問題など国家

間、民族間対立を生み出している。日米両国

は太平洋戦争にそれぞれ異なった評価をして

いるが、真珠湾攻撃、戦時中の日系アメリカ

人強制収容所や原爆投下、そして極東国際軍

事裁判などの過去に起きた事実をどのように

捉え、国民に教育すべきなのか。アメリカで

はヒスパニック、ネイティブアメリカンなど

多くのエスニシティや移民が混在する中、ど

のような視座で公平な歴史教育を行うかが議

論されている。

当分科会では、グローバル化が進み民族や

文化が複雑に交差する現代社会において、歴

史とは何かを再考察し、すべての国家や民族

80

にとって公平な歴史教育を実現することが困

難な中、歴史上の事実をどのように教育すべ

きなのかを模索する。

■事前活動

春合宿

分科会は春合宿で圧倒的に多くの時間を過

ごした場所である。やる気のある人たちと興

味のあるトピックを議論するのは楽しく有意

義な時間であった。分科会のメンバーは自分

に比べて熱意にあふれ目的意識が強かった。

今までに様々な経験をしている人、アカデミ

ックな分野に力を入れていて多くの知識を持

つ人、プレゼンやディスカッション進行のノ

ウハウを有する人などそれぞれが強みを持っ

ており、自分がこの分科会で今後どういった
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たが、そうではなかった。軍と民間の考えて

いることは違うそうで、どの学生の意見も現

実的な発想に基づいたものであった。歴史認

識問題については、戦後日本の教育は自虐史

観に基づくものだとし、太平洋戦争の正当性

も含めて教育すべきだという意見も多かった

のに加え、日本の行った悪い行為はそれはそ

れできちんと教えるべきということだった。

現在対立が鮮明化している韓国については、

士官学校間での交流があるようで、大事な同

盟国として関係を改善しなければならないと

いったような声も聞かれた。話は集団的自衛

権にまで及んだが、防大生は、程度に制限は

設けつつも、集団的自衛権の容認には積極的

なようであった。議論はとても充実したもの

で、意見は尽きなかったので、もっと時間が

あったらよかったのにと皆言っていた。（小宮

山宗）

役割を果たし貢献してゆけばよいのか不安に

なった。分科会の反省点も見つかった。歴史

教育というトピックの性質上、議論が現在の

政治・社会問題の方に流れてしまいそこに多

くの時間を使いすぎてしまい、それ故に最終

プレゼンの準備が遅れてしまい持ち時間を大

きくオーバーしたまとまりのないものになっ

た。今後の教訓にしたい。（矢島ショーン）

定例ミーティング

私たちの分科会はメンバーが関東と関西で

分かれていたため、なかなか5人が対面で集

まることはできなかったが、スカイプなどを

利用して定例MTGを行った。まず初めに、ど

んな分科会にしたいのかということを話し合

い、「妥協なきRT」というスローガンを設定し

た。これは、英語で自分の意見を伝えきるこ

とや、本会議でベストを尽くすこと、そして

そのための準備をぬかりなく行うことなどを

念頭に置いたスローガンである。次に、これ

を達成するためには何が必要かということを

話し合い、定期的に振り返りをするべきだと

いうことになった。特に本会議では時間があ

っという間に過ぎてしまうことが予想された

ため､サイトごとにRTリフレクションを行い、

反省点を改善していくことにした。目標設定

後の定例MTGでは、各自が興味のあるトピッ

クについて調査し、プレゼンを行って、その

プレゼンをもとにディスカッションを英語で

行い本会議への準備とした。（辻村志帆）

議論を重ねた防衛大学生と

直前合宿

直前合宿で最も反省すべき点は、プレゼン

テーション発表準備のための議論となってし

まい、本会議のRTタイムをどう運営していく

かという建設的かつ実質的な議論ができなか
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防衛大学校研修

歴史問題がテーマだったので、防大生側か

らは過激な意見が多く聞かれると予想してい
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ったことにある。「直前合宿を自分たちのRT

タイムのなかでどう位置づけるか｡」という点

において、十分に思考がなされていなかった

ことが原因と考えられる。もちろん、「準備期

間の集大成を外部に発表すること｡」に焦点を

あて、その準備に資することも有意義である

が、それだけではあまりにも形式的な議論し

か出来得ない。そうではなく、実際に本会議

のRTタイムの限られた時間をどう使っていく

のか、いままで準備してきたことをどう本会

議で扱うのか。本会議で時間不足に悩まされ

ある程度の"妥協"が生じてしまったのは､直前

合宿において以上に述べたような実際的な議

論が足りず、本会議に持ち越してしまったこ

とに端を発しているのではないかと、悔やま

れてならない。（板倉美聡）

LGBTプログラムに向けたディスカッション

では、分科会のテーマから離れているにもか

かわらず、白熱した議論となり、歴史教育以

外に関しても各自の考え方を知ることができ

た良い機会だった。ここで相互理解を深めら

れたことで、第二サイト以降のディスカッシ

ョンがやりやすくなったように思う。（辻村志

帆）

第2サイト サンフランシスコ

第2サイトはサンフランシスコで行われた

第2サイトでの拠点はカリフォルニア大学バ

ークレー校であり、間にホームステイを挟ん

だため、RTタイムはあまり取れなかったが、

合間をぬってディスカッションをした。率直

に述べて、サンフランシスコは私たちの分科

会にとって最も困難な時期であったと思う。

主に話し合われた議題は分科会のスケジュー

ルとストラクチャーであったが、日本側英語

力が不十分なことや、メンバーにまとまりが

欠けていたため、話し合いに折り合いがつか

なかった。結局ここで決まったのは、日本に

おける超国粋主義運動を題材として扱い、分

科会の名前に従って、社会的影響、その原因、

その解決策という構成で調べを進めていこう

というものであった。第2サイトが終わり、

全日程の半分が終わった時点で構成やスケジ

ュールの話ばかりしていて本題に全く触れて

いなかったのは不安であったが、他の分科会

も言語の問題や意見の調整に苦慮し、同じよ

うな状況だったようであったことから、無意

味に時間を費やしたのではなく、JASCの分科

会にとっては必要な時間だったのかもしれな

い。（小宮山宗）

■本会議中の活動

第1サイト デモイン

アイオワの牧歌的な空気の中で、RTタイム

も穏やかに進んでいった。わたしたちは各自

のRTペーパーについて発表をし、これに対す

る質疑応答と簡単なディスカッションを行っ

て、お互いを知るところから始めた。歴史教

育といっても、その言葉から想像するものも、

関心を持つテーマも全く異なっており、新鮮

だった。私たちの分科会には中国と韓国から

来た学生がいたため、それぞれがもつ歴史観

も大変興味深いものだった。出会ったばかり

ということで遠慮はあったものの、RTタイム

以外の時間も活かして、だんだんと距離を縮

めていくことができたように思う。特にサン

フランシスコで行われるタレントショーに向

けた練習では、仲を深めることができた。

82



第5章 分科会活動

日本側参加者の一人が徹夜でパワーポイント

を仕上げてくれたこともあり、到着後すぐに

プレゼン原稿の作成、暗記に取りかかること

が出来た。幾度となく練習を重ねたにもかか

わらず、いよいよ発表を迎えるとみな極度に

緊張していた。終わってみると、発表自体は

成功したと感じた。それまでの議論が充実し

たものであったこと、ほかのメンバーが優秀

で理解があったこと、そして何よりメンバー

の仲がとても良かったことのおかげである。

(矢島ショーン）

第3サイト ニューヨーク

慢性的な睡眠不足とオーバーワークと、そ

して迫り来る分科会発表への重圧にもまれた

第3サイトでの思い出は、苦くて濃い。ある

程度の一貫性の求められるパワーポイントの

作成に関しては、誰かが情報を統合し構成を

組み立てる作業を管轄する必要があり、その

分野で経験のあった自分が担当することにな

った。しかし、自分の英語力のなさから伝え

られない、聞いてもらえないことによる深刻

なミスコミュニケーションがおき、自分への

不甲斐なさとメンバーへの憤怒に操まれなが

ら、人気のなくなったラウンジで朝の5時ま

でパソコンに向かい続けたこともあった。た

だ悔しく、腹立たしく、そしてどこか虚しく、

しかし全ては自分の無力さに帰するのだと思

うと感情のやり場さえ見失われ、目の前のタ

スクに全力を注いで今後の努力と成長を誓う

ほかなかった。（板倉美聡）

ファイナルフォーラム

多くの困難があったが何とかファイナルフ

ォーラムまでこぎつけ、結果的には評価の高

いプレゼンテーションを作る事が出来た。そ

の要因は、各人の長所を生かした役割分担を

して全員で協力するスタイルをとったからで

あると思う。ディスカッションは当初の予定

通り「現代における影響」から始まり「その

影響」を議論していたところであったが、「解

決策」の部分に関しては全体で議論をする時

間がなかった。社会人に比べて自由に議論が

できる「学生会議」においては解決策の提案

こそ最も關達に議論するべきところだと考え

ていたが、時間の制約で、個人の提案のレベ

ルにとどまってしまったのは残念である。そ

れでもプレゼンテーションにまとまりがあっ

たのは、皮肉にもそれまでに嫌ほど構成につ

いての議論を重ねていたことの賜物である。

準備においてはアメリカ人が日本人の英作文

を添削するなどして、文字通り協力し合い、

深夜まで練習した。歴史教育分科会ではフォ

ーラムのトリの大役を任されていたので重圧
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第4サイト ワシントンD.C.

第4サイトであるワシントンD.C.のプログ

ラムの目玉は、もちろんファイナルフォーラ

ムである。ファイナルフォーラムでは、各分

科会がプレゼンに10分、質疑応答に5分と

いう与えられた時間の中で、三週間に渡る議

論の成果を発表する。いわばJASCのメインの

ひとつである分科会活動の集大成である。ワ

シントンD.C到着の翌日がリハーサルであり、

この時点でプレゼンが出来上がっていなけれ

ばならない。各分科会は第3サイトであるニ

ューヨークの終盤からその準備に終われ、焦

り始める。我が分科会も例外ではなかったが、
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も大きかったが、終わった後の達成感も一入

だった。（小宮山宗）

hardwOrkingsmdentlikeyou!」「Ithinkyouare

oneofthemosthardworkingpeoplelknowand

moreimportant,youalwayshaveapositiveand

廿iendlyattimde.Iknowthatyouwillbe

successfillinwhatevervoudointhefilmre.and
－ 〃

youwillgoontohelpmanypeople.Ithinkthat

youareinspirationaltoalotofpeopleandfeel

luckytohavemetyou.」というアメデリからも

らった言葉は、私の成果と努力を象徴する大

切な財産となった。「自分が人一倍努力するこ

とで、周りに「自分も頑張ろう！』というイ

ンスピレーションを与えること」という、個

人的な目標は一部達成されたといっても過言

ではないだろう。

■分科会感想

板倉美聡

試練や障害を乗り越える上で非常に重要な

ことは、それらが自分の人生におけるほんの

ステップにすぎないととらえることであると

言える。JASCのその先にあるものが見えてい

る者にとっては、JASCで経験する痛みも虚し

さも、すべて成長への布石と変わる。

始まる前から自明だったことではあるが、

やはり分科会においては自分の思考力と思考

の結果を表現する力のギャップに苦しむこと

になった。発言の質とは、アイディアの質と

表現力の掛け算によって決定されると思う。

すばらしいアイディアもゼロの表現力では外

部に発信されることはなく、もちろんどんな

に表現力があろうともアイディアの質がゼロ

では相手にされない。「アメデリとジャパデリ

の議論は、大人と小学生が議論しているよう

なものだって言われたけど、そうじやないで

しよ。小学生は小学生の思考力と表現力で議

論するから苦しまないけど、私たちは思考力

と発言力の差に苦しんでいるんでしょう。で

もそんなのわかってたやん。アイディアは自

分のなかにあるんだから、それを表現する練

習と挑戦のために。ここにきてるんじやない

の｡」と、空港で泣き出した仲間にかけた言葉

は、本会議が始まってからずっと自分にむか

って言い続けた言葉だった。

伝えられない、聞いてもらえない悔しい思

いも、投げ出したくなる衝動も数多く経験し

た。しかし、同時に、「Someday,Iwannabea
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小宮山宗

そもそもこの分科会への参加を決定したの

は東アジアの歴史問題に関心があり、アメリ

カの学生と議論することによってその解決へ

の手掛かりを得ることができないかという動

機によるものだった。そのため、分科会で取

り扱った日本の超国粋主義運動とは正に興味

のある分野であり、教育という観点から解決

策まで導き出せたことから、個人的には有意

義であった。今回は分科会の誰しも当該分野

の専門家ではなく、自分の知識不足も露呈し

たが、それはそれで今後の糧として活かして

いきたい。「妥協なきRT」という目標が6月の

東京ミーティングで決定されていたようであ

る。しかしむしろ本会議を通して私が学んだ

のは、「チームとして大きな目標を達成するた

めには、小さな妥協をすることを厭ってはな

らない｡」ということである。だから、妥協な

きRTという当初の標語は良し悪しだと思うに
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私たちの分科会はエクストラRTタイム

を多くとった分科会だったと思う。ファイナ

ルフォーラムが近づく以前から､夜のフリー

タイムを使うなどして議論を深められたた

め､本会議を通して有意義なRTの活動がで

きた。RTリフレクションでは、ファイナル

フォーラムのために議論するのか､それとも、

目に見える結論を求めずに議論をするのか

という点で､意見の相違がみられたことも印

象に残っている｡結局この点に関して結論は

出なかったが､問題を抱えながらもファイナ

ルフォーラムを一丸となって成功させられ

たことは、良い経験になった。歴史教育とい

う分科会のトピックに関しては､日中韓の学

生がいたにも関わらず､とても穏便に議論を

進めることができた。ただ､本音でディスカ

ッションができたかと聞かれれば､そこには

疑問が残る｡互いに遠慮があったことは否め

ない。この原因の一部を、第二言語でディス

カッションをしているという事実が担って

いるかもしれない。私たちの分科会には、英

語が第一言語である学生が少なかった｡程度

の差こそあれ､第二言語である英語でディス

カッションをすることの難しさを､各自が感

じていたと思う。というのも、歴史教育とい

うセンシティブなトピックでは､小さな誤解

が大きな衝突を招くことがあるからだ｡アメ

リカ側参加者は日本人の英語力に気を配っ

て話してくれ､それはありがたいことであっ

たが、同時に悔しくもあった。特にこちらが

うまく説明できない時に、「日本語で話して

いいよ」と'IYanslationを促されることは屈

辱であり､絶対に英語で伝えようと思うとと

もに、自分の準備の足りなさを後悔し、今後
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至った。共に分科会で活動した超高学歴の人

たちの、こだわりが強くて全てに妥協しない

姿勢には感銘を受けた。しかしそれは裏を返

せば自我が強く頑固なのであり、集団の中で

は協調性のなさということにもつながりかね

なかった。チームとして一つの物を目指して

いたはずなのに、つい視野が狭くなって自分

の意見を押し通すことが主眼になってはいま

いか。特にサンフランシスコサイトあたりま

ではその傾向が顕著で、誰か一人が取り仕切

ったり、頑なに意見を押し通したりすること

でディスカッションが行き詰っていた。NYサ

イト以降アメリカ側がファイナルフォーラム

に向けて本気で動き出してからは全員参加型

となり、ようやく分科会の活動が前に進みだ

した。その際に個人の意見を重視した丁寧な

議論ではなく、多少強引にも作業を前に進め

てしまったともいえるが、時間や言語的な制

約を踏まえ、チーム全体の事を考えると適切

な判断であったと思う。ゆえに「妥協しない」

というのは、個々人が頑なに我を通すという

ではなく、チーム全体での成果に向けて妥協

しないという意味であるべきであって、その

大きな目的を達成するためには些細な事には

うまいこと妥協を重ねていかないといけない

のである。つまり、JASCのような分科会の活

動においては、いかにうまく妥協するかとい

うスキルこそ問われているのだと思った。厄

介な問題ではあるが、集団の中において個人

は自分の役割を自覚し、何が目的なのかを常

に問いかけ、適宜バランスを取らねばならな

いということを痛感した。

辻村志帆
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の英語学習への良い励みとなった。 週間前に初めて出会ったとは思えないほどで

ある。これは二人のコーディネーターがいつ

もRTに情熱と愛を注ぎ、そして彼らが慎重に

選んだメンバーそれぞれが愛すべきユニーク

なキャラクターを持ち、お互いを理解し合っ

ていたからに他ならない。JASCで得たものは

他にもたくさんあるが、この分科会に所属し、

メンバーと時間を過ごせたことだけでも会議

に参加した価値があった。そういっても過言

ではないほど、最高の分科会であった。

矢島ショーン

第一サイト、アイオワ州デモインに近い

GrimellCollegeでの初顔合わせの瞬間が今で

も忘れられない。初めて会ったのであるから、

当然のようにみな少々固くなりながら、共に

分科会を作り上げてゆくメンバーの様子をう

かがっていた。分科会の活動は、各々が本会

議に先立って書き上げたRTpaperと呼ばれる

報告書の内容の共有から始まった。それぞれ

が自分の興味分野について書いた報告書を元

に議論を戦わせるのは、考え方の違いに触れ

ることが出来、刺激的であった。一方で第一

サイトのすべてをこれに費やしてしまい、ニ

ューヨークにおいて時間に追われる原因にな

ってしまった。時間が十分にある時こそ時間

の使い方に気をつけなければならないと学ん

だ。第二サイトのサンフランシスコではホー

ムステイやレセプション、シンポジウムなど

に時間を取られ、分科会の時間を十分にとれ

ず、最終発表のトピックを決めるまでにしか

至らなかった。そんな状態で始まったのが最

も過酷な第三サイト、ニューヨークであった。

時間に追われる中で、パワーポイントや構造

といった発表自体の準備と発表内容の議論が

同時平行で進められ、公式プログラムが終わ

った後に深夜まで話し合うことが続いた。こ

うして、ほかのメンバーの大きな献身のおか

げもあり、ワシントンD.C･での最終発表に間

に合った。発表はプレゼン、質疑応答共にス

ムーズに行われ、成功に終わった。

私たちの分科会の最大の特徴は、本当に仲が

よく、互いに信頼し合っていた点である。数
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■分科会総括

大沼 雄貴

「現代における歴史教育とその社会的影響」

分科会は、昨年に日本にて開催された第65回

会議中に在日アメリカ大使館で行われた歴史

問題の議論から誕生した分科会である。日本

が位置する北東アジア地域には尖閣諸島問題

や従軍慰安婦問題など、国家関係を不安定化

する原因となる歴史認識問題が未解決のまま

である。日米の学生が歴史問題について議論

することで､問題解決のための糸口やきっか

けを作りたいとの思いから分科会活動に取り

組んだ。

幸いなことに、分科会の構成員は日本人、

帰国子女、中国人、韓国人、ヨーロッパ系ア

メリカ人、アジア系アメリカ人、と素晴らし

い多様性、そしてグループが多様にも関わら

ず素晴らしいチームワークや他者への気遣い

をもつことのできるメンバーに恵まれた。こ

の分科会での議論は、歴史教育やそれによっ

て生じた問題に対して、出身のみの視点では

なく、国際的な視座を含めた多様なアプロー

チから取り組むことができたが、答えの出な
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いつも笑顔でみんなを癒して、日本側代表団

とアメリカ側代表団の架け橋になってくれた

Lisa、議論での鋭い指摘とともに、いつも周り

をよく見てみんなを気遣ってくれた志帆、歴

史問題に対し強い危機感と熱意を持って議論

に取り組んでくれた宗、困難に直面しても努

力し続け、いつも最後まで寝ないでプレゼン

や議論の準備をしてくれた美聡、素直に自分

の持っているもの全てを注いでくれたショー

ン、そして分科会をいつも一番に考え、共に

素晴らしい分科会をつくりあげたパートナー

であるPramodhoこのメンバーだからこそ大き

な衝突を越え、忘れられない夏を実現できた

と思う。

い問題に対して議論は一筋縄では行かなかっ

た。議論の内容のみならず、分科会としての

ゴールや議論の進め方でも衝突があった。そ

れでもファイナルフォーラムと目の前に立ち

ふさがる問題に向かって、メンバー全員が深

夜まで議論に取り組む姿を見て、歴史問題を

引き起こす要因である国家や人種の枠を超え

た「相互理解」を目にすることができた。多

種多様な1人1人の人間とその数だけある価

値観が、時に衝突し、時に共鳴できること、

そして素直な自分を見せることができるのは

JASCの最も素晴らしいことであり、そういっ

た分科会を形作ることに寄与できたことは素

直に嬉しかった。

南京出身のバックグラウンドと豊富な知識

持って議論に大きく貢献し、常にみんなを和

ませてくれたYang、異なる文化や考えによっ

て衝突しても、その度に謙虚になって成長し

ていったAmelia、その独特な雰囲気と冷静な

視点で議論を良い方向に進めてくれたSung、

最後になりましたが分科会活動にご協力、ご

指導してくださった皆様に心からの感謝を申

し上げ、分科会総括とさせていただきます。

本当にありがとうございました。

87ワシントンD.C.での別れ際
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正義と道徳

MoralitvandJustice
ヴ

■分科会メンバー

古村大和＊

上島万波

奥谷紘子

竹中智

野間雄大

KenPanis*

ElioraYokanan

KasumiKanetaka

VanessaCheuk

YogeetaChatoredussy

（＊分科会リーダー）

■分科会概要

人々の価値観は地域や文化、宗教など様々

な要因によって形成され、それぞれの価値観

により多様な正義が存在する。1994年にルワ

ンダで発生した大量虐殺が、深刻な人権侵害

であるとの認識は各国一致していた。しかし

人道的介入とは言え、軍事力を用いて解決す

ることの是非については見解が分かれた。1人

の生命を犠牲にしても、多数の命が助かれば、

その殺人は正当化されるのか。海難事故によ

って食料を長らく絶たれた4人は、その1人

を殺害し遺体を食べ、3人が生き延びた。その

まま4人が餓死するより、3人が生き残ったこ

とを評価する正義がある一方で、その行為を

批難する正義もある。同じ事象でも、価値観

が異なれば正義も異なる。これに対して、道

徳は善悪を判断する規範として、誰もが共有

できる普遍的な価値観たり得るのか。当分科
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会では、価値観を形成する諸要因を考察しな

がら、果たして相異なる正義が共存できるの

か、道徳は普遍的に共有できるのか模索する。

■事前活動

春合宿

5月に行われた2泊3日の春合宿。第66回

日米学生会議日本代表団の一人として選ばれ

てから、初めてのイベントだった。会場へ向

かう道中、これからどんな夢や情熱にあふれ

た人たちに会うのだろうと胸を躍らせながら

も、自分の力がどこまで通用するのか、不安

を感じつつこの先ともに精進していく仲間た

ちと顔を合わせた。自己紹介などを経て分科

会の時間になり、より深くお互いのことを話

していくと、今まで出会ったことのないよう

な向上心と夢への情熱にあふれたメンバーに

大きな衝撃を受けた。合宿中行われたアラム
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個人差はあるとは思うが「わが国の平和と国

民の生命と財産を守るため」に､Defenseeffiorts

を増加させるべきと考えるのが自然だ。一方

で、護憲派を始めとする反対派の目線と主張

も把握しておかなければならない。また日本

に限らずアジアそして世界に視野を広げてみ

れば、韓国や中国の批判、アメリカの思惑を

も的確に理解しておかなければならない。こ

のように、常に多角的な視点で議論を行うこ

とで、より有意義な結論がでることを、防衛

大学校生との議論を通して学んだ。これによ

り本会議においても、日本の視点に留まらず、

米国側の視点や主張を深く理解しお互いの共

通点を紡ぎだすことで価値的な議論をするこ

とを心がけることができた。（竹中智）

ナイの方々との懇親会では、日米学生会議に

参加したことで人生が変わり、現在グローバ

ルな舞台で活躍するリーダーとなっているこ

とを改めて知り、この伝統ある日米学生会議

の一員となれたことをとても誇りに感じた。

合宿を通して分科会で議論した「正義と道徳」

の議論は、とても抽象的なトピックであった

こと、自分たちの英語力の不足から、満足の

いく発表を最終日にすることはできなかった。

その後の活動へ向けて、強く決意を固めた機

会となった春合宿だった。（野間雄大）

定例ミーティング

私達のRTメンバーは全国各地に散らばって

おり、ミーティングは全てオンライン上で行

われた。その状況の中で、限られた時間の中

で議論を如何に意味あるものにするか、その

ためにはどのような事前準備がミーティング

までに必要かを考えることが非常に重要であ

ったように思う。実際にとった手法としては、

各々のトピックを設定し、各担当者が自分の

担当分のプレゼンテーションを英語で行い論

点を提示。その動画に対し他のメンバーがレ

ポートを書いて共有しておき、その上でオン

ラインミーティングにて議論を行うという手

筈であった。ミーティング後にはフィードバ

ックレポートも共有した。（上島万波）

直前合宿

分科会のメンバー全員が一堂に会するのは、

春合宿以来のことであった。日本全国津々

浦々、散り散りとなっていた仲間と再会する

喜びを強く感じた日である。しかし、本会議

は目の前にまで迫っており、悠長に近況報告

をしている時間などない。対面で話し合えて

いなかった遅れを取り返すよう努めた。

直前合宿では事前の準備期間で議論した四

つの論題を整理し、本会議に向けた計画表を

策定した。それまではインターネット上で会

議をしていたため、様々な困難があった。人

数が増えれば回線は重くなり、そのスピード

の遅さには苛つくことも多々あった。表情や

微妙な声色の変化などが察知し難い環境であ

ると、相手の気持ちが読みにくい。情報技術

が大幅な進化を遂げる時代に、日米の学生が

顔を合わせて寝食を共にする本会議。スカイ
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防衛大学校研修

多角的な視野を持つことの重要性」を感じ

た。特に防衛大学生との議論の際にそれを強

く感じた。たとえばDefenseEfFortsに関しても、

「誰の目線に立つか」によって、意見が180

度異なる。防衛大学校の学生の目線に立てば、



第5章 分科会活動

プなどの情報技術を駆使したところで得られ

ない付加価値があるからこそ、日米学生会議

は代々続いていることを再確認する契機とな

った。（古村大和）

第2サイト サンフランシスコ

本会議第2サイト、カリフォルニア州サンフ

ランシスコ。移民やLGBTの全米でも最大の

コミュニティがあり、多様性の町として知ら

れる。私たちは、多様性パネルとして移民と

LGBTについて学んだ。移民の講義では、主に

アジア系移民を取り巻く歴史や新2世につい

て学び、LGBTパネルでは、パイセクシュアル

と、ゲイでありサンフランシスコにて同性婚

をした本会議アラムナイとそのご主人を招き、

カミングアウトや恋愛、家族との関係など彼

らのLGBTとしての生き方と､LGBTがいかに

現在の米国での権利を得たのか学んだ。普段

学ぶことのないトピックであるため、各々が

大きな印象を受けたように思う。現地の家庭

でのホームステイも行われた。私はLGBTパ

ネルで登壇されたアラムナイの方の家庭に滞

在した。私は以前からLGBT問題に興味があ

り、自分なりに活動をしてきたが、同性婚を

想像するのは難しかった。だが彼らと生活す

ることで、結婚が平等であるべきだと改めて

強く感じた。ホームステイ明けには、日米学

生会議80周年レセプションが執り行われ、再

び世界で活躍するアラムナイにお会いし、分

科会の議論に参加していただいた。第2サイ

トでは分科会の課題・反省点も見え、後半へ

向けて気持ちを引き締める機会となったと感

じる。（野間雄大）

■本会議中の活動

第1サイト デモイン

正直にいえば、みんな探り探りで何処かよそ

よそしい雰囲気が漂っていた第一サイトであ

った。仲良くなりたいけれど、どう仲良くな

っていけば良いのかわからず模索しているよ

うな感じである。それも当然だろう。初めて

会った人達と初めての環境でディスカッショ

ン。ましてや、違うバックグラウンド同士。

議論以前にどう理解していけばよいのか分か

らぬままに、とりあえず議論をしてみるもの

の前途多難。方向性を模索し直す。そうこう

する間にアイオワとお別れの日が来たといっ

た所感である。しかしながら、私は第一サイ

トで私達が時間を無駄にしたとは思わない。

恐らくどのRTも模索していたはずで、この模

索こそが実はこの会議の醍醐味の始まりであ

ったのではないかと思う。もちろん上手くい

かなければ焦りや辛い気持ちを感じることも

あるが、だからといって上辺だけで会話して

いては何の意味もない。アイオワの緩やかな

風に吹かれつつ、今後の方向性に不安を覚え

なくもなかった第一サイトではあったが、相

互理解への挑戦への始まりであったと言える

と思う。しいて言うならば、早い段階でもっ

と議論以外で互いを知る機会をしっかり作れ

たらよかった。（上島万波）

第3サイト ニューヨーク

JASCの折り返し時点であった、ニューヨー

クサイト。私の分科会での議論も白熱し、仲

が深まったからこそ深刻な亀裂も起こり始め

た頃であった。私自身も、なかなか自分の意
90
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こまで成長したのか。実行委員としての活動

を振り返る契機となった。

ファイナルフォーラムを乗り越えた分科会

の面々、その顔は晴れやかであった。ある種

の義務を果たし、責任から解放されることに

よって肩の荷が下りたのであろう。たくさん

の問題を抱えた分科会であったからこそ、心

から「お疲れ様」と伝えたかった。それから

の数日間、各々が自由に交流する光景が見ら

れた。分科会の垣根を超えて、気の合う仲間

と、関心のある話題を、徹底的に突き詰める

時間。残された僅かな時間を最大限に活用し、

悔いを残さないよう抗う様は最終サイトなら

ではの「JASCらしさ」であった。（古村大和）

見を、みなに上手く伝えられないもどかしさ

に悔しさを感じていた。そんな時、分科会ミ

ーティングの前後において、他のメンバーと

眠たい目をこすりながらそれぞれの率直な思

いを共有することができ、改めて仲間の存在

に感謝をした。特に、一人のメンバーとは、

分科会内での人間関係において同じような悩

みを抱えていたこともあり、じっくり話をす

ることができた。それまで自分の視野でしか、

問題を把握できていなかったが、そのメンバ

ーの話を聞く事によって、客観的に自分の置

かれている状況を理解する事ができた。また、

その時間によって、これまで知らなかったそ

の友人の一面も垣間みる事ができた。（竹中智）

ファイナルフォーラム

当分科会において、ファイナルフォーラム

は重圧以外の何者でもなかった。本会議の序

盤は「正義と道徳」の抽象性に混乱し、議論

の方向性を定められずにいた。中盤では、個々

人の衝突や体調不良によって、十分に話し合

う時間を持てなかった。全員で力を合わせ、

前進を始めたのが相対的に遅かったように振

り返る。そのため、日に日に迫る発表の機会

は私たちを焦らせ、追い込んだ。しかし、そ

れに必死に立ち向かった。

一丸となり、睡眠時間を削りながら議論を

交わした。日米の道徳教育について見聞を深

め、それぞれの正義感をぶつけ合った。誰か

が倒れたときは、それを全員で補った。不器

用ながらに、全力で駆け抜けた分科会の姿が

思い出される。最終的には、きちんとファイ

ナルフォーラムの舞台に立ち、各々が情熱に

満ちた眼差しで発信する様子が見られた。平
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デモインのレストランで小休止

第4サイト ワシントンD.C.

本会議を締めくくる場所はワシントンDC・

大きな節目となるファイナルフォーラムを目

前に、最後の追い込みを仲間たちと取り組ん

だ。心体ともに疲弊している中で、夜な夜な

議論を交わす分科会。その姿を見守り、昨年

の自分と重ね合わせた。参加者として臨んだ

日米学生会議から早一年が経過し、自分はど
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坦な道のりではなかった。それでも最後まで

諦めず、重圧に抗いながらやり遂げた当分科

会の面々を誇りに思う。（古村大和）

サイト以降毎日深夜に及んだ議論は深く意味

のあるものになっていったと思う。他のRTと

はタイプの違った議論であったとは思うが、

その内容ややり方は、議論点を何処まででも

掘り下げ、面白かった。

私自身が一番直面した問題は、語学及びそ

れに伴う相互理解の難しさである。皆が議論

に苦しみ続ける中で何とか自分の役割を見出

さなければならないと思えば思うほどドツボ

にはまっていった感が強く、会議が終わりし

ばらくたった今でも自分の現時点の能力を持

ってして、どうRTと向き合うのがベストだっ

たかを判断できないでいる。

今振り返って、正義と道徳RTでの議論は、

辛いことも苦しいことも悩んだことも沢山あ

ったけが、だからこそ学んだことも多く、自

分を、周りを、社会を、実に様々なことを考

えさせられる大変良い機会であった。この経

験を今後に生かすと心に誓った。

■分科会感想

上島万波

正直にいって、私達のRTは他の何処のRT

よりの問題を抱えたと思う。しかしながら、

同時に何処のRTよりも心の底からメンバーと

向き合おうともがき続けたと言えるとも思っ

ている。その証拠に、議論に苦しみ続けてい

ても､最終サイトDCにつくころにはすっかり

みんな仲良くなって、ファイナルフォーラム

後には確かに絆を感じたからである。

話を戻そう。私達が今回の会議でまずぶつ

かったこと。それは、正義と道徳というトピ

ックの議論の難しさである。春合宿でまず、

正義と道徳とはそもそも何なのかを頭が沸騰

しそうなほど考え議論し、如何にこのトピッ

クにおける議論が難しいかを実感した。私達

は皆、専門知識を持たない学生である。そん

な私達がどう議論を展開したら、より意味の

あるものになるのか。その答えを出し切れぬ

中でも事前準備及び議論を重ねて、本番に挑

んだ。

日本人同士の議論でも難しいこのトピック、

当然本番も方向性を決めるのに大変難航した。

結果的に、道徳概念を形作る重要なファクタ

ーに教育があると考え、日米の道徳教育を比

較する形で議論を進めた。その際実際の道徳

教育の現状を知ることは欠かせなかったため、

文献を読み、現状を知り、そこから議論を深

めていった。方向性が定まったことにより議

論における共通意識が生まれ、ニューヨーク
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野間雄大

遡れば、日本側参加者たちは春合宿から本

格的に分科会活動を始めてきた。私の所属し

た分科会は「正義と道徳｣。非常に抽象的であ

り、ある意味あらゆるトピックについて議論

できるものである。このトヒ°ツクの議論の難

しさに春合宿で気づき、それぞれが議論した

い正義と道徳に関わる例を挙げるという方向

性を見出したが、アメリカ側メンバーと合流

し、議論を始めることで、また議論の方向性

を見失うこととなった。

まず我々は死刑制度について、賛成反対に

分かれデイベートを行った。このようなトピ

ックについて英語で議論するのは初めてでも
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1ヶ月間であった。語弊を恐れずに言えば、

留学時代や就職活動を含む、今まで経験した

どのグループワークよりも難しく、フラスト

レーションがたまり、苦労をした。しかし言

い換えれば来春からの社会人生活を直前にし

て、このような「挫折経験」をすることがで

きたことが、何よりの財産であるとも思う。

まず｢意見を発する勇気」についてである。

アメリカ側の参加者と議論する際に常に求め

られた事は、私にしか持ち得ない意見を、勇

気を持って主張する事だ。これに関して、渡

米前から頭では分かっていたつもりだが、い

ざ本番となるとほぼ全くできず悔しい思いを

した。意見の根拠や裏付けを論理的に説明す

る事ができない、つまり感情しか伝える事の

できない幼稚な英語力も確かに問題である。

しかしそれ以上に、いかなる時も自分の意見

に自信を持って、それを堂々と他者に伝える

という基本的な姿勢ができていなかったこと

を痛感した。ただ、この1ヶ月で嫌という程、

その勇気を試される環境に身を置けた事で、

今後の仕事においては必ず改善していけると

確信する。

次に「意見を受け入れる思いやり」だ。私

は、人の意見を相手の立場に立って聞けるよ

うになる事を、JASCにおける一つのゴールと

定めていた。しかしその達成には想像以上の

努力が必要であった。10人の分科会メンバー

がいれば、10通りのコミュニケーションの形

がある。例えば、アメリカ側の一人のメンバ

ーは私に対して、冗談まじりに分科会に対す

る不安や不満を直接相談してくれていた。し

かし私は個人の課題に四苦八苦していたこと

もあり、彼女のうわくの笑顔やジョークだけ
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あり、やはりアメリカ側メンバーの方が議論

では言葉の面で優位になるため、議論につい

ていくのが難しく、議論が十分に理解できて

いない状態では自分の意見を議論の流れから

整理し発言するのは難しいことだった。自分

の英語力の不足にフラストレーションを持っ

た状態でサンフランシスコへ移った。

サンフランシスコでは自身の分科会へのコ

ミットメントが足りないことに気づきつつも、

どうしたらいいのか、言葉の壁に苦しめられ、

そのほかの分科会の課題も浮き彫りとなり、

分科会リフレクションを行った。それまで本

音をぶつけることを避けていたが、その時は

それぞれが正直になり、本音をぶつけ合い、

分科会の課題について考えた。その結果、議

論の質も以前と比べて良くなり、見えずにい

た分科会のゴールを「道徳教育」という形で

見出すことができた。

ニューヨークでは、ファイナルフォーラム

が近づいてゆく少ない時間の中で、夜も遅く

まで議論は続いた。皆が体調を崩しがちにな

ったのもこの時期で、お互いカバーしつつ、

協力してファイナルフォーラムへと着実に進

んでいった。

最終サイトのワシントンDCでは、ついに

「理想的な道徳教育」を提案する形で分科会

活動の集大成を終えることができ、全員で一

丸となって、葛藤や対立などたくさんの辛い

こともあったが、一つの目標に向けて支えあ

ったことで、強い絆を構築することができた

と実感した。

竹中智

「意見を発する勇気」と「意見を受け入れ

る思いやり」をこれでもかという程問われた
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を信じ込み、思いやりを持って接する事がで

きなかった。そして最終的に彼女の感情の爆

発を招く結果となった。この経験から、どの

ような意見であっても、それを発する側の意

図と隠された本音を想像しながら話を聞く姿

勢を学んだ。

このように私のJASCは決して順風満帆な

ものではなかった。しかしだからこそ、そこ

から反省をし、来るべき次の機会までに徹底

的に努力をする原点となったと考える。

一歩先に進むためには、その常識を破ってで

も守りたい感情や信念について語ることが必

要であった。がしかし、それを語り合うには

強固な信頼関係が不可欠であり、本会議の前

半にそれはまだ醸成されていなかった。核心

に触れない、どこかもどかしい議論を一週間

続けたメンバーは「日米の道徳教育」と言う

新たな議題を設定し、方向性を固める。両国

の道徳教育を通じて、お互いの価値観の根底

にある「正義と道徳」を考察する狙いだ。

ようやく議論も活発してきた会議も終盤、

今度は議論の内容のみならず、その方法、ま

た各構成員の態度について不満が続出した。

皆が皆、己の主張を貫こうとするあまり、分

科会の中で正義の衝突が起きていた。しかし、

怒りの告白や涙の話し合いを経て、一つにま

とまろうと藻掻く姿にこそ、私は正義と道徳

分科会の真価を確かめたと感じている。最終

的にはファイナルフォーラムの発表を通じて

一体感を強め、一つの組織として機能するこ

とができたように思う。

衝突なき相互理解は当然理想的である。し

かし、異なる価値観を理解し、心から受け入

れることは容易いことではない。日米学生会

議発足当時からの理念である相互理解を実現

すべく、本気の対話という困難に立ち向かっ

た分科会メンバーを私は誇りに思う。順風満

帆に進まない議論もまた、相互理解を目指す

日米学生会議の醍醐味であり、学生らしい分

科会であったと言える。円滑な話し合いでは

なく、大人ぶって譲歩することもなく、とこ

とん互いに組み合った経験は、正義と道徳分

科会の全員を大きく成長させたと確信してい

る。

■分科会総括

古村大和

正義と道徳分科会の本会議を一言で表現す

るならば「波乱万丈」が最も適切であろう。

当分科会は不器用に、しかし、全力で抽象性

の高い論題と向き合ったと誇りを持って振り

返る。

分科会発足当初から「正義と道徳」と言っ

た抽象的な単語に頭を悩ませた。両単語の定

義は日本人間でも多種多様であり、文化の異

なる米国では尚更千差万別の答えが予想され

る。共通の意味を見出せない言葉について、

果たして深みのある議論が可能なのか。本会

議前の準備期間はせめて、日本側の代表団だ

けでも共通の解を見出せないか模索した。

しかし、この過程もまた困難の連続で、結

局渡米するまでに「正義と道徳」と言った概

念の確固たる理解には至れなかった。

そして、迎えた本会議。死刑制度の議論か

ら幕を開けた当分科会は、一見順調に進むか

のように思えた。しかし、議論は次第に「人

を殺してはいけない」など、当たり前で空虚

な結論に辿り着いては思考が停止していた。
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域

蘭,§

ワシントンDCにて、将来の活躍を誓う
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日米関係におけるスマートパワー

SmartPowerinUS-JapanRelations

■分科会メンバー

大西由起＊

近藤直佑

澤隼

藤井一衆

村井咲絵

NorihitoNaka*

EveGillison

HannahJun

IsaacMin

TakeshiHidaka

(*は分科会リーダー）

■分科会概要

世界のパワーバランスは急激に変化してい

る。アジア太平洋地域では、中国の軍事的台

頭と海洋進出により、南シナ海における領有

権問題や尖閣諸島問題などの対立が顕在化し、

政治的緊張が高まっている。こうした中、自

国の文化や価値観、政策の魅力などで他国を

味方につけ、自らが望む結果を獲得できる「ソ

フトパワー」が注目されている。しかし軍事

力や経済力などの強制力を持つ「ハードパワ

ー」も依然として無視できない。従って現実

の国際社会では、ソフトパワーの限界を認識

しつつも、両者を巧みに組み合わせた「スマ

ートパワー」の活用が有効である。即ち相手

から信頼や共感が得られるソフトと圧力をか

けるハードの双方を、戦略的にバランスを取

りながら行使することが重要となる。当分科

会では、アジア太平洋地域の平和と安定のた

めに、両国がどのようにスマートパワーを活

用して日米安全保障体制の強化をはかるのか、

そして経済連携や文化交流を推進していくの

か考察する。

■事前活動

春合宿

自分たちのRTは最初から多くの情報のアウト
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ドトリップや防衛大学に向けての事前学習や

各自が調べたことを共有するなど、多岐にわ

たった。幸いなことに、私たちの分科会はフ

ィールドとリップに恵まれた分科会だったの

で、フィールドトリップに向けての事前準備

に力を注いだ。フィールドトリップを行うこ

とで、安全保障政策や外交政策に携わってお

られる方々に、本会議に役立つアドバイスや

知識を授かった。また、本会議が近づくにつ

れて、各自興味や関心がある分野について勉

強して、ミーティングで発表する勉強会を定

期的に行った。各自、太平洋の平和を模索し

た結果、欧州連合のようなアジア・太平洋の

国際機関を設立することとパブリックデイプ

ロマシーを効果的に使用するなどという考え

が浮上した。（澤隼）

プットに力を入れた。スマートパワーは比較

的新しい概念だということもあり、取っ付き

にくい部分は当然あった。しかし、違う大学・

学部・学年の者が集まり、それぞれの思いや

考えを出し合うと話は進展するのだなと思っ

た。周りと違う考えを持つことは大切である

が、それを活かさなくては意味がない。表現

がうまい者、知識を持った者、これから何か

を生み出す意欲のある者、追究心のある者な

どSPRTは多様な人々の集まりである。RTで

は自分たちの知識に限界があり、壁に打ち当

たった時も、視点を変えたり、発想を逆転し

たり、調べたりとアプローチを変えて話し続

け合った。ただ立ち止まることを知らずにひ

たすらアイディアを考え、まとめ、次につな

げられるように常に頭がフル回転していた。

春合宿は時間的に余裕もあり、多くの話が展

開され、多くの収穫があった（藤井一衆） 防衛大学校研修

防衛大学校の学生とディスカッションをし

て一番驚いたことはJASCerとの｢観点の違い」

である。私達は「日米関係におけるスマート

パワー」を考えていく上で、日本とアメリカ

の二国間におけるスマートパワーを考え、話

を進めており、その中で日米同盟もパワーの

一つになるという考えを持っていた。しかし

防衛大学校の学生は、日本とアメリカが日米

同盟をもって協力し、第三国との関係におけ

るスマートパワーという観点でプレゼンテー

ションをしてくれた。イラク戦争を例に、「日

米同盟を組むことで、日米の二ヵ国がソフト

春合宿最初の集合写真

定例ミーティング

春合宿を終えて、二週間に一度のペースでミ

ーティングをスカイプなどを通して行った。

ミーティングで取り扱ったことは、フィール

97



第5章 分科会活動

パワーとハードパワーをそれぞれ分担する事

は可能か？」など新しい切り口でディスカッ

ションができたのは大きな収穫だと思う。今

まで自分達が持ってきた見方も大切にしなが

ら、防衛大学校で得たもう一つの観点につい

ても、もっと調べていきたいと思う。（村井咲

絵）

が審議されている。日本が集団的自衛権を行

使できるようになれば、我が国はアジア・太

平洋地域の平和により一層貢献できるだろう。

また、本講演会を通して、日本が米国にとっ

ていかに重要な国かということを痛感した。

米国の同盟国として日本は、自由市場主義・

民主主義といって価値を共有している。日本

と米国が中心となることで、自由市場主義と

民主主義といった価値観をアジア諸国に拡散

できるだろう。森本先生の話を伺って、アジ

ア・太平洋地域における日本と米国の影響力

について理解が深まった。（澤隼）

細谷雄一氏 慶應義塾大学教授訪問

防衛大学生との分科会討論 私が企画したFTの一環で、慶応大学三田

キャンパスにて法学部政治学科の細谷雄一教

授に小規模な講演を行ってもらった。参加者

は私の他に小松崎、藤井、澤、岡崎、光本が

参加した。講演では主に、ソフトパワーに対

する考え、憲法九条改正の必要性、東アジア

統合に対する見解、中国の台頭に対する日本

のアプローチなどについて、話して頂いた。

講演では、教授は理路整然と自らの考えを私

たちに話してくださり、質問に対しても具体

例を用いた明快な解答を下さり、参加者一同

教授の考えをすっかり鵜呑みにしてしまった

そしてその後のRTミーティングでも教授の考

えに何の疑問も持たずに準備を進めてしまっ

た。しかし、本会議でアメデリと講演での内

容を議論した際、アメデリの批判的な着眼点

森本敏氏 元防衛大臣訪問

「安全保障政策は、他の学術分野と大きく

異なる。リスクを取れない政策だ｡」この言葉

は、今講演会で最も印象に残っている言葉で

ある。前防衛大臣として、日本の安全保障政

策に携わられた森本先生から、日米同盟を中

心とした米国の安全保障政策を伺った。米国

はオバマ政権の外交政策である「リバランス

政策」と米国内の財政的な理由により、アジ

ア・太平洋における日本を始めとする米軍の

再編を進めている。在日米軍基地の編成に伴

って、我が国が担う役割も変わってくるだろ

う。不平等な同盟だと言われ続けている日米

同盟を見直す転換期が来ているのかもしれな

い。現在、国会で集団的自衛権の行使の是非
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や疑問により、自分たちジャパデリがいかに

思考力に欠けていたのかを思い知らされた。

どんなに分かり易く、理路整然とした主張に

も、頭を使い批判的に捉えていくことで、よ

り高度な議論ができるということを実感する

ことができた。（近藤直佑）

直前合宿

五月に行われた春合宿から約三か月、二日

後には渡米し本会議が始動するという緊張感

の中、直前合宿は始まった。JASC特有のハン

ドサインや会議でのふるまい方が分からず、

また友達と言える友達もまだできていなかっ

た春合宿とは打って変わり、直前合宿では本

会議で全力を尽くすという共通の目標を胸に

持ちつつも､打ち解けた雰囲気が漂っていた。

合宿では各々の準備期間に行った研究、FTな

どをもとに議論を深め、プレゼンをし、質疑

応答を行った。最終日のリフレクションでは

各々の率直な思いをぶつけ、合宿を締めくく

った。私が直前合宿で感じたことはただ一つ、

参加者全員の知的好奇心の高さである。よそ

よそしい雰囲気の中行われた春合宿では見ら

れなかったが、直前合宿ではみな準備期間に

研究した事柄や、普段の学習について時間、

場所を問わず（時には風呂場でも）積極的に

議論していた。私はこんなに知的好奇心が旺

盛でいつでも疑問に思ったことや興味を持っ

たことを真剣に話し合える環境にここから約

一か月身を置けることに胸を躍らせていた。

（近藤直佑）

田中均氏 日本総合研究所

七月中旬にSPRT(スマートパワー分科会)は

外務省にてアジア太平洋局長や外務審議官な

どを歴任し、現在は国際戦略研究所事理長で

ある、田中均先生による講演を聞くことがで

きた｡今回は主にSPRT内で長らく話されてい

たアジア統合の実現可能性を主に聞くことで

SPRT内での議論がより発展することを可能と

した。田中先生によると、アジアで共同体を

創設することが難しいのは欧州連合とは異な

り、各国の違いが多すぎる点を強調した。ア

ジア地域共同体を達成するためにはその他に

関税撤廃や経済統合、海賊やテロ予防などの

非伝統的安全保障分野での協力関係が不可欠

だと主張。更には東南アジア諸国連合

(ASEAN)を中心とした、強国によらない運営

体制でないと中国の協力が得られないとも加

えて強調した。ハード又はソフトスタンスの

みでは隣国との関係を築けないことを意識し

なくてはならない。この講演後、私はスマー

トパワーが重要な対外政策であったとしても

成功させるためには長期的な戦略と戦術、そ

して繊細が故に慎重な作戦と執行力が必要で

あることを改めて認識した。（藤井一衆）

■本会議中の活動

第1サイト デモイン

本会議最初の開催場所はアイオワ州のデモ

インであった。このころはまだ日本側参加者
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もアメリカ側参加者も完全に打ち解けること

はできていなく、みな居心地の良い仲間と時

間を過ごすか、無理をしてでも取り繕った笑

顔で仲良くなろうと必死であった。RTではま

だお互いのことを知らないせいか、当初は活

発な議論が起こらず、みな様子見というよう

な形で、口数は少なかった。しかし、2，3日

も経てば、お互いの気心もそこそこ知れ、活

発な議論が始まる準備が整っていた。このこ

ろになって私が気づいたことは、アメリカ側

参加者の積極性である。アメリカ側参加者は

日本側参加者と仲良くなり、ミーティングの

回数をこなすにつれ、議論で自分の立場、見

解を述べる姿勢が強くなっていった。しかし

一方で日本側参加者の多くはその積極的な姿

勢に圧倒され、口数は少ないままであった。

この時私は自らの立場を主張することの必要

性、そして日本人がいかにそのことに対して

不慣れであるかを思い知らされたのである。

（近藤直佑）

イトでの最も大きな進歩であろう。しかし議

論が白熱すると同時に、私個人としては英語

力という大きな課題を突き付けられたサイト

でもあった。また議論が議論らしくなるにつ

れ、お互いの考え方や前提の違いに気づき、

なかなか前へ進まない時期もあった。そんな

状況を打開するきっかけとなったのは、アラ

ムナイRTTimeだった。分科会メンバーでは

なく第三者の立場から意見をもらうことで、

自分達に見えているもの見えていないものが

はっきりした。アラムナイRTTimeで議論し

た「2020年東京オリンピックと対外関係」を

ファイナルフォーラムで扱ったことからも、

結果としてこのRTTmeは非常に有意義な時

間であったように思う。（村井咲絵）

《唇》、夢
蕊
弱

》》串、鄙。
燕
、
、
《
、

霊》》》・
露
、
貼

需一

第2サイト サンフランシスコ

サンフランシスコサイトは、ホームステイや

企業訪問等も多くあり実際の分科会活動は限

られていたが、ファイナルフォーラムの成功

へ向けて、私達SPRTにとっては重要なサイト

となった。前サイトでの分科会活動は主に「お

互いに持っている情報の発信」を行っていた

が、それが段々と「相手の持っている意見へ

の賛同／反論」へ変わっていったことが当サ

グーグルツアーでの集合写真

第3サイト ニューヨーク

第三サイトのニューヨークは、分科会の時

間が毎日設けられていた。分科会での議論は、

ファイナルフォーラムをどのような内容で発

表するのかについて多くの時間を費やした。
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で立候補したのかは来年の参加者が肌で感じ

てほしい。そして、24日に本会議は終わりを

告げた。だが、忘れてはならないのは、本会

議が多くの人々から学ぶと同時に社会に還元

することで、多くの人々及び社会に影響して

おり、それを安易に考えてはならないことで

ある。（藤井一衆）

各分科会のメンバーが、本音や思いの丈をぶ

つけあった。本会議を振り返って、この第三

サイトで、分科会のメンバーがお互いにどの

ような思いで日米学生会議に参加しているか、

また、どのようなことについて焦点を当てて

議論していきたいのかということについて理

解が深まったように思える。最終的にファイ

ナルフォーラムでは、東京オリンピックにつ

いて焦点を当てることにした。ファイナルフ

ォーラムに向けて、日本側代表団とアメリカ

側代表団一人ずつからなるグループを構成し

て、東京オリンピックが日米関係にどのよう

な影響を与えるのかについて調べた。（澤隼）

ファイナルフォーラム

5月から始まった事前活動から約4か月。本

会議では米国側参加者と共に、何十時間と議

論に費やしてきた。そんな日米学生会議の軸

である分科会活動も、ファイナルフォーラム

で与えられた発表時間はたったの10分。一人

あたりの持ち時間は1分15秒。不安や期待、

恐怖、感動、葛藤。今まで各々が感じた全て

をこの1分15秒に凝縮させた。

私達は「2020年東京五輪を利用した日本の

再活性化」をテーマに、東京五輪を通して日

本のイメージがどう変わるか、再活性化を成

功させるためには日米両国がどういう対応を

取るべきか、などを発表した。

メンバー全員にとって100%満足のいく発表

だったとは思わない。しかし満足のいくプレ

ゼンテーションをすることが最大の目的なら

一人ですればいいのであって、目的はそこで

はない。8人で何度も何度も議論を重ね、お互

いが少しずつ案を出し、反論し、妥協して行

きついた結果が今回の発表だった。衝突し、

一人一人が孤独を感じつつも、準備に励んだ。

第4サイト ワシントンD.C.

私たちが第四サイトとして訪れたのはアメ

リカ合衆国の首都であり、第66回日米学生会

議で訪れる最後の都でもワシントンD.C.であ

る。この地で大詰めを迎えるにあたり、各分

科会がその成果を外部へ発信する機会である

ファイナルフォーラムが開催された。ソフト

に始まった本会議は、中間で一時は緊迫した

空気になりながらも、ファイナルフォーラム

まで刻々と時間が迫る中で、分科会メンバー

は今までよりもより多くの時間を共にし、最

後は強固で密接な連帯感を作り出せたのでは

ないだろうか。無事にファイナルフォーラム

が終了しても本会議が終わるわけではない。

次期、つまり第67回日米学生会議実行委員選

挙が行なわれた。各立候補者がどういう思い
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そんな中でのこの発表こそが、日米学生会議

ならではの醍醐味ではないかと思う。（村井咲

絵）

いことこそ、自分の思考力の低さ、そして知

識が浅薄であることを証明していることに気

づいたのである。私はこのことに気づいて以

降、講演を聞くたびに疑問点を見出さそうと

精を出したが、どう思考をめぐらしても、イ

ンターネットで調べればすぐわかってしまう

ような知識的な疑問点しか思いつかなかった。

これにより、益々自分の能力、努力不足を痛

感することになった。また思考力や知識量は

一朝一夕には身につかないということも身に

染みて実感することができた。この経験こそ

が、自分よりもはるかに学力的に優れている

人たちの存在を認めるきっかけとなっており、

またそのことが帰国してから日々の生活を改

める原動力となっているので、自分にとって

JASCを通じて得られた最高のものである。

寺
ｎ
判
１

I

ファイナルフォーラム前

■ 分科会感想文

近藤 直佑

私が本会議を通じて最も強く感じたことは、

自分に思考力が欠如しているということと、

視野が狭いということである。それぞれの開

催場所で用意されていた講演、イベントでは

必ずと言っていいほど毎回、質疑応答の時間

が設けられていた。当初、私は疑問に思うこ

とが無ければ、わざわざ手を挙げて質問する

必要なんて無いと思っていた。しかし、講演

の回数をこなすにつれ気づいたことは、毎回

手を挙げる人は大体決まっており、彼らの質

問や講演に対する自分の意見や疑問は、彼ら

の視野の広さや思考力の高さを感じさせるも

のであった。そしてよくよく考えてみると彼

らのうちの一人は、私と同じ分科会に属して

いて、常に議論を前進させたり、新たな視点

を提起したりする存在であることに気づいた

のだ。私はその時、漸く疑問に思うことが無

澤 隼

日本とアメリカがアジア太平洋地域の平和

に貢献すればいいのかについて、アメリカ側

代表団と議論したい。これが、私がスマート

パワー分科会を志望した一番の理由である。

昨今、アジア太平洋地域でのパワーバランス

が著しく変化している。中国の台頭や北朝鮮

の核兵器開発が、その最たる例である。分科

会での議論を通して、日本の国際社会での役

割とアジア諸国の日本とアメリカ関係につい

て深く考えさせられた。アメリカ側代表団と

議論して常に感じたことは、日本のプレゼン

スの低下やアメリカ外交の内向きが顕著にな
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制について言及した。しかし、渡米してアメ

リカ側参加者と初めて議論をした日、本分科

会は一気に方向転換することになったのであ

る。私たちは英語という言語的な障壁を感じ

る以前に、議論の展開が神速ともいえるほど

早さで展開されたことに驚きを隠せずにいた。

私たちがこれまで話してきたアジア統合は見

る影も無く消え去り、同時に参入してきた

「2020年の東京オリンピック」や安倍政権が

七月に行なった憲法解釈変更や集団的自衛権

行使の閣議決定、アジア諸島紛争など主に日

本がメインとされるテーマについて時間を割

くことになったためだ。ここに来て私は初め

て自分たちがいかに狭い視野で話を進めて来

たのかを実感した。その後は本会議を通して

幾度か太平洋の平和についても議論を展開さ

せ、アメリカ側にも私たちが準備してきた内

容を共有し話し合った。最終的にファイナル

フォーラムではオリンピックや憲法改正をメ

インに発表することになったが、それまでの

過程でお互いに自分たちが勉強してきた分野

についての共有、相互理解を深めたのは間違

いない。時には衝突もあったが、掛替えのな

い仲間と最も濃密な時間を過ごして議論する

ことこそが日米学生会議の意義であり、それ

を本分科会は達成出来たのではないかと私は

思う。最後に私たちを陰ながらサポートして

くれた二人の分科会コーディネーターに心か

ら感謝の意を表したい。波のあった分科会だ

ったかもしれないが最後まで導いてくれてあ

っているということだ。これからアジア太平

洋地域の安全保障を考えていく上で、アジア

の国々と日米は協力することが重要だ。また、

本分科会ではソフトパワーについて多く議論

できた。日本の文化や価値観が国際社会でど

のような評価を受けているのかを考えること

ができた。本会議を通して、分科会のメンバ

ーとは、安全保障や政治といった学術的な話

から日本やアメリカの価値観といった幅広い

分野についてデイスカッションした。このよ

うなディスカッションを通して、彼らたちの

性格や価値観を知ることができた。彼らと過

ごしたディスカッションの一秒一秒が、本会

議の一番の宝物である。次に彼らと会う日ま

で、成長した自分を見せるために精進したい。

藤井 一衆

「日米関係におけるスマートパワー」は一

見どういうものなのか、わかるようで実は幅

広い分野なのだと四月から始めて八月の最後

に思い知らされた。普通に連想される日米関

係や安全保障分野とは大きく異なり、スマー

トパワーは軍事のみならず、経済や文化、歴

史など多くのことを踏まえた上で議論を展開

することが求められている。渡米前、本分科

会がフォーカスしていたことは「太平洋の平

和」だったが、主にどのようにすればアジア

統合機構が創設できるのか、どうすれば中国

との協力関係を築けるのか等を中心に議論が

進められ、専門家を尋ねた時もその実現可能
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りがとう。

村井 咲絵

ては私の期待や目標は達成されたと思う。し

かしその議論は無論英語で行われていくので

あり、聞くこと・理解することで精いっぱい

で、自分の意見を的確なタイミングで語弊な

く伝えることができなかったのは自分自身の

反省点である。スマートパワー分科会は、英

語力の高い日米学生会議の中でも特にレベル

の高い分科会であったように感じる。もっと

英語力を身に着けたい、もっと自分の意見を

論理的に言えるようになりたい、そんな課題

を、この分科会を通してよりはっきりと意識

することができた。

スマートパワー分科会に所属したことによっ

て、自分が今まで見ていた、感じていた狭い

視野がぐっと広がったことが一番大きな収穫

であった｡これまでa広島という小さな世界で

18年間生きてきた私は、自分と似た意見に触

れることの方が圧倒的に多かった。大きな衝

突なく議論をすることが殆どであり、私の中

では「自分の"当たり前"｣が｢皆の"当たり前"」

になりつつあった。しかし日米学生会議は違

った。スマートパワー、特にハードの面を扱

う際には、分科会メンバーそれぞれの意見の

違いが顕著に表れていた。そして「どうして

そう考えるのか」「なぜあなたはそのトピック

を扱いたいのか」など質問攻めにあい、自分

の意見を根本から考えなおす機会となった。

また当分科会は一人一人が強い意見を持って

いる故に、衝突や言い争いの多い分科会でも

あった。「スマートパワー」という中身に対す

る議論の衝突よりも「それぞれの考え方」に

対する衝突の方が多かったことからも、生活

環境や受けてきた教育によって人の意見は全

く変わってくるということを、身をもって実

感した。しかしそういったトヒ。ツク以外の議

論も含め非常に白熱した分科会であったこと

は確かである。

自分と違う意見に触れることは、私が日米学

生会議に応募したきっかけであり、日米学生

会議に対する期待でもあった。その点におい

■分科会総括

大西 由起

「スマートパワー」とは、ハーバード大学

のジョセフ・ナイ教授によって提唱された、

いわゆる軍事力や経済力の「ハードパワー」

と価値観や文化の魅力である「ソフトパワー」

を掛け合わせた比較的新しい概念である。例

年、「安全保障」が日米学生会議の伝統的分科

会テーマとして取り上げられているが、第66

回には、安全保障を新たな角度から模索する

ため、スマートパワーに注目した。確かに、

表向きでは「日米の安全保障｣、「アジア太平

洋地域の平和と安定」がキーワードとして挙

げられたが、私自身としては、既存の概念に

とらわれず、学生ならではの柔軟な視点で議

論を進めて欲しいという願いがあった。

日本側の学生による事前準備の段階では、
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うになった。

ファイナルフォーラムでは、2020年東京オ

リンヒ。ツク向けて、ハードパワーとソフトパ

ワーを活用した新しい安全保障政策を提案し

た。我が分科会の発表に対して、「オリンピッ

クを起点に考える政策は今まで考えつかなか

った」と在米日本大使館の方からも評価を受

けた。まさに、国家間を超えた学生会議なら

ではの結論を出す事ができた。順風満帆な分

科会活動ではなかったが、最後にチームとし

て、ひとつの政策を提言できたことは、分科

会リーダーとしてとても誇りに思う。この活

動を通して得た経験や知識、そして出会った

人々を大切にし、SPRTが少しでも彼らの人生

の糧となることを願っている。

最後に、ご講演を引き受けてくださった森

本敏様､細谷雄一様､田中均様､Dr.HenryNau，

また、スマートパワー分科会活動を応援して

くださった全ての方々、そして何よりも私の

パートナーであるNorihitoNakaに心からの感

謝を申し上げ、分科会の統括と致します。

安全保障やハードパワーの議論が多く展開さ

れた。それぞれが分科会に対して強い思いを

持ち、互いの持っている知識や意見をぶつけ

合い、議論を深めていった。フィールドトリ

ップでも、参加者自らお話を聞いてみたい講

師の方とアポイントを取り、お会いする事が

できた。ミーティングでは、参加者が個々の

関心のあるトピックを提示し、それに関する

ディスカッションが行われた。チームとして

はハードパワー色が強かったが、ここでパブ

リック・デイプロマシーや広島の平和活動に

着目する者もいて、決して万全ではないが"ス

マートパワーらしい"準備をすることができた。

本会議では、「さすが、日米学生会議」とも

言えるほど、おもしろい展開となった。日本

側では、ある程度チームとして内容が固まっ

た状態で本会議に臨んだが、アメリカ側から

全く違う提案がなされた。それは、オリンピ

ックをスマートパワーとして捉え、2020年の

東京オリンヒ。ツクを中心に日本の再活性化に

ついて考察することであった。日本では主に

アジア統合について議論が進められたが、ア

メリカに来てスポーツの祭典という全く別の

視点から話が進み始めた。白熱する議論に、

次々と発言するアメリカ側参加者に対して、

日本人側は戸惑い、自分の意見を中々言えず、

ぎくしゃくする場面もあった。だが日が経つ

につれ、「これではmumalunderstandingにはな

らない」と参加者が自分の思いを相手にぶつ

け合い、チームとしての一体感も出てくるよ

駕譲 蕊簿

琴
憲悪蕊

熱き、

鑑

創溌‘燕§ 蕊藻:錘浄轤‘，

蕊溌 ﾐ蕊

》職番寺

慧蕊 撫錬，

PalaceofFineArtsでの一枚
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技術進歩と社会

TechnologicalAdvancementsandSociety

■分科会メンバー

木村優吾熊

岡崎栞

北原吉泰

小林勇貴

松井友紀

SharonLu*

KonokaKelliShiino

JessicaShindo

HarrisonBade

MinhHoang

（＊分科会リーダー） 灘
■分科会概要

人類は技術を駆使することによって利便性

や効率性を高め、より良い世界を作りあげよ

うとしてきた。インターネットはコミュニケ

ーションにおける時間と距離の障壁を大幅に

縮小させた。しかし、我々の生活に深く浸透

した結果、膨大なネットワークに集まった個

人情報や国家の機密情報を狙うサイバーテロ

が社会を脅かしている。医療技術においては、

胎児の遺伝子から先天性異常を調べる出生前

診断の技術の進歩により、以前に増して精度

が上がり、流産の危険性も少なくなった。し

かしより確かとなった障害の可能性を危倶し

て、胎児の人工中絶が行われる恐れがあり、

再び生命倫理を問うことになった。このよう

に、技術の進歩によって生活はより便利にな

ったものの、同時に疑問も投げかけなければ
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ならない。技術の進歩によって人々は幸せに

なっているのだろうか。当分科会では、技術

進歩が社会にもたらす功罪を様々な実例に基

づいて検証し、技術とどう向き合うか、どの

ように活用するかを考察する。

■事前活動

春合宿

春合宿のRTではメンバーから様々なテーマ

の提案がでました。最初はどんなテーマにつ

いて議論するかについて話し合いました。皆

様々な分野においての知識や興味があり、絞

り込むのも大変でしたがそこでお互いのこと

を知ることができました。時間はかかりまし

たが、たくさんの選択肢から幅広い視野で選

ぶことができてよかったと思います。また、
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原爆ドームおよび平和記念資料館

今回原爆ドームと平和記念資料館を訪れて

印象に残っている点が二点ある。

まず第一に、核実験への広島市長の抗議文

である。フランスで行われた水爆実験に対す

る抗議文を送って以降、世界で行われた全て

の核実験に対して市長が抗議文を送っており、

その数606通。核実験が行われた回数と抗議

文の多さにまずは驚き、日本人ですら知らな

いところで、広島が必死に声をあげているこ

とを知った。それにもかかわらず、海外はお

ろか国内にすら知られない｡600を超える抗議

文を送ろうとも世界中の核実験は終わらない。

抗議文を送る事が不要な事だという意味では

ないが、その努力の無力さを感じずにはいら

れなかった。

第二に、原爆ドーム訪問者の多くが外国人

であったことだ。アメリカでは原爆は正義の

為のものだったと教育されていると聞く。そ

の教育を受けたはずの外国人が原爆ドームを

見に来ていることを嬉しく感じた。上に抗議

文の無力さについて触れたが、資料館の生々

しく残酷な展示物をじっとみつめる外国人を

見ていると、個人単位ではあるが広島の努力

が人の心を動かせることも感じた。

私たち日米学生会議として何ができるのか

を考えると、まずは原発に関してアメリカ人

に知らせることが義務だと感じた。その上で、

何らかの形で日米学生会議として発信してい

きたい。広島だけが声を上げるのではなく、

声をあげる人が増え、多くの人が原爆につい

て考えるようになるだけでも意味ある一歩に

なる。その一翼を担う義務を感じたFTであっ

た。（岡崎栞）
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議論していく中でテーマの様々な論点をあぶ

りだすことができ、複数の違った意見が出て

きたことによってこれからますます議論を深

めていく道しるべを立てることができたと思

います。時間の区切りと明確な目標がなかっ

た分、皆思う存分自分の意見や興味について

話し合うことができたよい土台作りができた

と思います。（松井友紀）

定例ミーティング

「技術進歩と社会」の分科会では週に1回

hangoutを使いミーティングを行った。5月

頃にメンバー各自、核問題、着床前診断、情

報化社会におけるプライバシーとテーマを決

めた。6月には、各自のテーマに関して調べ

た内容を共有し、ディスカッションテーマを

決め、夜遅くまで白熱した議論を重ねた。7

月には日本側参加者は、同じ分科会のアメリ

カ側参加者が書いた論文を一人一人分読み込

み、他の日本側メンバーに情報を共有し、そ

の内容に関してディスカッションテーマを決

め議論を重ねた。こうした定期的なミーティ

ングをコツコツ重ねてきた事で、アメリカ側

と合流し議論を始めた際に知識面で困る事は

ほとんどなく、議論がスムーズに進んでいっ

たと思う。定期的にミーティングを行なって

いた頃が、今では懐かしく、寂しく感じる。

そう今思えるという事は、とてもいい雰囲気

で、意味のある時間を過ごし、ミーティング

を習慣化できていたからだと思う。（小林勇

貴）
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霧議蕊識蕊譲横浜サイエンスフロンティア高校

公立とは思えないほどの施設に終始圧倒さ

れてしまった。期待の分だけ費用がかかり,プ

レッシャーもかかっている印象だった。

SL(ScienceLiteracy)という、理科の先生でも

分からないような問題を研究していくため、

先生側に日常の勉強の継続が求められるが、

この試みは「先生は生徒と学び合うもの」と

いう私の理想を形にしている試みであり感動

した。また、SLが先生方の好奇心を刺激して

いるためか、心の病にかかる先生が少ないと

いうのは驚きであった。

遠藤先生が仰った問題点として「先生の教

える技術が追いつかない」というものがあっ

た。日本の教育方法は、そもそも「考えさせ

る」事を軽視しているため、SLという思考力

を必要とする授業には不適合なのであろう。

大学の教職課程の段階で、国際教育方法比較

論という授業でもあれば、教育方法にも幅が

出るのではないかと思う。教職をとっていて

思ったが、これから教師を志望している人達

の教育方法の視野の狭さ、日本の価値観に依

拠した思考方法に反吐が出そうであった。ま

してや、これから教師を志望しようとしてい

る人がこの件に関しての私の意見に議論をか

ぶせる事が出来ないのは、甚だ遺憾であった。

汚い表現を使っていしまったが、それくらい

私は憤りを感じている。将来大学教授になっ

て、国際教育方法比較論を作ろうと思う。

（小林勇貴）

識蕊譲蕊識

横浜サイエンスフロンティア高校に

東海大学医学部

日時：7月11日

実際に着床前診断、出生前診断、遺伝子カ

ウンセリングを行っている医師の方から着床

前診断を希望する方のケース、流れ、現在の

生殖医療の実態、将来的なデザイナーズベイ

ビーの可能性の3つについてお話をしていた

だいた。

着床前診断を受ける方の多くは日本では習

慣的な流産してらっしやる方が多いとお伺い

した。患者さんの要望、なぜ診断を受けたい

のかをお聞きし、同感して、実際に診断を行

ったあと、病気の確率などの数字を提示する

が、どうした方がいいなどの意見は言わず、

患者さんに判断を任せ、最後にどのような決

断をされても後押しする形をとるそうだ。こ

の際、患者さんに全ての決定を委ねるため、

大変患者さんには負担が大きいのが問題だそ

うだ。

現在以前よりも多くの方が生殖医療を経て

出産しているということで、ますます生殖医

療の知識や生命倫理について知る必要があり、
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身近な問題となっている。そして、着床前診

断が長期的に見て、本当に安全かどうかはま

だわかっていないようだ。

将来的にデザイナーズベイビーが実現して

も日本の人々がその価値観に対応し広く普及

するかは疑問だそうだ。また際限がないこと

も問題だと教えていただいた。

専門家の意見をお聞きし、分科会の議論の中

で出てきた質問にもお答えしていただき、貴

重な経験となった。（松井友紀）

■本会議中の活動

第1サイト デモイン

「出だしで今後の流れをうまく作れるかが

決まる」と、個人的に意気込んで望んだ第一

サイトであった。本会議で分科会として使え

る時間を計算し、6つあるテーマの中から3

つにテーマを提案し、メンバーの同意を得た。

3つのテーマを何日の何時から何時間話し合

うかまで決めることもできた。第一サイトで

流れをつかめた事が、本会議でスムーズに分

科会を進める事ができた要因だと思う。また、

アメリカへ向かうフライトで、日本側のメン

バーはこの分科会の結論がどう出るのか考え、

ある程度の見通しや結論を持ってアメリカ側

と合流する事ができた事も、本会議で良い流

れで議論できた要因だと思う。第一サイトは

アイオワ州という事で、農業に関する研修を

してきた。話し合う事が決まった3つのテー

マのうちの一つである「遺伝子組み換え食品

(GMO)」に対する考えを深めるのに絶好の

機会であった。GMOに寛容なアメリカ、厳格

な日本の対比を顕著に見る事ができた。（小

林勇貴）

直前合宿

いよいよ迎えた渡米前日の直前合宿。これ

まで春合宿から週1回程度のミーティングを

行ってきたが、その中での議論を他の分科会

に知らせると同時に、自分の中でも議論を整

理し、日本側の意見を再度固める良い機会と

なった。しかし、プレゼンテーションを作る

中でいざ議論を見返してみると、春合宿中に

議論し発表した内容から大きく発展した議論

は出来ていないような感覚を抱いた。もちろ

んFTに行って現場の声を聞いて知識は深め

たし、問題について考える時間を重ね、深く

考えて議論をしてきたが、そこから新しい視

点が多く出たわけではないように感じたのだ。

ただそれは私にとって悲観する事ではなかっ

た。確かに議論はこれ以上発展しなかったが、

それは逆に、アメデリに会って彼らの新たな

考えに触れ、議論が進むことへの期待を高め

たのだ。最後の日本人間での発表を終え、こ

れから始まる1ヶ月への期待に胸躍らせなが

ら直前合宿はあっという間に終っていった。

（岡崎栞）

第2サイト サンフランシスコ

第1サイトを後にし、分科会活動にもメン

バーにも慣れてきた第2サイト、サンフラン

シスコ。ここでは本会議中唯一のFTの時間が

確保されており、外部の声を聞く機会を得た。

わたしたち技術RTはElectronicFrontier

Foundation(以下EFF)という、NSA等政

府による監視活動に反対する団体を訪れた。

国民の安全を保障するという名の下行われる
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監視活動を通し、罪のない者が逮捕される等、

プライバシーの侵害以前に人権を侵している

事実や、実際にテロ活動を防止できた例が一

件もないという事実を知り、深く考えさせら

れた1日であった。過剰とも言える監視活動

は、「個」を大切にするアメリカ国民の性質に

なじまないものである。だからこそプライバ

シーの問題は日本よりもアメリカの方が大き

な問題として扱っているような印象を持った。

日本でプライバシー問題を議論していた時は

この問題との距離を感じていた私も、EFFを

訪れNSAを激しく批判する人の意見を聞き、

当事者意識を持って問題を捉えられるように

なった。（岡崎栞）

エアでは、グローバル化が拡大し、language

barrierがある中でのコミュニケーションに

関するパネルディスカッションを聞き、ビジ

ネスにおけるFacetobceの重要性を改めて

感じた。様々な場所に訪れるだけでなく、多

くのデリ同士のインターアクションもあった

のを思い出す。例えばNihongoは、アメリカ

側と日本の俳句を作り、日本が四季を重んじ

る文化であることを伝えることができたと思

う。またAtomicBombForumでは、原子爆

弾所持に関して、分科会関係なくグループに

分かれ、学生のそれぞれの知識に基づいた論

理的な議論をすることができた。

（松井友紀）

第4サイト ワシントンD.C.

最終サイトであるワシントンに到着して

「あと1日でファイナルフォーラムか。あっ

という間だったなぁ」と感じた。このように

感じた理由は、凝縮された1か月間だったか

らではないだろうか。分科会の最終サイトで

印象に残ったことは、やはりファイナルフォ

ーラムに向けた活動だった。RTのために設け

られた時間はもちろんのこと、空き時間はす

べてファイナルフォーラムの準備に費やした。

食事や移動時間もプレゼンを作ったことを覚

えている。やや辛かったというのが正直な感

想であるが、分科会のメンバーとこの辛い経

験を共有できたことで、さらにきずなが深ま

った気がする。ファイナルフォーラムも無事

に終わり、最終日を迎えた。最終日は分科会

のメンバーで朝まで一緒に過ごし、太陽が昇

ってやっと完成した分科会のコーディネータ

ーに向けたビデオレターを分科会全員で見た。

サンフランシスコ、グーグル本社

第3サイト ニューヨーク

ニューヨークでは、デリ同士もすっかり打

ち解け、分科会ではファイナルフォーラムに

向けての準備が着々と進められた。

ニューヨークでは色々な場所に足を運ぶこと

ができた。9．11メモリアルでは、テロの恐ろ

しさ、またその当時の様子のお話をお伺いす

ることができた。Citigroupでのキヤリアフ
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今改めて振り返ってみると、最高のRTメンバ

ーと同期に恵まれ過ごした夏の1か月であっ

た。（北原吉泰）

■ 分科会感想

北原吉泰

分科会はJASCの中で最も活動時間が多か

ったため、本当にたくさんの思い出ができ、

またたくさんの気づきがあった。ここではそ

の中から2つを取り上げたいと思う。1つ目は、

人間関係についてである。分科会活動を通し

て改めて人間関係の大切さを学ぶことができ

た。というのも円滑で充実した議論を行うた

めには、議論以外での人間関係が大きく関係

するからである。議論の中で相手と意見が異

なる際には、どうしても相手の意見を否定し

なければならない時がある。人間性を否定さ

れるわけではないが、自分の意見を否定され

ることは決して気持ちのいいことではない。

しかし、RT以外の時間で分科会メンバー同士

が深い関係を築いていたこともあり、意見が

合わない時は反対意見を堂々と述べることが

できるなど、基本的に何でも言い合うことが

できる仲になっていた。今後の人生を左右す

るのは人間関係といっても過言ではないので、

今後もJASCの参加者と同じように深い関係

を築いていこうと思う。

2つ目は､極限の状態であっても自分をコント

ロールすることの大切さである。よく極限状

態の時にこそ人間の真の姿が見えるといわれ

ているが、本当にその通りだと思う。参加者

の多くが、本会議のスケジュールが非常にタ

イトであるにもかかわらず、常に周りに気を

遣い、リーダーシップを発揮していた。2つ目

も究極的には人間関係に大きく関係する。

JASCで気がついた人間関係の大切さを忘れ

ずに、彼らとは一生涯付き合っていきたい。

ファイナルフォーラム

私たち技術進歩と社会の分科会は、デザイ

ナーズベイビー、遺伝子組み換え食品、原子

力発電、の3つのテーマを議論してきた。フ

ァイナルフォーラムに向けて最も苦労したこ

とは、全テーマにおける意見の不一致、10分

間の発表時間の使い方､という2点であった。

分科会の意見がまとまらない中、あるメンバ

ーが「懸命に議論した結果、分科会として意

見がまとまらなかったという事実をありのま

ま発表しよう」と提案をした。当初は反対意

見も挙がったが、ファイナルフォーラムでは、

議論の争点と賛成派・反対派の意見、の2つ

を盛り込んだ。しかし、発表の方向性が決ま

った途端に、10分以内に発表を収めるという

2点目の問題に直面したのであった。コンパク

トかつ内容の濃い文章を作り、それをスラス

ラと話すことは予想以上に困難なことであっ

た。何とかこの2つの問題を乗り越え、ファ

イナルフォーラムは無事に終えることができ

た。学生会議を振り返ってみて、ファイナル

フォーラムを分科会の目標にできたからこそ、

充実した分科会になったと思っている。（北原

吉泰）
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小林勇貴

本会議前に仕入れておいた事前知識のおか

げで、英語が苦手であっても議論の流れが予

測できたため、「原子力発電」「遺伝子組み

換え食品」「着床前診断」に関するディスカ

ッションは積極的に参加、発言ができた。自

分が英語が苦手で聞き取る事ができず聞き返

したときも、周りのメンバーが嫌な顔一つせ

ず丁寧に対応してくれたおかげでもある。メ

ンバーには、感謝しても仕切れない。ところ

が、NYサイトに移ってからは、どのように

最終フオーラムで発表するかという抽象化し

た議論となり、個人的に話の流れが予測でき

ない内容となった為、議論に入り込めなくな

った。残り時間が少なくなってきていて、自

分の為に説明する時間を割いてもらう事に意

味を感じなくなった私は、自分から議論に参

加しない事を選び、最終フオーラムの進め方

はメンバーに任せた。時に、議論から退く事

は必要だと思う｡しかし､話の流れを理解し

た上でポジティブに議論から退く事と、話の

流れを理解しできなくてﾈｶﾃｨﾌに議論か

ら退く事は全く意味合いが違う。NYサイト

でした私の行動は完全にネガティブな退き方

であった。自分の英語力の限界を知った。議

論以外でも、英語の壁によってアメリカ側参

加者のメンバーと分かり合えなかったりした

為に、話す事を敬遠してしまった時期もあっ

た。しかし最終的には、同じ時間を長時間過

ごした事で、信頼関係や友情でアメリカ側参

加者と繋がれたと思う。日米学生会議の趣旨

である相互理解は、本会議だけで終わりでは

ない。死ぬまで、一生かけて作り上げ続ける

ものだと思う。今度会う時には言語で繋がれ
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る様に、今回の悔しさを胸に刻み、勉学に励

む。

ElectronicFrontierFoundationにて

岡崎栞

異なる環境、教育の下生きてきたアメリカ人

と日本人との議論を通し、価値観の違いを肌

で感じたいと思って参加したJASCoアメデリ

が加わった事で、日本側だけで議論している

中では出なかった視点や疑問が見られ、まさ

に考えの違いを強く感じていた。生命倫理等、

技術RTは倫理に関わる問題を多く取り扱っ

ていたが、全員が少しずつ違う意見を持って

おり、非常に面白かった。議論は平行線では

あったが、私はむしろその意見の不一致を楽

しんでおり、その相違こそがJASCの意義で

あるとも感じていた。

しかし議論を面白いと思う一方、アメリカ

到着以来、私には日本にいた頃とは違った悩

みが生まれていた。性格上、間違える事や分

からない事を恥ずかしいと思ってしまう私は

英語面で分からない事があってもそのままや
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と議論することについてである。テーマはそ

れぞれ意見が割れ、国や社会的地位など様々

な立場に立ち、多面的に論点を見ることがで

きたと思う。そして、アメリカ側からは多民

族との共生、自国の国民性に関するアイデン

ティティといった面やLGBTなど、日本では

あまり意識されていない視点からの意見も上

がり、準備の段階では思いつかなかったこと

が話題に上がった。その中でも特に印象に残

ったのは、プライバシーに関する問題を話し

合っていた際、日本人は政府に自分のネット

の個人情報を見られている感覚はあまりない

が、アメリカでは政府が自分のネットが政府

機関に監視され、言論の自由などがなくなる

ことに問題意識を持っていた。そのように、

自分とは異なる国の学生と話すことで新たな

視点を取り入れることができ、興味深かった。

それと同時に先進国でもある国同士として、

発展途上国に与える影響についても話し合う

ことができた。

2つ目に道徳や倫理面を話し合うというこ

とについてである。社会の中で技術を使うこ

とに関する利点と欠点を並べて比較する際に、

多くの倫理的、道徳的な考えを盛り込むこと

によって、より本質をついた議論になったと

考える。なぜなら、道徳は確実な証拠はなく、

数字化することができないので、他の物質的

な事柄と比較するのは難しい。また、自分と

は違う倫理観を持っている人を納得させるの

は難しいからだ。その難しい中でお互いの考

えを交換し、理解に努めることはとても有意

義であったと考える。

話し合ったテーマは限られていたが、そこ

から話題を広げ、様々な社会問題に触れるこ
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り過ごしてしまう事が多かった。分からない

と言う勇気が出ず、気付いたら議論をいつも

耳で聞いているだけの自分がいた。そんな私

にとって第2サイトでの分科会は大きなター

ニングポイントとなった。誰にも相談するこ

となく1人で悩み続けた結果、涙が溢れたRT

リフレクション。泣く私が最後まで話し終わ

るのを待ち、優しく的確なアドバイスをくれ

たRTメンバーの言葉や姿､JASCメールの1

つ1つが忘れられない。メンバーに悩みを打

ち明けたことで楽になり、また頑張ろうと思

う気持ちを持つことが出来た。

この1ヶ月の分科会活動を通して私が得た

もの。それは専門的な知識でも、相手を言い

負かす議論の方法でもなんでもない。「仲間」

と「悔しい経験」である。学生という立場で

自由に議論をし、笑い、悩み、支え合う。た

った1ケ月の共同生活を通して、一生大切に

したい仲間を得た。そんな素晴らしい仲間と

過ごした1ケ月が悔しさの連続であったこと

も私は忘れない。悔しい経験をしたことで、

実行委員として参加する来年のJASCに向け

て課題が明確に見えている。貴重な経験をさ

せてくれたRTメンバー全員に感謝するばか

りだ。本当にありがとう。

松井友紀

最終的に原子力エネルギー、遺伝子組み換

え食品、デザイナーズベイピーの3つをファ

イナルフォーラムでは発表したが、その他、

政府と個人のネットのプライバシー問題につ

いても話し合った。分科会で話し合い、興味

深かった2つのことについて書きたいと思う

まず異なるバックグラウンドを持っている人
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とができ、分科会では多くの実りある議論が

できたと感じる。

がインターネットの個人情報を利用してもよ

いだろうと感じていた。しかしアメリカでは、

個人情報に対する態度は大きく異なっていた。

政府からの自由を強く追求するアメリカでは、

政府の個人情報利用に懐疑的な意見が多かっ

た。対テロリズムという名目で不当に拘束さ

れ、市民の知らないところで電話、メールな

どの個人情報が監視されているからだ。我々

はEFF(ElectromcFrontierFoundation)と

いうNSA(アメリカ国家安全保障局）の個人

情報操作に異議を唱えるロビー団体を訪問し、

個人情報の保護を巡る熱気を肌で体感した。

日本での準備活動中には欠けていた視点を得

たことで、この議題の本質的な課題がみえて

きた。

多様な意見を取り入れると共に、感情論を

避け、数字やデータの裏付けをもとに議論を

するよう意識した。例えば遺伝子組み換え食

物を巡る議論では、科学的な根拠もなく体に

悪影響があるとの考えが蔓延していることに

気付いた。

最終的に当分科会は各議題の争点をいくつ

かの視点から分析して、ファイナルフォーラ

ムにて視聴者に発表をした。答えがないとい

う問題の性質上、議論の両側面を与え、どの

立場をとるかの判断は視聴者各自に委ねた。

このように発表という形で私たちは分科会

の成果をまとめた。アカデミックさを追求す

るならば、専門的な知見をもった大学院生が

集まって、研究をした方が「成果」は出たか

もしれない。ただ当分科会は政治、生命科学、

医学、経営学、など様々なバックグラウンド

を持った学生の集まりであり、専門集団とは

到底いえないだろう。議論した内容は既存の

瞳

、、申士

輔

琴
騒

緋
蝉

ニューヨーク、自由の女神の前

■分科会総括

遺伝子組み換え食物は、その収穫量や強靭

さから食糧難の国を飢餓から救うことができ

る。一方で遺伝子の組み替えは自然環境に計

り知れない悪影響を及ぼす可能性がある。果

たして遺伝子組み換えという技術を獲得した

人類はどのようにこの技術を活かせばよいだ

ろうか。容易に想像できる様に、立場によっ

て意見は異なり、明らかな答えなどない。

当文化会は、遺伝子組み換え食物に加えて

原子力使用の是非、政府によるインターネッ

トの監視、出生前診断など、新た科学技術に

よってもたらされた問題について議論した。

答えのない問題を前にして最も重要な事は、

多様な視点を取り入れ、争点を発見していく

ことである。そのため当分科会はデイベート

形式を取り入れ、敢えて自分の意見とは異な

る視点に立って議論に挑んだ。

議論をする中で、以前持っていた意見を考

え直す事が多々あった。渡米前、多くの日本

側参加者は、国家の安全保障のためなら政府
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議論に止まっていたかもしれない。だが学生

が真剣に社会の問題に向き合い、議論をした

事実こそが重要である。そこには伝えきれな

い数々の妥協、挫折や迷いが繰り返され、相

互理解に結びついた跡が刻まれている。当分

科会の真の価値はそこにある。

技術進歩と社会分科会の成果が本当に花開

くのは、日米学生会議が終わり、各々の歩む

道においてである。時には苦しい思いをしな

がらも議論をまとめあげた経験はきっと今後

社会でも活きてくる。今後お互いがどのよう

に活躍するかが楽しみだ。

最後になりますが、当分科会にご協力頂き

ました多くの皆様に深く感謝を申し上げ、分

科会総括とさせて頂きます。
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ワシントン，.C.にて

NYエリースアイランドにて
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朝倉 咲希 はたくさんある」と感じたことを忘れず、今

後も前向きに人や物事から学び続けていきた

いと思う。

大きな区切りである20歳の夏をJASCで過

ごせたことは、今後も大きな意義を持ち続け

ていくと感じている。このJASCでの経験・絆

を心の支えとして今後も意欲的に毎日を過ご

していきたいと思う。

JASCでの思い出を格別なものとしているの

は、人の優しさを感じたたくさんの瞬間であ

る。知識や語学の面で壁にぶつかった時、メ

ンバーはいつも助けようとしてくれた。プレ

ッシャーや自分の能力の不足を感じた時、メ

ンバーにもらった手紙を読んで救われた夜も

何度もあった｡優しかったのはJASCのメンバ

ーだけではない｡多くの過去のJASC参加者の

方々が私たちの活動を助けてくれ、ためにな

る話をしてくれた。さらに、ホストファミリ

ーは面識のない私たちとたくさんの時間を過

ごしてくれ、笑顔をくれた。自分が一歩勇気

を出して相手と真筆に向き合おうとすれば、

相手の優しさに必ず気づけるということを学

んだように思う。私もJASCで出会ったみんな

のように、周りの人と丁寧に付き合っていき

たいと改めて思うようになった。

また、JASCにいて学んだのは自分にとって未

知な世界の広さである。本会議が始まる前ま

ではJASCでの人との交流とは日米間の交流

であると捉えていたが、本会議で感じたのは

JASCとはひとりひとりの間での交流の場であ

るということだ。アメリカ側参加者はもちろ

んのこと、本会議前から既によく知っている

気でいた日本側参加者同士の中でも、より深

く長く話すことで新たな個性やものの考え方

を発見出来た。また、それぞれのレクチャー

の後、どう感じたかなどを参加者の間で話し

合うことで、新たな発見を得て視野を広げる

ことが出来たと思う。さらに、人と話すこと

で、自分についてもまだまだ認識しきれてい

なかった長所・短所がたくさんあったことに

気付いた。今回JASCで「まだまだ未知な世界
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池田 耕一

私の人生にとって日米学生会議とは何だっ

たのだろうか｡現在の私の認識は「長い長い、

そして実り多い寄り道｣、である。私は大学で

ヨーロッパにおける経済統合を研究し、更に

宗教文化や国際協力に興味を持っているため、

東南アジアや中央アジア、中東各国を訪ね、

自分にできる人助けの道を探していた。正直

にいうと、私は「アメリカ」という国への関

心は非常に薄かった。政治・経済・文化、あ

らゆる面で日本がアメリカから大きな影響を

受けていることは重々承知している。しかし

ながら、「日本の利害」を考える意識や「日本

人」としてのアイデンティティを失くしてし

まったのだろうか、私はどうしても「日本」

という国を中心に物事を考えることができな

い。そんな私が日米学生会議に参加した理由、

それは単純。「自由とは何か」を自由の国で考

えるため。そして「環境問題」というテーマ

に強い関心があったからである。結果を言っ

てしまえば、私が参加した当初の目的は果た

されなかった。過酷なスケジュールの中で、

「自由」とは程遠い三週間であったし、環境

分科会でも満足はいったものの奮い立つよう

な議論にすることはできなかった。しかしな
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心に浮かび続けたとりとめのない疑問である。

「核兵器なくして世界の平和を保つ具体的な

方法を考えよ｡」AtOmiCBombFoulrumで出さ

れたディスカッション課題に取り組んだとき、

自分がたどり着いたものと、答えは同じであ

るような気がする。たぶんそこに明確な答え

はなく、ただ挑み続けることに意味があるの

だろう。

様々な感情が混沌と交錯する中で、かけが

えのない仲間と転んでは立ち上がり挑戦し続

けた日々を、すでに愛おしく思う。ここで出

会った仲間たちが、世界のどこかで活躍し続

ける姿を思い浮かべただけで、胸が踊る。私

もきっと負けない。ワシントン空港で涙なが

らに別れた仲間たちに、後ろ髪引かれる思い

で大きく手を振って、しかしその後振り返る

ことはせず、私はこの道を歩いていくと心に

決めた。

がら、最も大きな収穫は、予想もしないもの

であった。それは、多くの優秀なデリとのぶ

つかりあいの中で、「自分は何者であるか」を、

否応なく考えさせられたことである。私の過

去、私の使命、人には話せないようなことも、

JASCerならば真面目に聞いてくれる、自分の

ために泣いてくれる。それが、何よりもうれ

しかったし､だからこそ私も､大好きなJASCer

のためなら何でもできる、そんな思いを常に

抱いていた。日本側実行委員長が言っていた、

この会議の目的は「相互理解」にある､とい

う台詞。会議を通じて痛いほど感じた。国籍

なんて関係ない。私たちは理解し合える。国

籍なんて関係ない。日本人とだって、完全に

は理解し合えない。私の夢は「人助け」にあ

る｡JASCで得た気づきを､後悔を､苦しみを、

忘れずに進んでいきたい。

板倉 美聡

日本、アメリカ、韓国、中国。第66回日米

学生会議において随一のダイバーシティを誇

る歴史教育RTに、私は配属された。そこで私

たちは、歴史教育と右翼の進捗というセンシ

ティブである種のタブーとも言える問題に取

り組むことになる。

なぜここに集まる国籍も文化も違う個人は、

言語の壁をしても必死で互いに理解し合おう

とするのに、個人の集合体である国家は唯み

合うのであろうか。なぜ外から見れば地球は

限りなく青く丸く一つであるのに、そこに国

境や人種の違い存在するのだろうか。そして

この世界の抱える問題と私が目指す場所は果

てしなく壮大であるのに、私がつまずいてい

る石はなんて小さいのだろう。1ヶ月間、私の

上島 万波

一体何をここで語れば良いのだろう。言葉

で語るには様々な体験と感情を経験しすぎた

ようにも思える。期待と不安を胸にアメリカ

の地に降り立った日がまるで遠い昔のようだ。

JASCに参加するまで生まれてこの方北陸にず

っと住み医学部の狭いコミュニティで生きて

きた私はもっと広い世界を見ることを渇望し

ていた。今回の会議は、様々なバックグラウ

ンドと興味を持った人達と関わり、彼らを知

ることの出来る大変良い機会になると思って

いた。

結論から言うと、もちろんそれは達成され

たのだが、それよりももっと収穫であったこ

とは、自分と真正面から向き合うことができ
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たことだ。というよりは、否が応でも向き合

わざるを負えなかったと言った方が正しいか

もしれない。帰国子女でもなければ留学経験

もない私の最大の壁は言語であったが、言語

というコミュニケーションの最大のツールが

自分の中で揺らいだ時、ここまで自分の感情

と思考と行動が各々かけ離れた動きをすると

は思わなかった。そしてそれは文化の壁や自

己の喪失のようになって現れた。今まで思っ

ていた自分と違う自分、今まで見えてこなか

った自分の本質の一部を見た気がした。正直

にいって、その自分と向き合うのはとても難

しかった。しかしながら、向き合うことで今

気づけたことはこれからの自分の人生におい

て間違いなくキーになる。そういう意味で、

LifeChangingExpenenceであった。これから

精一杯精進したい。

そしてもちろん、自分自身のことばかり語

っていてもつまらないので、最後に一番重要

なことを述べたい。辛いことも苦しいことも

葛藤も沢山あったけれど、楽しいこと、感動

も沢山あり、それら全て含めて私の財産であ

るとはっきりと断言できる。そして、それら

の瞬間と感情を仲間とともに体験できたこと

は素晴らしいことであり、JASCで出会った仲

間はみんな私の大切な宝物である。これから

もこの繋がりを絶やさずにいたい。JASCに関

わる全ての人にこの場を借りて感謝の気持ち

を示します。本当にありがとうございました。

－ズである。私も、第66回日米学生会議実行

委員として、友人に、そして全国の学生に対

してこの決まり文句をよく使っていた。日米

学生会議で夏を過ごすのが今年で2度目。昨

年は日本、今年はアメリカと二つの全く違う

国で夏休みを過ごす事ができたのは、とても

素晴らしい経験であった。しかし、そんな夏

を2度も過ごしてみて、果たして私の人生は

変わったのかと聞かれると、答えに少し戸惑

う。確かに、日米の優秀な学生と熱い議論を

交わしたり、著名人の講演を聞いたり、企業

訪問や文化体験をしたりなど、普通の大学生

活では得られない経験をすることができた。

だが、これらが大きく自分の価値観や人生を

変えたかと言われるとそうではない。

「なぜ今JASCなのか｡」私たち第66回会

議実行委員会では、常にこの疑問と向き合い

ながら会議の運営を行ってきた。今の時代、

同じようなプログラムはたくさん存在する。

JASCよりももっと''LifeChanging''なプログラ

ムはあったかもしれない。とはいえ、私はこ

の選択をして後悔はしていない。たとえ、人

生が大きく変わらなかったとしても「日米学

生会議を経験して良かった」と胸を張って言

える。そして、この会議の運営に携わる事が

できて誇りに思う。決して順風満帆な会議で

はなかったが、数々の困難さえ良き思い出で

ある。何よりも、最高な実行委員チームと、

生き生きとしている参加者に出会えた事が私

にとって一番の大きな財産である。実は、こ

の出会いこそがG6LifbChanging''なのかもしれ

ない。

最後に、この会議に携わってくださった

全ての方々に心から御礼を申し上げたい。多

大西 由起

「日米学生会議で''LifeChangingSummer''を

過ごしてみませんか｡」これが多くのJASCer

がJASCの宣伝をする時に使うキヤッチフレ
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との出会いは衝撃的だったと、同時に自分の

大きな欠点が見つかったことに肯定的に捉え

ている自分がいた。

この代表団の声を書いている今も、私に

は将来に取り組みたい大きな夢や目標は見つ

かっていない。それでも。心で「無理」と思

うようなことが目の前に現れても、必ず－回

は挑戦し、解決するために何が必要かを考え

るようにしている。少しでも自分の可能性を

広げるために努力し続けていきたい。

くの方が私たちを支えてくださったように、

私も未来のJASCerをサポートしていければと

思う。これからの日米学生会議の繁栄を祈る。

大沼 雄貴

JASCでの社会問題に対する全力の議論、

様々な話を花咲かせた夜、一生の友情ができ

た分科会活動、そして一年間実行委員として、

15人の仲間と共に代表団71人のために頑張っ

たこと、どれもとても幸せな時間であった。

しかしJASC最大の幸せは､多くの素晴らしい

仲間と出会い､私の"可能性"を大きく広げても

らったことだろう。

今､思い返すとJASCに参加する前の私は、

大きな目標に対してできない理由を見つけて

は、挑戦することに諦めていた。JASCでも最

初の頃は「どうせ一ケ月程度議論したところ

で、大きな社会問題をたかが学生が解決する

のは無理だろう。」と心のなかで思いながら参

加していた。実際、分科会の多くは問題をす

ぐ解決できるような解決策は出なかった。

しかし、世界平和や理想の教育の実現、

貧困の根絶を本気で実現しようと高らかに語

る友人たちは、もっと大切な未来の"可能性”

に目を向けていた。今、問題を解決できなか

ったとしても、我々が今、議論したことから

なにか変わるかもしれない、解決に向けた答

えがこの夏に出なかったとしても、私達が大

人になった時にできることがあるかもしれな

い…、JASCは通過点にしか過ぎないと語った

友人を見て、彼らはできない理由を見つけて

も、言い訳を考えずに耐えず努力し続けてい

た。漠然と目の前のできることだけをこなし

てきた自分にとって、自分と全く異なる彼ら

岡崎 栞

私にとって第66回日米学生会議とは、「悔

しさ」と「仲間の刺激」の2つの言葉で表せ

る。

日米学生会議。私が初めて名前を聞き、活

動内容を知ってから惹かれ続けた団体だ。当

時他のプログラムでアメリカに滞在していた

ところ、1泊だけ帰国して選考を受ける程、

熱望して入ったJASC。異なる文化、環境、教

育の下で生きるアメリカ人と日本人の価値観

の違いを知りたい、議論を通して自分の疑問

を解決したい｡そんな期待で始まったJASC生

活は、春合宿から本会議を通し、今までのち

っぽけな自信が全て崩れ去った経験であった。

春合宿では、出会ったばかりの関係にも関わ

らず自分の意見をはっきりと述べる周囲に圧

倒され、本気で帰りたいと思った。FTや研修

を通して皆と顔を合わせる機会が増え、週1

回ミーティングを行う中で、私も自分の意見

を言うことに慣れ、頭を悩ませながら議論を

する事が楽しくなった事前期間。渡米するや

否や、言語の壁にぶつかった。今持てる力の

中でできることを精一杯やるべきだという事
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は分かりつつも、逃げてしまった本会議。つ

まらない自信も何もなくなり、無条件にJASC

が楽しかったと言うと嘘になる。しかし間違

いなく言えることは、この経験が私を変えた

ことである。悔いが残ったからこそ、そこか

ら自分に何が不足しているのか、クリアな課

題を見つけ、JASCに実行委員として再チャレ

ンジする決断を下せた。はっきりとした目標

を持つことが出来た。そのために何をしなけ

ればいけないのか考え、本会議が終わり直ぐ

動き出すことができた。

そして、私を変えた背景には、楽しい時も

悔しい時もそばにいた70人の仲間がいる。仲

間を見て、私も頑張ろうと何度も思えたし、

その関係は本会議が終ったこれからも変わる

ことはないだろう。世界には、生き生きと活

躍し続ける70人の仲間がいることを考えれば、

私も負けられない。

あの夏は､本当に眩しかった｡OnceaJASCer,

AlwaysaJASCer.JASCerであることを一生

誇りに思い、66回で見つかった自分の課題を

見つめ、実行委員として関わる67回JASC、

そしてその先の人生のため精進していく。

鮮明に覚えている。マッサージナイトやゲー

ム、飛行機の移動時間など何気ないときを通

して71人全員と繋がっていけることに喜びと

手応えを感じた。

しかし、楽しいことばかりで終わらないの

がJASCである。私たちのRTは"正義と道徳”

というテーマであったが、テーマ自体があま

りにも抽象的すぎたことや各々の興味分野が

多様であったことから何を中心に議論してい

くのか的をしぼることができず、初めの方は

浅はかな議論が繰り返された。なかなか前に

進まない議論に皆焦燥感や苛立ちを隠せず衝

突した。性格の違いや英語力の差もあり、メ

ンバー全員が抵抗なく発言できる空間を作る

ためにはどうしたらいいか考えさせられ、グ

ループ内でも何度も話し合った。しかし、こ

うして壁にぶつかることで私たち一人一人は

確実に成長しグループとしても前に進むこと

ができたと思う。ファイナルフォーラムでは

アメリカと日本の道徳教育の違い、どういっ

た道徳教育が社会にとって望ましいのかにつ

いて私たちのRTの集大成として発表すること

ができた。振り返ればもっと質の高い深い議

論できたかもしれないなど反省点は多いが、

RTの議論の時間はただ与えられたテーマに

ついて各々が議論する場所ではないと感じて

いる。一緒に過ごす時間が多いからこそ一人

一人と真剣に向き合う場であり、自分と向き

合い共に人として成長する場でもあったよう

に思う。こうして終えた本会議だがJASCで学

んだことを本当に活かしていけるのはこれか

らであり、自分がJASCerであるという誇りを

胸に頑張っていきたいと思う。

奥谷 紘子

日米学生会議の春合宿から本会議までの5

か月間はとても長いようで短い濃い時間であ

った。それぞれが本会議でアメリカ代表団と

何について議論したいかを考え事前学習をし

た。学校との両立やみんなの予定が合わない

といった困難に直面したものの、この時間は

決して無駄ではなかったと今だから言える。

本会議が始まり、初めてアメリカ側参加者

と出会った時の興奮と新鮮な気持ちは今でも
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守って下さった国際教育振興会や日米学生会

議同窓会の皆様、共に活動してきた第66回実

行委員会、懸命に会議を盛り上げてくれたデ

リの皆、そして常に支え応援してくれた家族

に感謝したい。

兼子 莉李那

私が日米学生会議と出逢ったのは、今から

三年前、大学に入学した直後の事であった。

知人が実行委員を務めた第63回会議のファイ

ナルフォーラムを訪れ、日米学生会議にすっ

かり魅せられたのを今でもはっきりと覚えて

いる。日本開催の第65会議を待って応募した

時は、まさか自分がこの学生会議に二年間を

も費やそうとは夢にも思わなかった。私のよ

うな障害者が、このような長い歴史を誇り、

数多くの著名人を輩出した格調高い学生会議

に合格出来るはずがないと確信していたから

だ。しかし、日米学生会議は私が今まで経験

してきたような「差別」をするような組織で

はなく、私の障碍ではなく私一人の人間性を

見て、私をJASCerとして認め、結果私は第65

回会議を通じて沢山の事を学び、発信し、充

実したひと夏を過ごす事が出来た。この「壁

のない」会議を次期参加者とも共有したいと、

実行委員に立候補し、幸いなことに日米学生

会議史上初めての障碍を持った実行委員とし

て当選することが出来た。実行委員として活

動したこの一年間は、第66回会議を成功させ

ることは勿論、常に「初めての障碍を持った

実行委員として私に出来ること、私にしか出

来ないことは何か」を念頭に置き、活動して

来た。活動が忙しくなるに連れ、自分自身の

個性を出すよりも実行委員としての仕事をこ

なす事に重きを置くようになったが､第65回、

第66回両会議を通して、日米学生会議は全て

の学生に対してオープンであり、この学生会

議には差別は存在しないことを証明できたの

ではないかと思う。私にこの素晴らしい機会

を与えて下さった第65回実行委員の皆様、見

北原 吉泰

ASCを終えてみて感じたことは､JASCに参

加できてよかったということです。JASCでは

悔しい思いをした記憶しかありませんが、そ

の悔しさをばねに帰国後も充実した毎日を過

ごせておりますので、参加して正解だったと

思うのです。特に自身の英語力のなさを痛感

いたしましたので、必死に英語を勉強します。

英語で苦労したわけですが、本会議

中にはたくさんの人との出会いがありました。

本会議参加者はもちろんのこと、OB&OGの

方々とお話しすることができ、自分の知らな

い世界を垣間見ることができました。特にサ

ンフランシスコサイトの時に80周年記念パー

ティーがあり、そのパーティーではシリコン

バレーなどで起業されている方や過去に企業

をなさっていた方とお話しする機会に恵まれ、

本当に幸せでした。自分の専攻がビジネスと

いうこともあり、また起業に強い興味を抱い

ているためです。今後は話を聞いて得たこと

を行動に結びつけ、結果を出すことが必須で

すので、精一杯頑張ります。

特にたくさんの方との出会いがあったサ

ンフランシスコサイトを終え、その次のサイ

トであるニューヨークへ移りました。ニュー

ヨークサイトになると徐々にファイナルフォ

ーラムを意識せざるを得なくなり、分科会の

中でもファイナルフォーラムを少し意識しつ
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つ議論を進めました。私たち技術進歩と社会

の分科会は、デザイナーズベイビー、遺伝子

組み換え食品、原子力発電、の3つのテーマ

を扱いました。ファイナルフォーラムに向け

て最も苦労したことは、全テーマにおける意

見の不一致、10分間の発表時間の使い方、と

いう2点でした。分科会の意見がまとまらな

い中、あるメンバーが「懸命に議論した結果、

分科会として意見がまとまらなかったという

事実をありのまま発表しよう」と提案をしま

した。当初は反対意見も挙がりましたが、フ

ァイナルフォーラムでは、議論の争点と賛成

派･反対派の意見、の2つを盛り込みました。

しかし、発表の方向性が決まった途端に、10

分以内に発表を収めるという2点目の問題に

直面したのです。コンパクトかつ内容の濃い

文章を作り、それをスラスラと話すことは予

想以上に困難なことでした。何とかこの2つ

の問題を乗り越え、ファイナルフォーラムは

無事に終わりました。冒頭でも述べましたが、

JASCに参加でき本当に良かったです。ぜひ後

輩にも勧めたいと思っております。

人に知ってもらおうと広報活動に励んだ。参

加者にとってより良い体験をしてもらうため

に会議のコンテンツも工夫した。環境を整え

ることに私は注力した。

時は過ぎ去り、気付けば渡米前の直前合

宿、ある実行委員がふと眩いた°「ついに最後

のJASCが始まるね｣。そこで私はぱっと頭の

中が真っ白になった。大抵の参加者が日米学

生会議を一度しか経験できないところを、私

は実行委員として二度経験できるのだが、そ

れも今年で最後だ。去年実行委員に立候補し

たのは国籍に拘らない人と人の絆に魅力を感

じたからだった。しかし目の前にいる参加者

とどれほど向き合って、深く知り合うことが

できただろうか。直前合宿で議論をする彼ら

を見回しながら不安になった。参加者が議論

をする「箱」を整えることに必死になって、

その中身である参加者に目を背けていた。

深夜まで議論を交わし、ひたむきに努力

する参加者をみて私は思い出した。日米学生

会議の本当の価値はその参加者にあることを。

衝突を乗り越え、各々が自己、他者と真剣に

向き合って培った絆は、日米、広くは世界平

和の一翼を担う、という私たちの理念から遠

く離れたことではないだろう。日米学生会議

を機に知り合った日本人とアメリカ人が、何

十年経った今でも手を取り合って、思い出に

耽るのを80周年記念式典で目の当たりにして、

このことを再認識した。

この夏培った絆こそが第66回の成果で

ある。しかしその真価が発揮されるのは会議

が終わってからである。今年得た経験を胸に、

今後もそれぞれが歩む道で努力しよう。今か

ら何十年後、各々の道で活躍する参加者が再

木村 優吾

実行委員として参加する今年は、日米学生

会議の社会的意義を問う一年であった。国際

交流が盛んになり、個人の留学も以前より容

易くできる中で、日米学生会議の価値はどこ

にあるのか。

日本初の学生交流団体としての長い歴史、

他交流プログラムと比較しても長い開催期間、

著名なOB/OG等、どれも誇れる日米学生会議

の特異性だ。この比類ない会議が資金面で苦

労しないように財務活動に励み、より多くの
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せます。

この会議が残してくれた何よりも大切なも

のは、人生をともにできる最強の友達

です。途方もない夢に向かって進むのは、

正直、怖い時もありますし、大量のエネルギ

ーが必要だと思います。しかし

世界のどこかで、同じ様に先に進もうと必

死に努力している仲間がいると思えるから、

どんなに辛い時でも、前よりもつと大きな

歩幅で進んでいけます。出会えた事に､感謝。

び手を取り合う姿を想像しながら。

小林 勇貴

いい意味で自信をつけさせてもらって、い

い意味で自信を失わせてもらった4ヶ月間で

した。学生が主体となって運営している日米

学生会議では、主体的に動けば、やれる事は

無限にあります。私は、英語が周りのメンバ

ー程できないと、選考に通ったときから分か

っていました。だからこそ、自分の存在価値

を確立させる為に、持ち前の行動力、リーダ

ーシップを活かしてできる事をしようと決め

ていました。「技術進歩と社会」という分科会

に属し、核技術について考えていくうちに、

アメリカと日本を結ぶ、できれば触れたくな

い話題である「原子爆弾」について学びまし

た。昨年の日米学生会議では、この話題を敬

遠していたために、日本側の参加者から不満

が出たそうです。この事からも、たとえ傷口

をえぐるような話題であっても、会議全体で

話し合う必要があると思い、「原爆フォーラム」

を開催する事を提案しました。日本側から仲

間を集め、力を合わせて3日間に及ぶフォー

ラムを成功させる事ができました。一衆、ペ

ペ、ゆりこ、さえ、しおりがいてくれたから

こそ、良いフォーラムを作り上げる事ができ

ました。本当にありがとう。この事で、アメ

リカ側の参加者からも感謝や労いの言葉をも

らえた事が、私の自信となっています。しか

し、自分の英語力の無さから、フォーラムの

司会進行を交代せざるを得ない状況になりま

した。この事が、「もっと、英語を勉強しない

といけない」と気づかせてくれました。自信

を失ったからこそ、自信を付ける為に動き出

小松崎 遥平

つい先日まで、私はある特殊な靴を履

いていました。それは日米学生会議のチェア

（実行委員長）という靴です。見た目は普通

ですが実は不思議な力を秘めており、ある時

には日米関係史を熟読するため私を図書館に

連れていき、またある時には賛助のお願いを

するため大企業の社長室に連れていき、そし

て世界平和への道を行く72名の団員の先頭に

立たせました。1年間履き続けるうち、ボロボ

ロになっては自身で磨き、失くしそうになっ

ては仲間が一緒に探してくれました。その道

程では突然の竜巻に見舞われることも、急峻

な山岳地帯を前に足がすくむこともありまし

たが、それでもいつも楽しいものでした。

そしてその靴は、自分という人格の理解

と、リーダーシップと、一生の友を私に与え

てくれました。まず私は、自分は真っすぐさ

だけが取り柄であることを知りました。曲が

ったことはせず、自分の正しいと思うことを

追い求める姿勢がチェアとしての私の僅かな

価値であったと思います。そして、正直に伝

えるというその行為と、それが生む相互理解
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こそが会議に通底する理念であるとの考えに

至ったとき、私は本当の意味でのリーダーシ

ップに気がつきました。リーダーシップとは

私にとって、理想を掲げてそれを実現するこ

とです。同時に、そのためには共に理想を追

い求める仲間が必要で、私はその仲間にも恵

まれました。特にあのプレハブのような事務

所で1年という時間を共に過ごしたチームに

は感謝に堪えません。緑が似合う彼は抜群の

安定感を、お酒落な彼は広範な発信力を、元

気印の彼女は底知れない明るさを、飲み助の

彼は人と人とのつながりを、ツッコミ担当の

彼女は少数者の意見を、会う度に髪色の変わ

る彼は周囲を楽しませるセンスを、キテレツ

で真面目な彼は理想を現実にするための思考

を、私とこのチームに与えてくれました。

私はこの靴の66番目の持ち主でした。本

当は次に受け渡したくなんかありません。ま

だこの靴を履いてやりたいこと、行きたい場

所が沢山あるのに。しかしこの名残惜しさこ

そ私をこの会議につなぎとめるものなのでし

ょう。ですから、言葉にするにはあまりに大

きなこの経験を、靴を脱いだ後もずっと胸に

抱いて、歩いていこうと思います。

私には「WhyJASCnOw?」という問いの答え

が未だにわからない。大学生活を通して国際

化と異文化理解に力を入れてきた自分にとっ

て、今更相互理解を旨とするプログラムに参

加することの意義が分からなかった。また、

分科会のテーマは自分の専門分野ではないし、

そもそも自身の最大の関心は日米関係よりも

もっと別のところにあった。更に、4回生のこ

の時期に進路も決まっていない不安定な状況

だったというタイミングも微妙であり、気持

ちが集中できない結果になった。

もちろん良い点もあった。上位校の若き精

鋭たちに会えたことである。そもそも京都で

の生活に絶望し、救いを求めて応募したのが

JASCであったから、東京での春合宿での彼ら

との初対面は衝撃的であり、大いに刺激を受

けた。しかし、本会議での約1カ月間の共同

生活を通して、彼らは頭の回転は速いが、人

として何か特別なのではなく、自分と同じ普

通の人間なのだということに気が付いた。言

い方を変えれば、JASCは私にとって社会的地

位の高い人たちとの相互理解の場になったと

いえる。

ある者はまるで「新隊員教育」のようだと

椰楡したように、過密な日程の中、あまりに

も多くの行事があるのはJASCの特徴である。

私はせっかくの機会なのですべてに対して好

奇心を持って取り組んでいたが、すべてに心

踊らされたわけではなかった。このように、

むやみやたらに選択肢を示してくれたことに

よって、自分の興味の有無や向き不向きに気

づけたことから、JASCは逆説的に自分をある

べき道へと導いてくれたのだといえる。

最後に、JASCは80年の歴史を持ち、これ

小宮山 宗

私にとっての第66回日米学生会議は「人生

を変える経験｡」などと形容する他の参加者た

ちのように華々しいものではない。そもそも

これに応募したのも、全くの偶然であった。

運よく選考には通ったものの、実際に参加す

るかどうかは最後まで悩んだ。ECからの後押

しもあって参加を決断したが、当初懸念して

いたことがそのまま発生する結果となった。
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議の途中で私は諦めた。第65回日米学生会議

の終幕から一年間かけて描き上げた理想を放

棄したのである。背伸びをし続けていた身体

は悲鳴を上げていたのだろう。感情は失せ、

情熱は冷め、他者を疎み、自己を嫌った。応

急措置として目指していた高みから目を背け、

自分の出来ることに専念した。私は逃げたの

だ。

このような対応策が正解だったとは微塵

も思わない。逃げたという事実を美化したり

はしない。情けない過去を受け入れ、今後の

成長の糧としたい。裏切った人々に再び信用

されるような人間になるべく、この報告書を

通過点として利用させていただく。あの日眼

前に突きつけられた己の無力さと限界を心に

刻み、革命児としての歩みを再開する。

までに社会に多くの傑出した人材を輩出して

きた偉大な組織である。今年も大多数の参加

者がJASCを通して大きく成長を遂げたこと

から、その教育機関としての効果は驚くべき

ものがある。ただし、いかなるものにも相性

の良し悪しがあり、問題はむしろ私個人の方

にあった。つまるところ、今年このタイミン

グで私が参加したことはベストな選択ではな

かったといえる。もっと適切なタイミングで

参加できていたら、私にとってのJASCも、私

が周りに与えられた影響も、もっとプラスな

ものだったと思う。然れども、総じて、JASC

は私に人生の糧となる多くの手掛かりを与え

てくれた。特に、人生に希望の光を与えてく

れて、絶望の淵から救出してくれたことには

大変感謝している。ありがとう。

近藤 直佑

私にとっての第66回日米学生会議は、自分

のコンフォートゾーンから抜け出し、さまざ

まな経験を通じて、多くの気づき、学びを得

ることができた密度の大変濃い三週間半でし

た。日米学生会議を通じてで無ければ、これ

ほどまで自分の本当の能力や人間性など、自

分自身について深く考え、反省し、一人の人

間として成長することはできなかったと確信

しております。能力的にはまずアメリカ側参

加者の「自分の頭で考えて人前で発言してい

く力」に圧倒されました。議論を通じて、話

者の主張を理解し、的確に質問を投げかけた

り、反論していく「自分の頭で考えて人前で

発言していく力」は明らかに自分に欠如して

いました。発言しないと議論に何も貢献でき

ず存在意義を失うという経験は当初精神的に
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古村 大和

期待に胸を膨らませながら渡米し、屈辱

的な思いで帰国した。その酸いも甘いも、全

てを含めた冒険記こそが第66回日米学生会議

である。私にとって今夏の経験は挫折である。

嘗て味わったことのないほどの苦痛と困難。

その壁を乗り越えられなかった結果が今もな

お無残に散らかっている。信頼や自信を失い

得たものは何か、熟考したい。

実行委員として迎えた本会議は、一参加

者として臨んだ昨年とは大きく異なった。比

べ物にならないほど、与えられた職務のそれ

ぞれに計り知れない責任が伴った。参加者と

して体験を消費するのではなく、実行委員と

して質の高い時間を供給することが求められ

た。私はその重圧に押しつぶされた。耐え切

れなかった。素直に申し上げるならば、本会
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つらい時もありましたが、今となってはこの

経験のお陰で日々の生活、勉学に対する姿勢

を改めるきっかけとなったので貴重な経験で

あったと自負しています。また会議を通じて、

お互い母国語が英語と日本語で異なる両参加

者が、言語による誤解を無くそうと、真剣に

耳を傾けお互いを理解しようとする姿勢は、

グローバリゼーションが進む現代で最も必要

とされる能力であると確信しました。これは

たとえ日本側参加者が自分が伝えたいことを

日本語のように伝えられなくても、お互いの

「理解しようとする姿勢」ひとつで、努力次

第で必ず伝わるという自信につながりました。

このほかにもここには書ききれないほどの多

くの貴重な経験をすることができました。こ

のすばらしい会議に参加する機会を頂けたこ

とに感謝し、これからも努力していきたいと

思います。

力に留学しているが、現地の新聞やニュース

で日本のことはあまり取り上げられていない。

今年の大統領の一般教書演説でも日本のこと

は触れられていなかった。私は国際関係論を

勉強しており、米国の外交政策やアジア地域

の安全保障を米国の学生と議論する機会が多

いが、多くの学生が日本について興味や関心

が低いことが顕著である。本稿で、日米関係

と学生が果たす役割について考えたい。

まず、学生が果たす役割について。日米

学生会議という言葉を聴いて、様々なイメー

ジが思い浮かぶだろう。意識の高い学生の集

まりやエリートの卵が社会問題について意見

を交換する場。「学生ができることなんか限ら

れている」と冷ややかな目線を投げる大人も

いることも事実だ。しかし、学生が日米関係

において果たす役割はあると断言できる。日

本とアメリカは大きな違いがある。違いをあ

げれば限りがない程である。違いがあるから

こそ、日本人とアメリカ人は対話や議論を通

して､相互理解を促進することが重要である。

正解がないこたえだからこそ、とことんと議

論してお互いが納得する妥協案をみつける必

要がある。幸いにも、学生は社会的な責任を

負う必要が皆無である。学生だからこそ胸襟

を開いた議論ができるのでなないだろうか。

また、も本会議は、日米関係のキーマンとな

る人物を多く輩出している。将来、私たちの

中からも日米関係を良好とする人物が輩出さ

れることを期待している。日米学生会議が今

後の日米関係の一助になることを願うばかり

である。

澤 隼

「アメリカにとって日本はどのくらい戦略

的に重要なのだろう。日米関係とは何なのだ

ろう｣。この問いは、高校時代にアメリカに交

換留学した時から抱いていた問いである。私

が、アメリカに留学していたときに、当時の

鳩山政権の普天間基地退去や対等な日米関係

の提示など日米関係は変化しようとしていた

また、日本のGDPが中国に抜かされて二位

となったことみ、日本の国際社会での地位の

低下に追い風を加えた。

「世界で最も重要な二国間関係｣。故マン

スフイールド駐日大使の言葉である。しかし、

残念なことに昨今の日本は、国際社会でのプ

レゼンスが低下している。現在、私はアメリ
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会議を通して周りから自分を教えてもらうこ

とで、自身の色を見つける大きなきっかけを

掴めたと感じている。最後に、一緒に活動し

てくれた第66回会議の全ての人々、そして関

わっていただいた全ての方々に感謝したい。

このメンバーで会議を経験できたことを本当

に幸せに思う。日米学生会議での経験を胸に、

また一歩ずつ歩んでいきたい。

鈴木 健司

「自分の色とは何か｡」私自身日米学生会議

を通して一貫して考えてきたことだ。参加者

として参加した第65回会議。非常に個性的な

参加者が集まる中で、私は自身の特徴の無さ

を感じていた。自身の特色、自分にしかない

色を探し続け、試行錯誤した。そして、第66

回日米学生会議実行委員という新たな立場で、

再び自分の色を探していくこととなった。

実行委員となり様々な面から自分の役割

ということを考えることとなった。会議を準

備する上での自分の果たすべき役割、参加者

に対して果たす役割、分科会コーディネータ

ーとしての役割と考えさせられる機会が多々

あった。そんな時に自分を助けてくれたのは、

1年間多くの時間を共に過ごした実行委員、事

前活動から本会議と懸命に活動した参加者た

ちであった。自身の考えや悩みを伝えれば、

正面から受け答え、思ったことがあれば率直

に伝えてくれる。そんな皆とのやり取りの中

で、私は少しずつ自分がどういう人間かを教

えられた。時には、皆の雰囲気にも影響され

て涙するといった自分でも気づかなかった自

身の一面に触れることもあった。そうして次

第に自身を知り、役割を考え、僅かながらも

行動することができるようになっていったよ

うに思う。

実行委員としての活動の中では、会議運

営という面で参加者の時とは異なる経験もし

てきた。しかし、率直な対話が可能な関係性

というのは、立場を問わずして日米学生会議

の色であるのだと、2回の会議に参加した今改

めて実感している。結果的に現時点で自分の

色を断言することはできない。しかし、この

鈴木 良祐

JASCは実践的な教育機関であると言われて

いる。それは何故か。人は外部から強い衝撃

を受けたときに成長することができる。人生

の目標となる人と出会えたとき、本当にやり

たいことを見つけたとき、自分より優れた

人々と出会い劣等感を感じたとき。JASCには

その全ての機会が揃っている。「劣等感を感じ

る」それが個人的なJASCでの目標であった。

居心地の良い環境を脱し、洗練された人々に

触れ自分の至らなさを痛感する。その点にお

いてJASCは最高の環境である。幼稚な英語で

はアカデミックな議論は乗り切れぬことを知

り、知識や思考力においても遥かに優れた

人々がいることを知った。その一方でJASCで

の経験は自らの特性を知る上で役立った。他

の71人と比べ自分はどんな人間であるかを再

認識したのである。誰とでも分け隔てなく接

することができ、人の良さを見つけることが

できる。この点は誇れる特性であると感じた。

アメリカ側参加者との違いを発見できたこ

とも大きな成果である｡JASCに参加する以前、

自分を日本人らしいと思うことは皆無であっ

た。しかし彼らと1ケ月間毎日議論を重ね、

自分の日本人らしさに気づく。分科会におい
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て結果に重きを置く彼らに対し、プロセスを

重視する私。彼らは合理的かつ迅速に結論を

出そうとするが、私は時間をかけても一人一

人の意見に耳を傾けた。私は彼らの態度を冷

たく感じ、彼らは私の態度をもどかしく感じ

たという。その中でも互いに理解しようと務

めた。違いがあっても、それを乗り越え生涯

の友情を結ぶことができると学んだ。

今の気持ちを一言で表すと「消化不良」で

ある。4ヶ月間で起こったことがあまりに多す

ぎて、それが何であったのかうまく説明をす

ることができない。今後の人生で自らにとっ

てのJASCとは何だったのかを消化していき

たい。国やフィールドは異なれども、ここで

出会った仲間と、生涯切蹉琢磨できることが

楽しみである。

の生き方が大切になっていく。会議で学んだ

ことを思い出として消費するのではなく、省

察し続け、今後の行動に繋げていき、社会へ

貢献していく義務があると考えている。

そして、実行委員会の皆には心よりの感謝

を述べたい。未熟な自分でもやってこられた

のは皆の支えがあったからで、一緒でなけれ

ば一年間を頑張りぬくことは出来なかったと

思う。心から、ありがとう。

僕の日米学生会議は終わったが、日米学生

会議はこれからも続いていく。きっとこれか

らも、まだ見ぬ誰かに新しい知見と熱い友情

をもたらし､相互理解の大切さを気付かせ、

成長を与えてくれるのだろう。

竹内 瑞希

「選択の良し悪しは選択後の努力によって

決定する」

この言葉どんな偉人による名言だったろ

うか。JASCに参加する前の私は、たとえやり

たいことがいくつ重なっていようと、責任あ

る立場に立っていようと、挑戦すること、見

つけたチャンスは逃さないこと、チャンスを

掴むために努力することはいいことだと思っ

ていた。しかし、JASCへの挑戦を選んだこと

で、20年に満たない私の人生でおよそ初めて

と思える「取捨選択する」ことに直面し、と

きに掴んだチャンスを捨てることの重要性を

意識した。

事前準備の段階ではJASCへの参加よりも、

その他の活動との両立が最重要課題であった。

そのため、本会議中に後悔しないよう出来る

準備を精一杯したし、JASCを言い訳にしたく

なかったからJASC以外の活動もJASCの選考

関口 響

僕の日米学生会議は終った。もう二度と、あ

の非日常的で濃密な時間を過ごすことはない。

もう二度と、大好きな友人たちと笑い合える

夏は帰ってこない。日米学生会議は、心に色

鮮やかな思い出を残して過ぎ去っていった。

実行委員として臨んだ今年の会議では、運

営準備の段階から本会議終了まで、自身の未

熟さに悩まされることが多かった。個々の軸

を持つ学生が多いJASCでは､いやでも他者と

自身が対比され、自分という存在が浮き彫り

になる。「組織における自分の役割は何か」「自

分には何が足りないのか」そんな疑問に頭を

悩ませることを通じて、等身大の自分が見え

ていった。

会議が終って「実行委員」としての肩書もな

くなり、ついに「個」になった今、これから
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とをいい選択にするためには、そのことに関

して最大限のパフォーマンスをするためには、

他のことは潔く捨てる勇気も必要なのだと学

んだ。

JASCを終えた今、私はたとえJASCの最中

でなくても毎日が選択の連続と言えることに

気付いた。そして、自分のする選択一つ一つ

にJASCでの選択の経験と、素晴らしいメンバ

ーたちや講演をしてくださった方々の言葉が

大きく影響していることを実感した。一方で、

今､私はJASCに参加したことで私が｢捨てた」

ものの大きさも再確認している。それでも私

は、自分の人生の方向性を模索する大学2年

生の4か月間をJASCに賭けたことは人生最良

の選択であったと信じている。これからも本

会議中と同じように日々やりたいこと、やる

べきことを明確にして努力を続け、十数年後

に胸をはってJASCこそ私のLife-changing

Experienceだったといえるようにしたい。

前よりも必死になった。その結果、体調を崩

し、多くの人々に迷惑をかけてしまった。さ

らに、出来る限り準備したと思っていた事前

準備についても、本会議中にその不十分さを

何度も思い知り、もっと英語の勉強ができた

かもしれない、日本だけでなくもっとアメリ

カの移民政策も詳しく調べておけばよかった、

などと反省することは多くあった。

本会議中は、選択の連続であった。疲労も

重なり健康管理も難しくなる中、この人と話

したい、もっと分科会のこの議題について話

したい、という「やりたいこと」は日々溢れ

てくる。しかし、同時に、その日その日のス

ケジュールで最大限に物事を吸収できるよう

に集中力を保つ必要もある。そこで、私は、

日記の横にやりたいことリスト、気付いたこ

とリストを作り、今したいこと、今するべき

ことを目に見える形で管理し優先順位をつけ

ることにした。このリスト、－日に4つ達成

するのが限界であったため、本当にやりたい

ことを「選ぶ」代わりに他の項目は翌日に回

したり諦めたりする、つまり「捨てる」こと

になってしまう。しかし、整理したことによ

り、その日やると決めたことに集中して取り

組むことが出来たため、一つ一つの項目で納

得のいく結果が得られた。

結局、一度にたくさんの人と話せない私は

70人すべてのメンバーと満足するまで十分に

話せたわけではないし、リストアップしたこ

とすべてを達成できたわけではない。それで

も、毎晩マインドセットして翌日に臨めたこ

とは、詰め込み過ぎて体調を大きく崩したり

パンクしてやりたいことを忘れたりするより

もずっといいことだったと感じた。選んだこ

竹中 智

私は第66回日米学生会議に参加したこと

によって、「将来」において世界を変革すると

いうビジョンを明確にすると同時に、その達

成のための「現在」の自分の立ち位置を、身

を以て知る事ができた。

まず私は将来、世界を変革するJASCerの

一人になると深く決意する事ができた。日本

側の代表団に選出されて以来、80年前全く同

年代の志高き若者が、悪化していた日米関係

の変革を目指して海を渡ったというこの会議

の原点に、深い尊敬と感謝の念を覚えていた。

今回の会議でも、行く先々で今までの先輩方

が歩んで来られた歴史の重みをひしひしと感
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じた。その中でも特に印象深かったのは、サ

ンフランシスコでのアラムナイとのひととき

だ。私は、エンターテイメントのビジネスモ

デル革命という夢を率直にアルムナイに語っ

た。すると、一人の草創期のアルムナイから

潭身の激励を頂く事ができた上に、自らの体

験を踏まえて、世界を変革するためのキーを

教えてくださった。それは、「夢を持ち続ける

事、高い志を決して捨てない事」だった。こ

のように日米学生会議は、その1回目から今

日に至るまで、本気で世界を変えたいという

志高き一人ひとりのJASCerによって形作られ

てきたのだと考える。私もその誇りある一員

として、将来エンターテイメントの分野で世

界を変革したいと決意する事ができた。

またその達成のために、自らの現在の実

力不足を思い知る事ができた。アメリカ側の

参加者と議論する際に常に求められた事は、

私にしか持ち得ない意見を、勇気を持って主

張する事だ。これに関して、渡米前から頭で

は分かっていたつもりだが、いざ本番となる

とほぼ全くできず悔しい思いをした。世界の

優秀な同年代と比較すると、全ての面で今の

自分はまだまだであるということを心に刻め

たことが何よりの財産である。これから私は、

「足は大地につけて目は希望の未来に向かっ

て」との言葉があるように、まずはJASCの

100周年を決勝点として、自らの夢の実現に向

けて全力で挑戦していく決意だ。

で、自分が持っているものすべてをアウトプ

ットして過ごした時間、それがJASCである。

JASCは私に、自身の未熟さと今後の課題を教

えてくれた。アメリカに行く前に私が考えて

いたことはこうだ。私たちはインターネット

の登場を主としたIT革命の直後を生き、その

恩恵を受けている。しかしこの後にもう一度

革命を起こすことは不可能ではないか。この

ような消極的な考えを持って会議に臨んだ私

は、仲間たちが自分と同じように様々な悩み

を抱えていること、しかしそこで自分にでき

ることを考え努力していることを知り、大変

な刺激を受けた。会議を経て、気づいたこと

がある。希望がないように見える世界であっ

ても、それでも、JASCで出会った人たちのよ

うに世界を変えようとしている人はたくさん

いること、誰かが今もどんな小さな変化だっ

たとしても世界を変え続けていること、そし

て一人で世界を変えている人などいないとい

うこと。ちょうど帰国してすぐに、ビジネス

で成功された先輩方のお話を聞く機会があっ

た。そこで彼らが共通して言った言葉が、「仲

間を巻き込め」である。別に共同作業じやな

くていい、ただ自分が何かをするときに仲間

を巻き込んでやるだけで成功率が上がる。そ

の話を聞いたときに私は、最高の仲間を得た

JASC、自分の未熟さを教えてくれたJASC、最

高の仲間を巻き込んで行動すれば何かを変え

られるかもしれないと教えてくれたJASCz~

の感謝の気持ちで胸がいっぱいになった。

最後になりましたが、この場を借りて第66回

日米学生会議に多大なご支援をいただきまし

た皆様に貴重な経験をさせていただいたこと、

心よりお礼申し上げます。

辻村 志帆

「早く日本に帰って充電したい｡」これが日

米学生会議の終盤、私が自分自身に対して感

じていたことだった。レベルの高い仲間の中
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年の時にはこんなこと出来ないだろうな、と

いうことをどんどんやってのけている学生が

たくさんいて、心の底から尊敬しているし、

将来楽しみだし、同時に自分も頑張ろうと思

う、今後とも会議を通して得た仲間と切瑳琢

磨していきたい。改めて、会議に参加できた

ことを誇りに思う。

永澤 拓也

日米学生会議、外面から見れば36人の日本

学生と36人の米国学生が集まって何やら話し

合いをする、ただそれだけのように聞こえて

もおかしくないだろう、実際自分もそのよう

に思っていた一人ではある。しかし、今会議

を終え日本での生活に戻り、自分が得たもの、

感じたもの、何より刺激を受けた質量は期待

していたよりずっと大きかったように感じて

いる。何となく、そこには見た目以上の何か

強い可能性のようなものがあふれ出ていた。

会議中はとかく忙しく、英語に苦労したのは

間違いないが、ただそれよりも多様な人間に

出会い、価値観や考え方に触れることで自ら

の考えが広がっていることを毎日感じていた、

今思えばそれが一番の収穫だったような気が

する。新しい環境に飛び込むたびに思うのは、

一番重要なのは人間同士のつながりである、

ということだが、今回もそれを再認識させて

もらった、しかも非常に強烈に。私個人の話

をすれば、現在大学4年ということもあり、

今後修士に進む上でアドバンテージを得られ

たように思う。英語力が上がった云々よりも、

米国で学ぶ学生に出会って、米国の教育とい

うものにわずかながらも触れることができた

し、コネクションもできた。ただカッコいい

という存在でしかなかった米国というものを

客観的に見えるようになったのは、自分にと

って修士を考える貴重な材料となったのは間

違いない。大学4年といったが、その点にお

いては、大学1,2,3年生、特に日本側参加

者の大学生のパワーに刺激をもらったのも印

象的である。これまで後輩と接する機会があ

まりなかったというのもあるが、自分がその

野間 雄大

振り返ると、私の日米学生会議との出会い

はちょうど一年前、第65回の東京でのレセプ

ションに縁あって米国大使館から招待された

ことだ。当時初めて日米学生会議の名を聞き、

どのようなものかは知らず、自分が応募した

いかもわからなかった。だがそこで出会った

昨年の米国側実行委員長に強く勧められ応募

を決意した。試験では個人面接で後悔が残り、

不安でいっぱいだったが、幸運にも合格を果

たし、正義と道徳分科会に所属することとな

った。事前活動では、正義と道徳という非常

に抽象的なトピックに悩み、自身の英語力が

不足していたことに気づき、本会議に向けた

課題を見つけ、成長に取り組む時間となった。

本会議が始まると、アメリカ側参加者たちに

出会い、彼らの日本人とは違うそれぞれの考

えに印象をうけ、会議から離れたカジュアル

な話にも花が咲き、一か月間彼らと様々な経

験をすることにとても胸が躍った。しかし楽

しいことばかりではなく、分科会の議論では

英語力の不足から議論についてゆけず、もど

かしい時がたくさんあった。第二サイトで言

語の壁が大きな問題となり、お互いが正直に

本音をぶつけることで、分科会の議論の質が

上がりおのずとゴールも見えるようになって
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きた。ニューヨークではファイナルフォーラ

ムへの焦りから見えてきた課題もあり、多く

のメンバーが体調を崩しがちになったが、全

員で夜も遅くまで話し合うことで、より分科

会のメンバー間でチームワークが生まれ、お

互いのことをよく知るようになったと思う。

ファイナルフォーラムでは皆一丸となり取り

組み、「IdealMoralEducation」を提案する形で

正義と道徳分科会を締めくくった。楽しいこ

とばかりではなかったが、アイオワでは農業

や環境問題、カリフォルニアでは移民・

LGBT･テクノロジー、ニューヨークでは経

済・キャリア構築、DCでは日米関係という普

段自分の大学生活ではない学びの機会を持つ

ことができ、また、これから一生続いていく

であろう友情関係を皆と築くことができたこ

とは、何よりも「life-changing」であったと感

じる。

原田 有理子

JASCが終わった現在、押し寄せる喪失感と

共に、全てが非日常で、とても濃く、風のよ

うに過ぎ去っていったというのが正直な感想

である。しかし確固として違う自分になった

私がいて、この経験を出来た事にとても感謝

している。九州という地で、歯学という分野

を学んでいる私は、就職活動もなく、歯科医

師になるという以外の夢を持たず、敷かれた

レールに従って進むという事に強い違和感を

覚えていた。また国際的に活躍したいと発信

すればする程、周囲から浮いてしまうという

現実がただただ嫌でしょうがなかった。しか

しJASCは､一人一人が熱い将来の夢を持って

おり、それを惜しみなく語れる。アメリカ人

参加者との出会いは勿論の事日本人参加者
134

との出会いも、私の世界観を変える物となっ

た。

JASCで得た事の一つに如何に日本社会が、

日本国民が「違い」に対して寛容でないかを

実感した。LGBTQ、外国人労働者、特別永住

者、宗教などを含め他人と異なる所を見つけ

てはそれを認めない現実が日本にはある。そ

してそれは地方に行けば行く程濃く根付いて

いるように思う。従って私は声を高らかにし

て叫びたい。より多くの日本全国の学生に同

じような経験をして欲しい。JASCに参加して

欲しい。その経験が日本をみる視点を変え、

相手との少しの違いを受け入れられる社会を

作る事に貢献すると信じている。相手の違い

を受け入れなければ立ち行かない、即ち、日

本は「日本人」だけでは機能しない時代に突

入しているのだ。

JASCが存在する限り日本は、世界は良い方

向へ進むという確信を持っている。出会った

全てのJASCerが進む先で自らの力を発揮し、

イノベーションを起こす人材になるであろう。

私もJASC参加で得たLifeChangingExperience

を誇るのではなく、JASCが誇る人材になるた

めに日々研鐙を積んでいきたい。関わって下

さった全ての方々に心から感謝しています。

東影 喜子

先日、準備期間中にお世話になった国際俳

句会の句会に参加させていただきました。そ

こで元ジヤスカーの老紳士にお会いし、参加

当時のお話を伺いながら、日米学生会議が長

い人生の中で素晴らしい思い出として残って

いく事に感動いたしました。

日米学生会議に参加する以前、私は日本
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大変難しい。例えば分科会でも一方的に話す

か、話を聞くだけでは自分や相手が満足させ

ることはできないだろう。どちらにせよ協力

が得られなければ最終的な目的であるファイ

ナルフォーラムも中途半端になってしまうだ

ろう。自己満足ではなく、いかに相手を満足

させながら自分も満足させられるかの交渉こ

そが面白みであり、白熱した議論をするため

に必要な要素だと今は思う。時として交渉は

難航し、議論する中で衝突を生むことだって

無いわけではない。そこで学んだことはどれ

だけ人種的、文化的背景が多様であることを

認識し、相手について学ぶことが大切であり、

議論を展開する上で必要なのかである。日米

学生会議では「相互理解」を一種のスローガ

ンとし、重要視してはいるが、それを実践す

ることは以外と難しい。相手に自分を理解さ

せれば良い訳ではなく、自分も相手を知ろう

としない成立しないためである。本会議参加

者の皆がそれぞれ学びたい分野や知りたいこ

とに違いがあるのも当然のことだろう。しか

し、自分の興味外にあるものを学ぶ姿勢こそ

が日米学生会議で求められているものである

本当の意味で世界を知り、自分の知らないこ

とを得るための貴重な機会であることを返っ

てきて思い知ることになった。本会議を通し

て行なわれた数々の議論や会った人々との意

見交換により拡大された視野で自分の未来を

拓くことができると確信している。

文化に関心があったものの、日本を外から見

つめるということをしてきませんでした。特

に俳句には思い入れがありましたが、句会や

句座を離れ、批判の中に飛び込まなければ本

当の意味での良さは見えてこないのではない

かと考えるようになりました。こうした思い

が、私を日米学生会議へと駆り立てました。

しかし準備期間が始まると、改めて自分と周

囲の英語力の差を感じ、日増しに不安は増え

ていきました。けれど仲間との出会いが私を

救ってくれました。会議中に開催した俳句レ

クチャーでは、アメデリがとても楽しみなが

ら俳句を作ってくれ、素晴らしい作品が生ま

れました。また日本の詩に興味があると話す

と「HAIKUのこと？」と目を輝かせてく

ださったアラムナイもいらっしゃいました。

日本の外にも素晴らしい理解者がいることを

知り、分科会のテーマでもある芸術の力に新

たな可能性を感じました。そして何より、日

米学生会議が様々な尺度を持ち、私にもチャ

ンスを与えてくださったことに感謝します。

特に日本代表団の支えのおかげで、この夏以

前よりも広い視野を持ち成長することのでき

た自分がいます。この経験を素晴らしい思い

出に留めず、今後の人生に生かしていきたい

と思います。

藤井 一衆

自分のしてきたことを振り返り、多くの

人々と会い、多くの話を聞き、多くのことを

自分も発信していく機会があった。そんな中

で自分が最も難しいと感じたことは「交渉力」

の重要性だ。いかに相手の話を聞き入れ(イン

プット)し、自分の意見をそこへ出す(アウトプ

ット)かの線引き、妥協点を見つけられるかは

松居 純平

日米学生会議を通じて得たものとは何か。

過去参加者に聞くと、皆口を揃えて、''Life

changingexperience''である、という。では、
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なぜ、この伝統が80年も続き、未だにそう語

り継がれているのか。それは、言葉遊びでも

なんでもなく、本当に人の人生を変えてしま

う魔法があるからだろう。私自身もそうだっ

た。日米学生会議参加前には、大学卒業後は

すぐに海外の大学院に進学し、国際法と人権

のプロになろうと志していた。しかし、同時

にプロジェクトリーディングにも興味があっ

た私は、このように多様な環境で育ってきた

仲間たちと議論し合い、一つのものを作って

いく過程が本当に好きだった。そして、会議

が終わり、いざふたを開けてみると、私は来

年度の実行委員長に選ばれていた。渡米前は

大学院一本と決めていたため、私にとっては

人生が変わった瞬間だった。今では大学卒業

を少し延ばして就職活動しようと考えている。

まず社会に出て、チームで物事を動かす醍醐

味や、社会の厳しさに触れ、その後に大学院

に進み、国際的に活動していきたいと考える

ようになった。そもそも私が日米学生会議に

応募した理由の一つは、「日米の学生で、学生

が出しうる最高の移民政策を両国に提言する」

ことに挑戦することであった。しかし、この

目標は達成しきれなかった。そのため、私は

この挑戦を、今卒業論文でリベンジしようと

考えている。悔しさの残る第66回日米学生会

議でもあったが、学びはそれだけ大きかった。

ここでの経験を第一歩目と考え、最高の第67

回日米学生会議を創っていきたい。

野を広げたいと思ったからである。私が日米

学生会議で最も心に残っているのは、そこで

交わされた多くの学生、専門家、アラムナイ

のお話や意見である。これを通じ、私が学ん

だことを3つ記したいと思う。

私は今まで、答えのないものに関して深く

考えたことがあまりなかった。しかし、日米

学生会議を通じて、様々な社会問題を日米で

議論しながら考えていくうちに、ほとんどの

問題には答えがなく、多様な意見が存在し、

広く、密接に様々なことが絡んでいる中で正

解などないことがわかった｡そんな中でも、

決断し、障害があったとしても実行しなくて

はいけない時がたくさんあるということを学

んだ。

2つ目に参加者の方はそれぞれ目標が明確

で、将来何をやりたいのか、またその理由、

なぜ自分なのか、そしてそれが社会になぜ必

要とされているのかを深く考えていて、とて

も刺激になった。私は医師になるという漠然

とした目標しかない。他の方々のお話を聞い

て、自分でもどのように社会と関わっていく

のかを見出したい。そこで3つ目の点につな

がる。

3つ目は、人との出会いがどれほど大きく自

分の人生に影響を与えるかということだ。そ

して、そのチャンスが巡ってきた時にきちん

と逃さないようにしなくてはいけないという

ことだ。様々な分野で活躍されている方のお

話をお伺いした中で思ったことである。人と

出会い、話すことによって自分を見出し、自

分を客観視し、自分では気がつかなかった新

たな扉をあけることができるのだと思った。

人との出会いを大切にしたいと強く思った。

松井 友紀

私が日米学生会議に参加したのは、まだ経

験が浅く、医学部でこの先、他分野の方と関

わる機会が少ないと感じ、議論をする中で視
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ためには、他人の存在が必要なのだと思うが、

自分について理解してからこそ､他人との違

いが見つけられるのだと思う。

これから、更にグローバル化が進み、自分

とは育ち、活動してきた環境が異なる人と会

う機会が増えるだろう。その人たちと「相互

理解」をしていくためには、相手について知

る努力と同時に、実は自分をしっかりと持ち、

自分について伝えていく力も必要なのだと、

今回アメリカの学生と向き合うことで気付い

た。これからも自分について問い続け、様々

な人の1人1人としっかり向き合い、「相互理

解」という大きな目標を実現していく架け橋

になりたい。

最後に特に印象に残った日米学生会議中に

ある方から教えていただいた言葉を紹介した

いと思う。

LifeislOpercentwhatyoumakeit､and90

percenthowyoutakeit.

光本 愛理

JASCの目的の1つは「相互理解」であると

言われている。これは、JASCの創設目的から

考えても、多くのOBOGのお話を伺っても、

そして私の経験上も、間違いのないことだと

感じる。しかし、個人的にはこの言葉があま

り好きではない。重要なことだが、非常に抽

象的な言葉で、時にはその場しのぎの問題解

決のためにも使用する言葉だからである。そ

こでこの感想文では、自分なりにこの言葉の

意味を具体化していくこととしたい。

この会議に参加する以前、私はアメリカの

学生の考えを理解する事でこそ、相互理解を

実行することができるのだと考えていた。そ

のためには英語力を向上させ、相手の言って

いることをできるだけ分かるようにすること

が重要だと思っていた。また、共同生活を通

じて、自分の文化との違いを感じ、それを受

け入れることが大切だと考えていた。

しかし､実際に1カ月を振り返ってみると、

自分自身と向き合う時間の方が、はるかに長

かったように感じる。私のいいところは何か、

日本代表の中での役割とは、私の意見は何か、

私は将来何をしたいのか、と自分について明

らかにしようと何度も考えた。つまり、相手

を理解するためには、その前に自分自身のこ

とをしっかり理解しなければならないという

ことだと思う。もちろん、それを明確にする

村井 咲絵

「日米学生会議はどうだったか」と周囲の人

から聞かれる度に、私の脳裏をよぎるのは、

いつも決して楽しい思い出ではなく、辛い苦

しい思い出である。その思い出が「私の日米

学生会議」を物語っている。誰かとの衝突よ

りも、自分自身との衝突だった。自分の感じ

たこと、 思ったことを的確に言語化できな

い葛藤、迷った時に勇気の要る方へ踏み出せ

なかった後悔、いつも感じるのは自分の劣等

さと弱さばかりだった。

毎日毎日そんな自分と直面し、元々無い自信

をどんどん失っていくうちに、日米学生会議

を初めて知った時の希望や、参加したいと思

ったあの時の熱意、合格通知を手にした時の

あの感涙、そんな初志をすっかり忘れてしま

っていた。「なぜ私はこの会議に参加できたの

か」「"自分"ができることは何なのか｣、事ある

ごとに自分の存在意義を問い、そしていつも
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答えは出なかった。そんな本会議だった。

しかしその辛苦の中にも楽しさはあった。

毎晩夜遅くまでメンバーと喋ったり、他愛も

ないことで笑ったり、そういう何気ないこと

が私にとってはすごく幸せだった。時に相談

し合って涙を共にしたり、また時にお互いに

愚痴をこぼしたり、会話の中で醜さを垣間見

る事もあったが、それも含めて全て「人間ら

しさ」だった。そこに日本人、アメリカ人、

という境界線はなかった。

実行委員が見つけてくれた私という種は、こ

の夏、芽を出すことにとどまった。それでも

67回実行委員になった。ひと夏だけでは終わ

らせられなかった。自分が66回の実行委員に

助けてもらったように、自分も自分と同じよ

うな立場になった参加者の心の拠り所になれ

たらと、それが"私"のできることであり使命の

ように感じた。実行委員になりたいと思った

時のあの意識選挙に当選した時のあの嬉し

さ、落選してもなおあたたかい拍手で見守っ

てくれた他の候補者たちの表情を、私は絶対

に忘れてはならない。そして今年感じたこと

全てを糧に、次の夏こそはきつと花を咲かせ

るだろう。

森 鞠乃

まず、私達の分科会は、茶道などの日本の

伝統文化から俳句、アニメ、アメリカのヒッ

プホップ文化まで8人のメンバーの興味・関

心は多様であったがゆえに、議論を一つの方

向に進めていくことが難しく、時に硬直化を

招くこともあった。お互いの意見の「衝突」

から「理解」に変わり、「尊重」し合う方向へ

と少しずつ歩んでいくことができた私達にと

って、今後の人生において困難な状況に直面

した時に必ずこの経験が自分を強く成長させ

るものではないかと考える。

また、分科会活動を通じて芸術的価値は時

に人々の絆を深めたり、平和構築に貢献した

り、表現することでメッセージを届けたり、

多様な社会的役割を果たしていることに気付

き、芸術のもつ可能性について今後も考えて

いきたいと感じた。

最後に、アラムナイの方々からご自身が参

加した経験をお聞きして､いかにJASCが多く

の方の''LifeChangingExperience''となっている

かを知ることができた。設立から80周年とい

う節目を迎えた年に参加できたことで、日米

の平和を祈念するために、理念と伝統が受け

継がれながらJASCが今も存在し続けている

ことに歴史の重みを感じた。第66回の参加者

としてJASCの理念を引き継いだことはその

長い歴史の中に新たに加わったのだと身の引

き締まる思いである。と同時に、自分が学び

得たことをまた次の参加者に経験してほしい

という願いを込めて、これからも将来の日米

関係深化のためにも様々な出会いと相互理解

を生み出す会議であってほしいと強く感じた。

文化や考え方の違いから衝突が起こってし

まうことは、特別不思議なことではない。し

かし、文化や個々の考え方の違いは相手を信

頼し知りたいと思う気持ちと、自分に素直に

なって自分を知ってもらいたいという相互の

理解がなければ、「違い」はただの偏見や一方

的な差別になってしまう。このことを特に気

づかせてくれたのは私が所属した「芸術とア

イデンティティ」分科会であったと思う。
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せていればアメリカでの日々も一層楽しめた

だろう。

この一夏を経て私は「語学力を鍛える」

という今後の明確な目標と動機を得ることが

出来た。「伝わりさえすれば良い」などという

些か面白みのない意見に甘んじる事なく、正

確な言葉を使いこなす事の面白さを追求した

いと思う。結局のところ言葉がなければ、自

分たちの世界を築く事も、広げる事もできや

しないのだと、すなわち知識こそが人との交

流を豊かなものにしてくれる事を肝に銘じな

がらこれからの人生を歩んでいきたい。日米

学生会議は自分の生き方を確かに変えてくれ

たのである。

モンタニョミチェル ルイス

日米学生会議に参加した動機というのは

「アメリカを見てみたい」という単純なもの

だった。ここは「日米の架け橋」になりたい

と大きな話をすべきだろうが、日米学生会議

というのは、大きな理念を掲げている一方、

本当のところはこのような小さな思いが物事

を動かしているように思う。アメリカを自分

の目で見てみたい、という気持ちさえあれば

誰しも応募できるのである。後の選考試験は

どうとでもなるのだ。

本会議が終わってから二週間が経つが、

未だに今回の本会議を消化しきれていないと

いうのが本当のところである。本会議の日程

表を読み返しながら自分たちが成し遂げたこ

との大きさを自覚すると同時に、事前の準備

を徹底していればもっと楽しめていたのにと

多少後悔もしている。しかしながらこれまで

の半年間を思い返してみて、あの時点ではあ

れが精一杯だったなと、今回の本会議ではあ

りのままの自分の姿で勝負できたように思う。

自分にとっての本会議のテーマを挙げる

とすれば、それは「語学力」であった。英語

の能力のことではなく、広く語学に堪能な事

がいかに大事かを思い知らされた。英語がで

きなくとも外国人と対話する方法は確かにあ

る。言葉を介さない会話の仕方を駆使しなが

ら、そして時として日本語の出来るアメリカ

側の学生たちの助けを借りながら、なんとか

自分の意見を皆に伝えることができたものの、

より単純に自分の口から直接意見できていれ

ば簡単だったのにと思うことがたくさんあっ

た。自分の主張を端的に伝える言葉、それも

それぞれの状況に最も適した言葉を使いこな

矢島 ショーーン

JASCは私にとって発見と刺激に満ちた会議

であった。3週間以上に渡り、アメリカの各

都市を周り、その文化を体験し、同年代のア

メリカの学生と生活を共にしたことで、従来

の今まで持っていたアメリカやそこに住む

人々対するイメージが覆され、同時に今後の

人生に対する刺激を受けた。

最も想像と違っていたのは、アメリカに

住む人々、とりわけ学生の多様性である。今

まで、アメリカといえば私の中では白人社会

であった。しかし、我々が訪れた場所がアメ

リカでもとりわけ多様性に富んだ地域であっ

たのかもしれないが、実際は様々な民族的背

景、価値観を持つ人々が暮らしていた。自ら

をアメリカ人と見なす人、アメリカに帰属意

識を持たない人といったように、それぞれが

独自のアイデンティティーを持ち、同じ社会

で暮らしている。こうした社会は、西洋人と
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の混血であり、日本社会において生まれてか

ら常に否応なしに目立ってきた私にとって衝

撃的であり、同時にとても心地よいものであ

った。

アメリカの学生とのディスカッションを

通して感じたのは、特定分野に対する専門性

と思考の柔軟性を兼ね備えることの大切さで

ある。ディスカッションではまず議題に対し

て自分の専門に基づき、他のメンバーとは違

った知識や視点を提示することが求められる。

それが、自分がグループにおいて確実に果た

すことが出来る役割である。一方で他の人の

意見を理解し、自らのものと組み合わせ、そ

の上に新しい考えを構築していく柔軟性も求

められる。これこそが複数の人が集まって、

議論することの意義である。今後の大学生活

において、この専門性・柔軟性の両方を獲得

し、様々な場面で役割を果たし必要とされる

人物になれるよう努力して行きたい。

楽しいことも苦労もたくさんあったが、

素晴らしい仲間に囲まれ、最高に密で、実り

多い1ヶ月間であった。心の底から、この会

議に参加して良かったと感じる。
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第7章 第67回日米学生会議概要

第67回日米学生会議概要

-ComingTbgethertoConfiFontOurPast,Present,andFumre-

過去と向き合い未来を拓く～衝突と多様性から生まれる新たな相違理解～

日米学生会議は、その誕生から80年の歳月を経た2014年の日米共同声明に初めて、日米交流に

おいて当会議が「不可欠なものである」と明記された。日米関係も今や歴史上最も成熟した二国

間関係と言われ、会議が創設された当時の両国関係とは隔世の感がある。しかし、本当に日米学

生会議の掲げる世界平和構築の理念は達成されたと言えるのだろうか。

こうした中、第67回日米学生会議は「過去と向き合い未来を拓く～衝突と多様性から生まれる新

たな相違理解～」というテーマのもと開催される。そこでは多様な個性と異文化が交錯し、個々

人の多様な価値観や思考様式の違いにより、摩擦や衝突が繰り返されるだろう。参加者はこの｢衝

突と多様性」の渦に巻き込まれ、自分とは違う個性や多様性の中から互いの相違点を認識し、相

互に相違があることを理解する。この「相違理解」があってこそ、初めて相互理解が可能となり、

その礎となるのである。

また、戦後70周年の節目となる2015年に開催する会議では、学生会議創設の理念である世界平

和の構築が実現できたのか「過去と向き合い」検証したい。世界平和とは何か、世界平和構築の

ために日米両国はどのような役割を果たし､学生には一体何ができるのかを考察し､｢未来を拓く」

のである。そして分科会討論や政府、企業訪問、専門家との対話、広島の平和フォーラム、島根

の地方創生フォーラム、会議終盤に開催されるファイナルフォーラムで会議成果を社会に発信し

ていく。日米学生会議は、参加者一人一人がこの壮大な問いに対して、自分なりの答えを見つけ

出す絶好の場なのである。
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【主催】

一般財団法人国際教育振興会

【企画・運営】

第67回日米学生会議実行委員会

【会議開催期間】

2015年8月3日～2015年8月23日

【事業実施期間】

2015年4月1日～2016年3月31B

【開催地】

広島、島根、京都、東京

(7)GlobalEco-hazardandResourceSustainability

エコハザードと資源の持続可能性

FieldTrip

分科会の議題や開催地についての理解を深

めることを目的に、政府機関、国際機関、企

業、大学、NGO、NPOや研究所などへ訪問研

修を実施する。議論の対象となっている現場

や現状を知ることができる貴重な機会であり、

議論に必要な多様かつ具体的視点を得るため

に重要な活動となる。

■本会議における主な活動

分科会(RomdThble,RT) Forum

各開催地でサイトテーマや日米両国に深く

関わるトピックについて一般公開のフォーラ

ムを開催し、第一線で活躍する専門家、有識

者の講演や現地学生を交えたパネルディスカ

ッションを行い、その地域特有の事情や新た

な視点も得て参加者は開催地についての理解

と関心を深め新たな問題意識や課題解決に向

けて参画意識を酒養する

本会議の活動の中心となる分科会は7つ設

けられており、日米各5名の学生が1つの分

科会を構成し議論を重ねることとなる。事前

活動においても、分科会は本会議中だけでな

く参加者が共同生活するための「チーム」と

しても機能している。

(1)SecuritVandNon-TiaditionalThreats

現代の安全保障

(2)PowerandResponSibilityintheBusinessWorld

企業の社会的責任とリーダーシップ

(3)ReligionasaMeans,ReligionasMeaning

宗教の意義とその役割

(4)Societyandlnequality

格差と社会

(5)Mediainthe21stCenmry

21世紀におけるメディア

(6)EducationalApproachesTbdayandTbmorrow

今日の教育と未来への取り組み

SDecialTbpicDiscussion

同年代の学生である参加者が、個々の関心

に沿った議題を自由に設定し、議論をするこ

と目的としている。また参加者の主体的、自

発的な参加により、問題発見能力や議題設定

能力を養うばかりではなく、参加者同士の交

流を促し、新たな視点や発想を得ることで、

会議をより充実させることも求められる。
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FinalForum

最終開催地におけるファイナルフォーラム

では､3週間の総括を行う。現代社会が抱える

さまざまな問題と提起した7つの分科会にお

ける議論の概容と活動内容を発表することに

より、第67回日米学生会議の成果として社会

に発信する。

Renection

参加者が一同に集い、3週間の共同生活や、

価値観や思考様式の違いから生まれる悩みな

どを自由に話し合う。参加者自身が心を開き、

自ら思うことを率直に語り合うことで、参加

者間の相互理解一助となることを期待してい

る｡また､他者の思いを理解することにより

会議の充実や運営の円滑化など会議の成功に

向けて努力する姿勢が参加者の中に生まれる

ことを目的としている。
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第66回日米学生会議にご協力頂いた方々（敬称略･順不同）

【主催者および後援団体協力者】

一般財団法人国際教育振興会

理事長 大井 孝

参与 稲田 脩

事務局 後藤 明子

国際教育振興会賛助会

名誉会長 高円宮妃殿下

会長 南原 晃

事務局長 伊部 正信

事務局 川島 裕子

IntemationalSmdentConference,Inc

理事長KristyHolch

事務局長YuukiShinomiya

事務局Chelsealrvin

外務省

国際文化交流審議官 斎木 尚子

国際文化交流審議官 新美 潤

人物交流室長 浦林 紳二

人物交流室 課長補佐 三浦 恵子

文部科学省

国際統括官 加藤 重治

大臣官房 国際課総務 係長 原

ユース・アウトリーチ・コーディネーター

三橋 乃佑里

一般社団法人日米協会

会長 藤崎 一郎

専務理事 渡辺 隆

日米文化センター

日本代表 伊部 正信

【広報活動】

武田興欣 青山学院大学国際政治経済部准

教授

敦賀 和外 大阪大学グローバルコラボレー

ションセンター 特任准教授

寺迫 正廣 大阪府立大学人間社会学部教授

栗林 知美 大阪府立大学国際交流課

森 純一 京都大学国際交流推進機構長

国際企画連携部門長 教授

深原 優子 京都大学国際部留学生課

森純一教授研究室 秘書

立原 公美子筑波大学国際企画課

塚本聖筑波大学グローバル・コ

モンズ機構グローバル・コモン

ズ支援室

関根 広太 東海大学国際部国際課

田中 文恵 同志社大学大学院グローバル・

スタディーズ研究科・アメリカ

研究所事務室 事務長

大臣官房 国際課総務 係長 原 文絵

大臣官房 国際課 丸田 俊徳

米国大使館

米国大使館首席公使KurtTbng

広報・文化交流部 教育・人物交流室

シニアプログラムスペシャリスト

落合 安代
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同窓会副会長勇元 信彦 同志社大学大学院グローバル・

スタディーズ研究科・アメリカ

研究所事務室 係長

箕浦裕満子 名古屋大学国際学生交流課学生

交流掛 掛長

塩井 洋介 名古屋大学国際学生交流課学生

交流掛

田中 秀実 法政大学グローバル教育センター

事務部 グローバルラーニング課

菊地端夫 国際教育センター副センター長

経営学部公共経営学科准教授

杉浦絵里 国際連携部国際教育事務室

丸山 加奈子立命館大学国際教育センター

国際部海外留学課

大島英穂 立命館大学国際部事務部長

逢坂 豪 早稲田大学総長室経営企画課

板垣 有二 株式会社企業実務アシストGM

前田史子 株式会社企業実務アシスト

村山和美 株式会社企業実務アシスト

勇元 信彦 同志社大学大学院

グローバル・スタディーズ

研究科・アメリカ研究所事

務室係長

【防衛大学校研修】

國分良成（防衛大学校学校長)、加藤健（防衛

大学校准教授)、大井昌靖（二等海佐)、

吉田 千絵

真中 萌

防衛大学校 総務部総務課

防衛大学校113小隊

【秋田研修】

橋口昌道

進藤隆男

淡路孝也

淡路和春

佐々木吉昭

菊池孝子

袴田俊英

新川泰道

浅利幸明

淡路昭芳

石岡千代志

菊池昇一

細田茂廣

斎藤栄作美

秋田県副知事

秋田県庁学術振興課

藤里町議会議員

藤里町役場

藤里町役場

藤里町社会福祉協議会

月宗寺住職

宝昌寺住職

藤里町

【選考活動】

今井 義典

小野 元

金谷 憲

関口 和一

竹本秀人

立命館大学客員教授

京都大学大学院修士過程

東京学芸大学 名誉教授

日本経済新聞 論説委員

国際ウェールズ環境総研

代表

日本女子大学教授

公認会計士

日米学生会議

邊
羽
田

田
丹
山

世界遺産センター藤館

白神山地アドバイザー

エスポワール

和子

秀夫

勝 菊池整
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第8章 ご協力頂いた方々

淡路敬子 恵体験工房

伊藤晴樹 ARCグループ代表

市川博也 国際教養大学教授

勝又美智雄 国際教養大学教授

熊谷ひかり 国際教養大学 学生

JomAmold 国際教養大学学生

大山 利男

遠藤 広樹

立教大学准教授

横浜市立横浜サイエンスフ

ロンティア高等学校副校長

大貫

和泉

森本

優子

俊一郎

敏

東海大学病院神経内科医師

東海大学病院産婦人科医師

拓殖大学特任教授

前防衛大臣

慶應義塾大学教授

株式会社日本総合研究所

国際戦略研究所 理事長

国家公務員

多文化まちづくり工房代表

文部科学省

大臣官房国際課長

浮世絵保存協会副理事

日本芸術文化振興会 理事

国際交流基金

企画部 事業戦略課長

国際交流基金

総務部 総務課 課長代理

国際交流基金

文化事業部

【日米学生会議同窓会協力者】

秋間修 荒木尊士伊井佐織飯島千咲

五十嵐淳市川比呂也 市毛裕史 伊藤孝真

井上敏之井上聡美 今井義典 小田垣彩花

上江洲仁美 烏賀陽正弘 梅崎渉

遠藤繁 大高巽 大野峻典 岡本実

小沢良明 小野元 大日方望KurtTbng

川口真川野さりあ 岸田守 木ノ上高章

木村光太郎 KatherineJordan 久保勲

KellyCargos 五所恵美子 児玉克哉

小松崎涼子 櫻井千浪SharonLu白畑春来

神馬光滋 杉岡昌太 鈴木悠司 須藤俊男

関口和一 高田修太 武田興欣竹本秀人

田中豪 辻喜久子 手島敬 冨ﾉll秀二

中澤耕己中山智夫 西田尚弘 西元宏治

野口ゆかり 野地洋平 橋本徹 橋本遥

橋本萌 廣野允威PatrickMeuer福谷尚久

藤田耕VuHoangMinh松尾恵輔松本秀也

MadisonMears 丸本美加 三科圭介

茂木健一郎 森田修弘守屋彰人 森泰子

八木澤龍大 安川皓一郎 山下祐里奈

山田勝 山本東生 渡部寛史

【事前活動協力者】

細谷 雄一

田中 均

新井田 理恵

早川 秀樹

今里 譲

石井寅男

関 裕行

原 秀樹

佐藤 幸治

篠原 由香里

羊仔 米州チーム

小野 元 国際交流基金

日米センター

東京藝術大学教授

東京財団

立教大学

現代心理学部映像身体学科

熊倉

福島

松原

純子

安紀子

大輔

4年次
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第8章 ご協力頂いた方々

中村 寛

木下達夫

大島 葉子

多摩美術大学准教授

日本GE株式会社人事部長

日本GE株式会社

アジア･パシフィックエグ

ゼクティブ・カウンセル

弁護士

ニューヨーク州弁護士

日本GE株式会社

フイナンシャル・マネジメ

ント・プログラム

公益財団法人稲盛財団

理事・事務局長

森 佳子

市川 比呂也

小松崎 きよ江

窪田 良

高林 浩司

竹内 智洋

忽那武範

【ユースフォーラム・ジャパン】

愛知 和男

古澤 明子

小林 斐子

河原田 有一

木ノ上 高章

山本 東生

渡部 恒雄 東京財団上席研究員

Dr.PaulMcCarthy 駿河台大学名誉教授

KurtTbng 米国大使館首席公使

【賛助者】

橋本 徹

大塚 雄三

大高 巽

山本 修巳

山崎 繭加
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第8章 ご協力頂いた方々

【賛助団体・企業、賛助者】

一般社団法人 日米協会

大阪日米協会

京都日米協会

秋田日米協会

公益財団法人三菱UFJ国際財団

公益財団法人双日国際交流財団

公益財団法人平和中島財団

アサヒグループホールディングス株式会社

伊藤忠商事株式会社

株式会社オリエンタルランド

オリックス株式会社

キッコーマン株式会社

キヤノン株式会社

JXホールディングス株式会社

新日鐵住金株式会社

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

禅林寺

デルタ航空会社

株式会社電通

東京海上日動火災保険株式会社

東京ガス株式会社

トヨタ自動車株式会社

中辻産業株式会社

株式会社ニコン

日産自動車株式会社

株式会社日本政策投資銀行

日本生命保険相互会社

日本電信電話株式会社

野村ホールデイングス株式会社

パナソニック株式会社

株式会社日立製作所

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

ベイピュー･アセット･マネジメント株式会社

丸紅株式会社

株式会社みずほ銀行

株式会社三井住友銀行

三井物産株式会社

三井不動産株式会社

三菱地所株式会社

三菱重工業株式会社

三菱商事株式会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

三菱UFJリース株式会社

メリックス株式会社

住友商事株式会社

日本郵船株式会社

ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス

東燃ゼネラル石油株式会社

協和発酵キリン株式会社

楽天株式会社

オタフクソース株式会社

ANAホールディングス株式会社

ソフトバンク株式会社

マイナー財団

※役職・団体の名称等は当時のものです。
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第8章 ご協力頂いた方々

賛助団体ロゴマーク

琴
ACUCELA

m此んrg"f

SDB
日本政策投資銀行

p

FUIITSUFUITSU

kinl<oS
OnDemandSolutions

A凡例〃

dentsu

ki,<MmanP

MINER

▲.DELTA

FUJIXerOxaj

今、回亜口me画口邑
FOUNDATION

岡ITSUエ＆C◎．

0ﾘﾛ三井住友銀行
sMBC

NISSANMOTORCORPORATION

MIZIHO
今 “ －

鱸
UﾊA1gAﾉg"．

=SoftBank TOYOTA

●
NISSAY

祭東燃ｾﾈﾗﾙｸﾙｰﾌ
『…称岱 属日本郵船

尖三菱加所 A三菱商事 O三菱UFJﾘｰｽ株式会社
MuFG

楽⑬天
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第8章 ご協力頂いた方々

協和発酵キリン様から頂いた商品と共に

｡

缶 ｡

一？

烈’

ｂ

》
享
謬

｛
に

－

:糊‘

一言、

オタフクソース様より頂いた商品をアメリカで
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第9章 パブリシティ

パブリシティー覧(2014年～15年）

『日米共同声明』外務省(2014年4月25日）

外務識 ‐シ汰録 ｡､ , : 謡》 ……1･…鋤…'ﾂ\，ﾍｰｼ'…質懲篭'…ﾂ”
韓:鉾“爾識驚聡iが“““ｫ…罰．琴潤。￥≦‘霧:､,j :韓￥韓､曳雑監罰 5-･文字ｻｲｽを蔑愛丙圃獅･凸もも坪"患,, ",｡肝,, .￥弾､課.,h，.､智,

‘…‘息‘Z "，．,､常｡:崇鶴､f､鯉､ ､:、‘ 。‐皇．=､ ;』，。“” ”」 ： ﾌﾂｰﾜｰﾄ鐸画課裁蕊剣I麺・
鐸”.-_蔦､識’‘華:§:恥､..無み ､~争一罰･鐸､､“､竿ゞ f…ﾐ患；か鱗｡;蕊"蕊一…、 “・ 農｡。 ：・ 、…-,"_皇 感､“雪鳥馨、蕊或*､蝋驫皇;蘂懲 鶴 鋼 慰窯雛~曹蕊鴬….鍵･ r噌蕊雪（･電蕾、｡‘識簿露悪 ≠識.≠""…嬢･ゞ:｡､ ”;-"-、薯-.“､、ゞ.… …… 騨鱈檎繁I壊憲需遥

外灘篭室内I遼砿関達憤穂I鵠識-輯簿幾＄外豪政策IcpA(盈稲発擾難>、1会談･･雛鶏＃唾･蕊鐘Iｷﾂｽ外韓雀I史料､公縢蹟鞭I各瀕手銃営.寵覧 一､。＊､￥､…
一二乏矛塞豊鍵盛壁アヨ塗尹Z玉埋立盆…か重ｴｪ翼一二Z惑星迩全…本壁垂基aﾝ日米共闘櫛廟gｱｼｱ大平鐸及びこれ奄遮えた唾の未来篭毒作恐冨本と釆舗

… …アメリカ合衆国､ ･癖:: : 識: ｡．， 写、<､､霞;･" 鳶‘…“"‐≦蕊“､曇……よ.隆一…：一、 霞”、ゞ…、：“‘、 " 、 ‘、蕊鍵難驫欝識蕊驚難綴議鍵灘鍵識蕊蕊

日米共筒声明：アジア太平洋及びこれを越えた地域の未来を形作る日本と米国

平成26年4月25巳 慧ﾂｨｰﾎ,認 …<塗
…-鰻… :園ﾒ基〃

のである。これらのプログラムは何年にもわたって二国間の人的つながりを拡大し，強化してきた。

これら政府のプログラムは，日米協会米日カウンシル，400以上の姉妹都市鱒係など両国国民をつなく
る。そのようなプログラムは，多数の学術機関，大学間のつながり，皇太子明仁親王奨学金，日米交流§いる。

な民間資金による交流と同様に，不可欠なものである。日米両国

両国を結び付ける草の根の友好関係を象徴するものとして．米国政府及び広範な民間部門のパートナ-I

『交遊抄日米学生会議今井義典』日経新聞(2014年 '1月12日）

旧
米
友
好
の
あ
る
間
雨
蒲
綴
の
人
に
会
わ

抄
驚
龍
蔦
菖
と
景
患
潟
た
。

滋
う
岡
蕊
農
そ
こ
で
患
い
し
た
の
が

必
健
灘
黙
剰
螺
聯
織
湖
蝋
葬

満
州
蕊
鍵
で
悪
化
し
た
間
米
臘
銀
行
協
会
の
会
鍵
癖
代
に

関
係
を
潜
街
の
手
で
修
復
し
海
外
向
け
溌
織
の
英
謡
イ
ン

よ
う
と
１
９
３
４
年
に
米
鬮
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
り

に
渡
り
、
現
地
の
学
雑
に
呼
し
て
い
た
が
、
ま
さ
か
剛
米

びかけたのが始讓議鳶慰いもよらな
学
錐
会
議
の
大
鎚
譲

り
で
あ
る
。

で狸評榊桝酔罐淫へ云典かつた。

聯柵撫難軸帰一一
大
き
な
鐸
鶴
を
与
え

を騨
溌
》
蕊
米
今
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ど
を
巡
り
、
画
角
池
口
卿
ス
」
と
呼
ぶ
。
私
も

を
飛
ば
し
な
が
ら
米
測
感
で
あ
る
。
鰯
米

鰄
入
学
擁
と
初
め
て
英
譲
で
関
係
の
縄
い
手
が
こ
の
会
議

識
諭
し
た
充
霊
感
は
、
今
も
か
ら
何
人
も
巣
な
っ
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
。
過
測
に
鋤
織
年
の
記
念
式

米
通
満
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
典
が
蝿
か
れ
る
。
縄
窓
会
鎚

Ｒ
）
で
脚
本
撫
濁
を
務
め
た
を
務
め
る
矯
本
さ
ん
の
も
と

グ
レ
ン
。
Ｓ
・
フ
ク
シ
マ
さ
で
私
が
爽
行
謹
興
鐙
と
な
っ

ん
も
米
側
の
参
加
讃
だ
。
Ｎ
た
の
も
何
か
の
ご
縁
と
い
え

Ｈ
Ｋ
の
記
街
時
代
、
圃
米
通
よ
う
。
（
い
ま
い
。
よ
し
の

繭
交
渉
で
親
し
く
な
っ
た
が
り
＃
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
剛
会
鎚
）

154



第9章

『主張 日米学生交流の原点 住友商事グローバルリサーチ社長 高井裕之』

日刊工業新聞（2014年10月27日）

パブリシティ
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司
会
っ
て
話
す
宮

■帥
年
続
く
友
好

爽
行
委
輿
に
よ
っ
て
蒲
わ
れ
謝

渕
米
溶
選
琴
さ
れ
た
約
鋤
人
の

学
錘
が
約
１
力
厨
縄
翁
穂
し
定

窓
ま
き
ま
な
テ
ー
マ
で
の
議
識

を
行
い
趣
が
ら
各
地
窪
蹴
る
嘩

会
譲
慰
毎
嘩
蕊
瀝
扇
米
交
互
鍵

醗
か
れ
輪
来
年
の
蕊
錬
蹴
会
譲

は
劇
本
で
予
潅
さ
れ
て
瀞
る
鰯

縄
会
議
憾
敷
々
の
人
材
も
識

鐙
し
て
い
感
。
鴬
沢
謹
一
燕
欝

相
や
キ
ヅ
シ
ン
ジ
ャ
ー
鎚
米
鱒

鱒
務
鍵
駕
、
若
手
で
憾
瀧
日
米

蝋
大
使
鰯
で
識
艤
公
使
甕
努
め

た
カ
ー
ト
“
ト
ン
氏
ら
、
日
米

鋪
鰄
の
蕎
方
燕
で
漏
躍
す
墨
○

Ｂ
・
ｏ
Ｇ
が
多
数
お
ら
熱
る
熱

あ
れ
か
騒
齢
年
、
太
平
洋
職
社
会
だ
か
豊
』
そ
鍵
灘
に
人
間

こ
の
コ
ラ
ム
の
競
審
に
も
先
溌
争
や
潤
米
貿
溺
麟
擦
錘
ど
疑
梁
繍
士
が
会
っ
て
話
す
鰯
の
溌
鍵

や
後
畿
が
鶴
騒
燕
る
の
で
ば
薄
り
越
え
、
政
鶏
△
軽
濟
潤
滅
で

難
が
満
ま
診
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

い
だ
ろ
う
か
輪
、
：
識
米
灘
係
は
強
闘
難
臓
蝋
騨
係
は
令
炎
上
々
す
れ
ば
総
鎮
不
能

会
譲
創
設
時
は
「
世
界
の
平
へ
奄
発
磯
し
た
．
そ
の
間
、
毒
鐸
特
し
か
し
鍵
雛
に
会
診
て
謡

和
嫁
太
平
祥
の
準
和
に
あ
り
価
ま
ざ
ま
な
礁
溌
で
捌
米
職
の
愛
せ
ば
大
抵
嫁
分
か
り
合
え
る
。

太
平
鐸
の
平
和
織
濁
米
の
平
和
識
が
行
わ
鍼
た
が
、
や
は
り
両
部
濁
隼
鐙
迎
え
た
鋤
米
学
生
会

涯
あ
愚
鍾
そ
の
一
鎮
窪
学
生
も

懲
瀦
擁
を
鰹
鯉
で
支
え
て
露
た
。
識
だ
が
贈
蝿
政
状
況
は
決
し
て

蟻
う
べ
ぎ
だ
朴
掌
い
う
懸
愈
の
の
は
鴎
瞬
の
地
遮
な
交
流
で
あ
梁
で
は
難
い
と
蝿
く
鰯
ぜ
ひ
こ

緋
鍬
溌
鯛
蕊
蕊
鱸
繊
瀞
縦
獺
溌
瀦
蕊
蕊

淑
て
参
蹴
審
逢
鐸
り
、
鶴
勢
鱒
た
友
人
蕊
係
が
圖
米
関
録
の
裾
お
職
い
し
た
い
。

人
の
米
鯉
代
譲
瞬
毒
伴
っ
て
婦
野
を
形
成
し
て
ぎ
た
ど
譲
っ
て
（
索
頚
部
中
央
鐘
購
海
１
の

蝋
。
欝
蜘
錘
艤
大
学
雷
醗
初
の
お
過
簿
で
憾
な
い
。

I

会
議
が
蝿
か
れ
た
⑧
使
節
薊
確
撹
界
中
が
イ
ン
タ
＃
ネ
ッ
ト

会
灘
後
侭
中
鐵
蕊
北
繍
に
渡
り
謹
つ
趣
が
診
樋
英
議
が
灘
擁
な
蝿
識

鍵
灘
視
察
輪
廻
で
い
篭
輩
譲
繍
津
訟
や
臼
本
譜
が
壌
能
な
米
稚
殿
。

嘩
瀕
鵬
鐸
藤
灘
総
繊
灘
腿
瀞
謀
鯛
癖
蕊
《

えよう噂、議篭行諺てど議憾鐘の識沫》鍛率一
ネ
ッ
ト
社
会
艇
こ
そ
誹
総
鰄
撚
蓉
澱
灘
輌
蝋

一

あ
堀
か
騒
齢
年
、
太
平
洋
職
社
会
だ
か
豊
』
そ
爽
溌
に
人
間
識
寒
鶏
三

争
や
潤
米
貿
溺
麟
擦
錘
ど
疑
梁
繍
士
が
会
っ
て
話
す
鰯
の
溌
鍵
猿
坪
社
至

り越え、
政
鶏
△
軽
濟
潤
滅
で
難
が
満
ま
診
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
燕
認
鈴
一

識
米
灘
係
は
強
闘
難
臓
蝋
騨
係
は
令
炎
上
々
す
れ
ば
総
鎮
不
能
”
鐸
一
一

へ
奄
発
磯
し
た
．
そ
の
間
、
毒
鐸
伶
し
か
し
鍵
雛
に
会
診
て
謡
噸
熱
”
》

ま
ざ
ま
な
礁
溌
で
捌
米
職
の
愛
せ
ば
大
抵
嫁
分
か
り
合
え
る
。
年
雛
坤
一

識
が
行
わ
鍼
た
が
、
や
は
り
両
部
濁
隼
鐙
迎
え
た
鋤
米
学
生
会
駒
鍵
齢
一

懲
瀦
擁
を
鰹
鯉
で
支
え
て
露
た
。
識
だ
が
贈
蝿
政
状
況
は
決
し
て
奮
部
グ
ー

の
は
鴎
瞬
の
地
遮
な
交
流
で
あ
梁
で
は
難
い
と
蝿
く
鰯
ぜ
ひ
こ
率
》
癖
一

辨
蕊
溌
蕊
獺
懲
罰
溌
率
蕊
縦
》

、
融
住
卦

野を形鱗してぎたど譲って（索頚部中央鐘購海１の錘》州－
た
友
人
蕊
係
が
圖
米
関
録
の
裾
お
職
い
し
た
い
。

お
過
譲
で
憾
潅
い
。
：

８
の
撤
〉

年
続
く
友
好

〉、〉。

､ 稗
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『ThoughLeadersPOLITICALISSUESbyGlenS.Fukushima｣ForbesJapan(2015年1月）

’T緯◎響魯溌TL鷺典愈屡斑蕊e②POMTICALISSUESbyGLENS,FUKUSHIMA

DevelopmgEutureG1.ba1L"ders
H"H;i:将来のｸﾛｰﾊﾉいり基ｸｰを育てる報if;::"

2蝋蝋誤鰯
て、祝賀会が開かれたゎ日米緯で学

生の運営する交流プログラムとして

は畿も歴史のある会譲である。祝賀

会に峰葺円宮妃殿下をはじめ、両

国政府高官、数多くの濁窓生が、こ

の卓越した会議の歴史と遺産を讃え

るために出席した。本会議は、1934

年に、当時悪化する両国政府の関係

を危慎した学生たちが、白米儲の理

癬と友情を深めようと瑳想に燃えて

設立したものである。残念ながら、

実際には、この7年後に日米は宣戦

布告し、戦争に突入することとなった．

日米学生会議は、数多くの著名な

肩窓生を叢出している。アメ'ノカから

は、ヘンリー・キッシンジャー元国務』

その後、私はハーバード大学大学

焼で日米関係について学び、’985

年に米国通商代表部に入省したが、

その15年も前に日米学生会議で日

米交渉の雰鑑気を知り、日米蔵国で

の長年の友人を得ることができ、福

広い凋窓生ネツホワークに入ることも

できた。日本政策投資銀行社長、元

富士銀行頭取で、日本日米学生会

議同窓会会長の橋本徹氏も敬愛する

同窓生のr先輩』である。

日本が世界に貢献するためには、

理想主義、現実主義、グ働一バルな

マインド’セットを兼ね備え、多様な

篭鱸識黛、’難K悪き隷難鰄典

ｸﾚﾝ｡S･フクシマ

溌露先蜂政策研究添(CAP》の上級研突風。米国逓窓代 、~I〆l‐．~理ン【~迄乗ｲ型.曜灸､ラ律令

表部の憲本・中鴎蕊当代表補代理､エアバス・ジャパンの 侭人やグループと一緒に成果を上げ
社長､在日来匪商工会議所袋頭等を畷て現職◆米日か>

られるリーダーの育成が不可欠であﾝシルや罰米協会の鐙事を鰐めるなど､B米鴎係に績遷

る。日米学生会議の4遇悶にわたる

は、ヘンリー・キッシンジャー元国務長官が、ハーバード大学

の学生であった1951年に参顔．日本の同窓生の中には、故

宮澤喜一元首相が、東京帝露大学の学生時代、＄939年と

1940年に参加している。

1992年1月8日、東京でのジョージ.H・W･ブッシュ大統

領歓迎の晩餐会で、宮灘喜一元首相は、＃939年に南カリフ

ォルニア大学で開催された日米学生会議に出席し、その際2つ

r手に入れた』ものがあると奮っている。第一は、アメリカの民

主主義についての理解。アメリカの学生が自国のアジア政策を

平気で批騨するという自由で開放的な空気は宮蕊元首相に強

い節象を与えた。第二にr手に入れた』ものは、とな‘ﾉにr座

っている妻』。ロサンジェルスに向かう飴の中で津田塾大学の

学生と出会い、東京大学を卒業し、大蔵省入省後に結婚した

との話だった。日米学生会議では同様に結婚したカップルが多

く、r員米結婚会蟻』と呼ばれていた時朗もあったばどだった。

筆者自身も、富澤氏同様に、スタンフォード大学の学生の

ときに、1970年のスタンフオーギでの会議に出席し、そこで出

会った女性と、＃971年の東京での会競も一繕に出席し、

1972年の秋に結婚した。日米学生会議への出席が、私たち

二人の人生に大きな影響を及ぼした．

質の高い縫験により、大学生はスキルや龍力を伸ばすチャンス

を得られる．蟻論や醗捻のトピックスは、タイムリーかつ重要

であり、参加者は多操な背景を持つ学生と切確琢磨し、相互

理解を鍵る。そして、会謹の運営富体が学生に任されている

ことから、ブ画グラムの成否は学生自身の責任となる。

日米学生会議が重要な役翻を果たしてきたことから、バラ

ク、オバマ大統領と安倍晋三首梱は、2014年4月25日の日

米首鎖会談後の共溝声明の中で､白米学生会繊をr不可欠な」

二国間の交流プログラムであると讃えた。

2015年は、第二次世界大戦終結から70周年の節目の年と

なる。この記念すべき年を祝うために数多くの催しが行われる。

そこで大切なのは、1945年以誌に、何が超きて何が起こらな

かったかを議論することではない。蕊要なのは、この70年間に

日本が国際社会で建股的な役割を果たしてきたことと、今後ど

んな役劃を果たせるかということだ。日本が将来もグローバル

な役割を果たすことができるか否かは、大志を抱き、優秀な能

力を持つ次世代の駐本のリーダーにかかっている。そのために

は、白米学生会蟻をばじめとするグローバルなリーダーシップ

養成ブ厩グラムを支援することで、現在のリーダーが、今後の

リーダーとなる若者を育成することも必要ではなかろうか．霧

凸
迅

出
世
至
り
の
念
ｚ
童
山
津
湯
牌
ｚ
○
臣
虹
匡
の
コ
ヨ
ー

JAN口▲R了”28IFCREE臼』▲皿Ⅳ’21
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町
を
訪
れ
、
堂
識
燭
輝
わ
た
り
識
窯

研
捗
し
だ
儀
撰
渡
し
ま
し
て
く
れ
た

の
健
、
錘
れ
ま
で
町
民
と
交
流
琵
統

け
て
毒
た
一
Ａ
Ｒ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
一
と

い
う
鵡
嬢
震
離
籍
動
を
行
っ
て
い
る

螺
内
の
学
生
面
体
で
あ
る
轡

〆
ン
パ
ー
緯
郵
霧
後
、
獅
縄
を
視

察
し
べ
夜
に
は
大
源
遮
庶
の
公
民
館

で
グ
ル
ー
プ
酎
識
表
行
診
た
。
中
心

テ
ー
マ
感
一
過
疎
地
城
に
生
ぎ
る
』
。

『
墓
れ
か
ろ
の
秋
田
の
慶
乗
』
一
交

流
人
口
の
砿
大
』
電
定
住
人
画
の
嫡

鰄
促
進
｝
一
特
藤
品
の
販
路
砿
大
吋

《
少
子
鐵
齢
化
牡
会
に
お
げ
る
安
心

・
震
全
な
町
づ
く
沙
一
と
い
う
五
つ

の
小
テ
ｉ
マ
別
に
分
か
れ
慰
地
感
の

控
民
や
Ａ
蕊
ｃ
グ
ル
ー
プ
迄
意
見
窪

交
わ
し
走
職

掌
生
た
ぢ
は
わ
ず
か
な
時
間
の
視

察
の
密
で
惑
鯵
燕
こ
ど
塞
各
か
テ
＃

譲
鍵
鶏
騨
鶏
慧
騨
蕊
蕊
識
鶏
蕊
蕊

＃
鯵
倉
つ
難
人
が
今
用
上
旬
、
蕊
蕊

米
鯛
で
亀
鱒
濾
開
催
さ
れ
る
『
織

米
学
生
金
蟻
』
の
蕊
本
代
蕊
〆
ン
（
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鴬 蕊蕊識頓

絶
零
窯
麓
診
ゆ
ん

袴
糊
，
俊

て
い
る
篭
ひ
琴
ど
も
抄
対
策
一
を
滴
最
近
、
特
に
麹
方
の
褒
週
が
大
ぎ

く
評
価
し
、
対
策
塞
蕊
玉
に
全
濁
の
く
歎
謬
上
げ
ら
れ
る
よ
う
糎
な
っ

誇
穏
に
来
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
、
潅
紡
本
県
で
も
少
乎
為
齢
化
が
蕊
み
、

鐘
い
っ
た
穣
鰯
的
な
意
見
も
出
た
、
元
気
な
奮
審
や
藷
い
り
ｉ
ダ
ｉ
が
少

華
審
も
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
に
診
な
く
な
っ
て
い
る
と
鍵
く
声
を
郷
く

澱
、
何
よ
り
も
討
議
の
素
靖
ら
し
さ
こ
と
が
多
い
辱
し
か
し
、
蕪
れ
は
轌

に
感
激
し
た
察
擬
本
を
代
表
い
て
米
者
の
悶
題
で
は
済
表
さ
れ
な
い
と
思

蕊
に
乗
妙
込
む
学
生
だ
け
に
論
震
は
う
鐵
悶
題
の
本
震
憾
『
大
人
ば
若
者

鵡
快
で
幾
閏
点
に
は
鋭
い
鍵
悶
が
を
湾
て
》
《
う
と
し
て
霧
尤
の
か
』
些

鐵
蕊
蕊
灘
譲
隷
蕊
鍵
譲
蕊
鍵
識
鍵
蕊
鍵
譲
譲
鍵
鍵
灘
鍵
鍵
灘
鍵
騨
蕊
灘
鍵
蕊

鍔
鵜
耀
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
蕊
繕
す
れ
ば
、

中
山
鵬
蝿
の
襲
業
の
織
綿
は
難
し

く
鐵
然
鐘
水
だ
蛾
で
毬
地
域
の
魅

力
と
し
て
は
躍
り
な
い
こ
ど
慈
登
、

跡
の
漣
え
る
悶
題
点
を
共
に
考
え

た
慧
さ
ら
漣
、
全
鰯
か
犠
注
鰯
婁
れ

マ
ご
と
輝
ま
ど
め
、
貴
麓
な
鍵
奮
を
飛
ぶ
吟
義
議
す
墨
だ
む
で
な
く
、
他
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
鋒
い
く
。

凍
々
巻
出
し
て
ぎ
た
“
環
太
平
洋
連
者
の
激
蕊
を
醗
く
態
礎
も
い
い
ぺ
富
鍵
期
に
わ
だ
る
鐙
気
蛭
迷
や
遥
溌
以
舗
こ
の
機
で
錨
介
し
麓
が
、
辮
一

一薯
…
繍

左：『月曜論壇 若者の声に耳を澄ます

袴田俊英』（7月28日）

下：『日米学生会議

地域課題、住民と議論』（7月10日）

ともに秋田魁新報

分
懲
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
』
ど
い

雪
雫
些
に
鐸
奉
に
闇
雲
合
う
の
で
、

議
畿
が
充
実
し
て
い
く
繊
彼
ら
緯
過

疎
に
蝋
む
鴬
本
の
地
方
の
悶
蕊
も
念

頭
に
、
懲
米
の
会
議
の
錫
で
蕊
潜
む

で
憩
れ
る
こ
鐘
だ
暑
亀

の
鍍
争
を
強
い
る
グ
ロ
Ｉ
バ
ル
経
済

の
中
で
、
蕊
本
の
金
寒
は
動
ス
ト
を

掛
け
て
蕎
涛
奄
湾
で
る
こ
室
が
で
毒

な
く
な
り
、
『
鱗
に
湾
つ
踵
若
審
』

を
必
鍵
ど
し
た
◇
教
湾
騨
も
経
濟
騨

の
藻
講
奪
受
妙
、
キ
ャ
リ
ア
教
齋
に

擬
え
戦

英重
点
琵
磯
く
よ
う
漣
な
っ
た
や

教
育
の
中
身
が
、
知
ら
な
い
こ
と

を
知
る
鐘
い
う
知
的
作
業
で
な
く
、

愈
譲
の
求
め
る
人
材
を
獲
成
す
る
た

め
の
も
の
に
蕊
質
し
て
し
ま
っ
た
Ｉ

と
言
え
ば
、
誘
い
過
ぎ
に
な
る
湾
ろ

う
か
鯵
そ
し
て
、
零
審
た
お
ば
企

業
の
あ
る
都
会
へ
と
向
か
い
、
蝿

方
に
鐘
る
君
審
は
ど
ん
ど
ん
識
っ
て

鍵
蕊
蕊
鍵
鍵
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
騨
鶴
蕊
蕊

年
管
ね
れ
だ
一
噸
域
カ
ブ
鎌
１
ラ
ム

ｉ
ｎ
あ
零
た
一
で
ば
、
秋
磯
の
若
審

の
活
力
漣
驚
か
さ
れ
た
鯵
発
表
識
鐘

』
て
議
場
い
た
ｓ
人
の
若
審
の
秋
露

を
愛
す
る
構
黙
と
碗
向
謹
な
姿
勢

に
、
鯛
い
て
い
潅
畢
お
ら
が
力
を
も

ら
っ
窓
今
年
も
ｓ
月
ｇ
鍵
に
湾
び

こ
の
う
灘
Ｉ
ラ
ム
が
蝿
か
れ
る
鐘
知

蟻
、
迷
わ
ず
藥
行
譲
鎚
会
纏
鯛
わ
っ

た
。
譲
識
の
年
齢
感
緯
諏
代
か
驫
沁

代
ま
で
と
轤
広
く
、
職
犠
も
さ
ま
ざ

ま
で
表
さ
漣
多
士
済
々
鱒
共
通
し
て

い
る
の
は
若
審
の
溌
壷
聴
こ
う
鐘
い

う
態
腫
で
あ
る
鐵

元
鐸
な
著
書
は
秋
碩
腫
も
た
く
さ

ん
い
る
舎
そ
の
潔
を
聴
く
耳
を
大
人

た
ぢ
が
失
っ
て
い
る
の
で
は
い
か
。

若
講
壷
応
錘
い
よ
う
拳
す
る
大
人
の

擬
勢
拳
行
動
こ
モ
、
令
の
秋
頭
に
必

要
だ
鐘
慰
書
．

《
繍
催
懸
藤
墨
跡
住
）

識
識
議
識
蕊
灘
灘
密
鍵
鍵
鍵
鍵
識

で
、
交
流
人
口
鉱
大
の
た
め
の
方
桑
さ
ん
翁
）
は
慮
鯛
の
場
が
な

策
な
ど
に
つ
い
て
侮
鎚
と
意
見
交
い
な
ご
課
題
も
あ
る
が
、
藤
里
町

操
し
た
蝉
は
会
う
入
み
ん
な
が
話
し
掛
域
冠

燕
地
域
諜
題
通
住
民
と
議
論
一

生
織本代表団が藤蕊誘悶一

震
学

る県内外の大学錘や緬蜘人が舞念として知られ、醸光地窒一
ｓ
麓
に
米
顛
で
鰯
か
れ
る
『
鋪
一
学
生
か
ら
は
「
世
界
寓
然
遮
産

鎚
回
日
米
挙
生
会
議
』
に
参
加
責
の
驫
久
鱗
懲
人
気
ア
ニ
〆
映
爾
の

５
箇
ま
で
の
ｚ
潤
懸
、
藤
翼
迩
を
し
て
成
功
し
て
い
る
。
白
神
山
堪

鰯
撫
繊
蕊
織
塞
鯛
蕊
溌
瀦
峠
螺
鰄
職
一
口

壁
も
に
蝿
域
が
抱
え
る
課
題
琵
探
の
引
毒
こ
も
り
支
謹
事
業
憾
他
の
→

り
、
蕊
本
の
将
来
を
毒
え
為
機
金
函
治
体
に
は
な
い
強
み
。
馴
き
こ
《

に
し
よ
う
鐘
、
伺
会
識
織
本
代
議
も
り
の
人
の
社
会
復
婦
瀝
特
化
し
窪

嗣
が
窟
圭
研
鋒
の
一
露
で
企
癒
し
た
ま
語
づ
く
り
寒
園
掴
し
て
は
ご
》
．

曾
蕊
麗
厩
の
農
鼠
→
謹
蕊
葬
灘
静
一

た
。

県
内
外
の
大
学
生
ら
が
地
域
課
題

に
つ
い
て
住
民
と
憲
尭
を
交
わ
し

た
日
米
学
生
会
議
の
自
主
研
嬢

く
れ
る
、
い
い
意
味

で
お
識
介
な
町
“
人

の
潟
か
さ
が
う
れ
し

か
っ
た
鈴
と
鯖
し
た
。

参
加
し
た
大
沢
嬢

人
会
の
淡
路
灘
漆
会

長
（
“
）
は
一
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
塵
分
た

彰
に
は
な
い
若
い
人

た
毎
の
発
想
は
新

鮮
。
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
、
参
毒
に

し
た
い
←
と
述
べ
た
。

日
米
学
塗
会
議
は

１
９
３
４
年
に
発
足

し
た
学
生
交
流
観

体
。
８
周
の
会
識
に

は
鴬
米
そ
れ
ぞ
れ
鎚

人
の
針
漉
人
の
学
生

空 、合 識
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企画 運営：第66回日米学生会議実行委員会●


